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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　かつて旅館だったうちの庭には、プールがある。

　それこそリゾート地のホテルとかにありそうな、それなりに本格的なプールだ。

　視界を遮さえぎる囲いの植物には、南国風にソテツなんかも混じってる。

　青い空。白い雲。そして──陽光をキラキラ弾はじく、プールいっぱいの水。

　そのプールサイドに……

「水を張ると綺き麗れいですね！　ステキです！」

「へぇ、タイル張りなんだ。しゃれてるじゃない」

　上機嫌のアリスベルとビビ、それと、

「撮影を開始する」

　ツインテールを結ぶ玉飾りに、チョキにした両手をそれぞれ左右から添える（俺おれは、これをキリコポーズと呼ぶ事にした）キリコがやってきた。

　全員、プライベートの水着で。

　貘ばくまでテンションが上がったのか、タメのない不自然なジャンプで視界に見切れてきたぞ。

　不機嫌なのは……

「水道代は請せい求きゆうするからな」

　とボヤいてツインテールどもからブーイングされてる、海パン姿の俺だけだ。

　ていうかみんなで人の家に押しかけといて、プールに水まで張らせて、ブーイングって。

　アリスベルに至っては店たな子こだぞ。家賃払ってないけど。大おお家やをもっと敬うやまえよ。

　プールに水を張るなんて行為には、莫ばく大だいな金がかかるんだ。

　そして断言してもいいがコイツらは水道代を払わないので──

　水着姿ぐらい見せてもらわないと、割に合わん。

　というわけで、俺は見る。イスに座り、ふてくされてるフリをしつつ。

　妖よう刕とうを持ってきといてよかったな。

　これがあると、準潜在能力開放セミオープンアクトで視力が少し上がるんだ。

　──まずは、

「静せい刃じ君、貘が濡ぬれるといけないので預けさせてください」

　貘を遣つかい魔っぽく肩に乗せてきた、アリスベルのビキニだ。

　ビキニといっても例のマイクロビキニではない。

　下着みたいな形の、よくあるビキニである。

　だがこのビキニ、白地にイチゴ柄。

　アリスベルお気に入りの下着と同じ模様をしている。

　なので俺おれは最初、下着で出て来たのかと思って焦あせったが……

「少し泳いできますね」

　楽しそうに目を細めたアリスベルの中では、その辺の切り分けは出来てるらしい。

　水着は水着。不必要に恥じらうものじゃないって事か。

　じゃあ遠えん慮りよ無く見せてもらおう。

　と、俺は肩に跳び移ってきた貘ばくと一緒にアリスベルを目で追う。

　高さ30cmほどの飛び込み台に上がったアリスベルは、環かん剱けんやら荷電粒子砲メビウスやら抜きで見るとほんとにノーマルな女の子みたいに見える。

　ツヤツヤした黒髪をツインテールに結った、ちょっとだけツリ目のカワイイ女子。

　胸は大きめ、背は小柄だが、全体的には年相応の体型。

　性格はマジメで、いいとこのお嬢さんって感じだ。

　──ぱしゃん。

　飛び込んだアリスベルは、気持ちよさそうにクロールを始める。

（さすが優等生。泳ぎも上う手まいな）

　あれは、きちんと水泳を習った人間の泳ぎ方だろう。キレイだ。

　遠慮無くアリスベルを眺ながめていると、

「撮影はキリコがしておく」

　気配もなく、横からいきなり声がした。

　慌あわてて振り向くと、そこにはキリコポーズのキリコが白いスクール水着で立っていた。

　見れば、ツインテールを結う玉飾りをアリスベルに向けている。

　この赤い玉飾り──通称キリコボールは、実はメカ。

　中に機械が詰まっており、ハイビジョン撮影ができるデジタルビデオカメラ機能もある。

「キリコお前、なんで女が女を撮影してんだよ。まさかヘンな趣味でもあるのか」

「ＰパＡツＤドのモーションコピー用に、アリスベルの力りき覚かくをデジタル情報として保存しておく」

「？」

「また、この３Ｄ動画はコピーして静せい刃じに販売する予定」

　……京きよう菱びしキリコ社長は、俺に水道代を払うどころか金を巻き上げようという構えだ。

「そんな盗撮犯みたいな事してないで、お前も泳いでこい。せっかく水張ったんだし」

　俺は腕組みし、キリコをジト目で見てやる。

　ちなみにこのチビはチビなので、肩に掛けた浮き輪が似合ってる。

　だがよく見ると、体のラインはちゃんと女子っぽい。

　中１ぐらいの女子だと考えると、とても納なつ得とくのいく体型だ。

　ネットゲームでロリキャラをメイキングしたみたいに、ある意味、整ってる。

「静せい刃じ。右手と左手で、これを１つずつ持つこと」

　泳いでこいと言ったのにそれはガン無視で、キリコはキリコボールを外して俺おれに持たせた。

　そして、とこ、とこ。

　プールサイドを少し下がってから……

　にゃーん。俺に向かってネコみたいな手つきをしたり。

　ちょこーん。体育座りして、ブリッコポーズをしたりしてる。全すべて、いつもの無表情顔で。

「……なに……やってんだ？」

「自分撮り」

「は？」

「静刃の手にしているカメラでキリコを撮影中。アリスベル動画とは別売りとする」

「俺はカメラの三脚かよッ！　ていうか俺はロリコンじゃないぞ、お前の水着３Ｄ動画なんか買うかっ！」

　と、俺はキリコボールをプールに放り投げる。

　するとキリコは自分のパーツを追うロボットみたいにそれを追い、ぼちゃん。

　見るに堪たえないヘタクソな飛び込み方で、プールに沈んだ。

　そして、ぷかり。

　浮き輪にそのイカみたいな白水着のボディーを通した状態で、浮かんできた。

「今の静刃の発言は、一般論でいえば失礼なものと断定する」

　う。こっちを見てる。付け直したキリコボール共々。

　キリコは動きが少ない割に、あの赤い瞳ひとみでジーッと見てくるから威い圧あつ感かんはあるんだ。

　次の瞬しゆん間かん、ピシュッ！　と音がしたと思うと、ピシッ！

　俺の目に水がぶつかった。

「痛いてっ！　な、なんだ!?」

　ピシュッ、ピシュッ！　とキリコ側から強力な水すい弾だんが飛んできている。

　見れば浮き輪には水鉄砲が２門搭載されていて、それが俺の口やら鼻やら耳やら、穴中心にやたら正確な狙ねらいで発砲してきているのだ。

　貘ばくはすぐ逃げたし、キリコは相変わらずデフォルト顔のまま。腹立たしいぜ。

「痛っ、いたた、この……！」

　俺はプールサイドの片かた隅すみ、水道まで駆けていき──ホースによる反撃の放水を行う。

　先端を指で潰つぶして圧力を増した水が虹にじを描えがき、幼児体型のキリコにビシャビシャ命中する。

　これにはキリコも参ったらしく、対岸のプールサイドに上がって俺から距離を取った。

（……ん？）

　今、キリコの体の要所要所に……妖よう刕とうが『注目！』と矢印を表示したぞ。

　あまりにも懸命に示すので、つい集中して視力を高めてしまったところ……

　プールサイドに立つキリコ、そのずぶ濡ぬれの白色スクール水着は、白い薄布が濡れたことで、なんとなく……透けて……

「おいキリコ、一いつ旦たんそのカメラを貸せ。何なら動画の購入も考えてやらんこともない」

「ナンセンス」

　などと、キリコは怒ったのか拾ったビーチボールを俺おれに投げつけつつ……

　トコトコトコ。家の方へ向けて、プールサイドを歩き始めた。ちょっと早足で。

「今度はどこ行くんだ。もう帰るのか？」

「キリコは水に入って一時的に体温が低下し、膀ぼう胱こうが収縮した。また副ふく交こう感かん神経が刺激され、抗こう利り尿にようホルモンの分ぶん泌ぴつが抑制されたため……」

　？　膀胱とか尿とか言ってるから、つまり……冷えたんでオシッコしたくなったって事かな。

　ふーん。メカ女のキリコがねえ。

「トイレは庭から廊下に上がって、右だ。ていうか、お前でもトイレには行くんだな」

「ナンセンス」

　そう俺に言い残して、ビーチサンダルをつっかけて家へ向かうキリコは……

　最近、ちょっとだけだが人間らしさが増してきたような気がする。

　俺たち異能の仲間を得て、その人間関係の中で──

　──ごちん。

「この変態エロガッパ！　あんたってホント、女の子相手にデリカシー無いわね！」

　いきなりグーで俺の後頭部を叩たたいて思考を中断させたのは、ビビだ。

　コイツは今年流行のパレオを取り入れた、ホルターネックビキニを着ている。

　このパレオというやつは巻きスカートみたいな布なんだが、ビビの場合、その下のビキニは常に一部が露ろ出しゆつしている。

　つまりパレオをスカートだと思い込めば、常時下着が見えているように思えなくもない。

　この水着を考案したやつ、流は行やらせたやつにはノーベル賞を与えるべきだな。

「……」

　水道料金がわりにパレオを鑑賞する俺の眼前を、ビビはまるで普段着で歩いてるかのように自然に横切っていく。

　さすが、はみ出し者とはいえガチの芸能人。着慣れてる感があるよ。水着。

　だがビビはプールにも入らず、いきなり俺の横のデッキチェアに座って頰ほお杖づえをついた。

　これは、ひょっとして──

「ビビお前、泳げないのか？」

「泳げるわ。でも、あまり好きじゃないの」

「じゃあ、暑いから俺ん家ちでプールに入ろうとか発案すんじゃねーよ。お前のせいで……」

　俺おれがちょっと文句を垂れたら、

「っさいわねェ、もぅ」

　ぐいっ！　ビビは俺の髪を摑つかみ、ヘッドロックを掛けてきた！

　なんて短気なヤツだっ。

（っていうか、お、おいッ……！）

　俺は技の痛みもスルーで、ビビの二の腕、腋わき、胸が俺の頭に密着してることに慌あわてる。

　しかもビビの体からは柑かん橘きつ系の、信じられないぐらいイイ匂においがするぞ。

「あんたも少し、泳いできたらッ？」

　ヘッドロックを極きめたまま内うち股またという、魔法少女がやっちゃいけないハードな投げ技で俺をプールへ投げ込んだビビは──ふぁさっ。

　色の濃い金髪のテールを、手でカッコよく払って整えてる。

　まるでテレビや美少女写真まとめサイトから出てきたような美少女っぷりだよ。

　いや、かのような、じゃなくて本当に出てきたのがビビなんだ。

（なんとなくお互いの間で無かった事っぽくしてるけど、俺とビビは……）

　……キスした事が、あるんだよな。

　戦った後の、欠片カラツト受け渡しのためとはいえ。

　などと思い出したら、顔に血が上ってきた。

　少し潜もぐって、頭を冷やそう。

（……）

　俺は妖よう刕とうを重りバラスト代わりにして潜水し、プールの底にあぐらをかき、水面を泳ぐアリスベルをナナメ下から眺ながめる。

　これもなかなか、趣おもむきのある眺めだが……

　あのアリスベルの相あい方かたこと、貘ばく。

　この重要なイベント時にアルパカになってるとか、訴そ訟しようレベルの失態だぞ。

　仕方ないので俺は生前の（？）貘を思い浮かべ、想像力で水着化しておく。

　うん……やっぱり、スゴイな。

　さっきのキリコの商法じゃないが、イメージビデオが高値で売れそうな感じだよ。

「……ぷはっ……」

　俺はプールから上がり、アリスベルやビビ──そしてもうすぐ戻ってくるであろうキリコ、後から来る予定の祈いのり・矢や子こさんといった女子一同を思い浮かべる。

　世間的には、両手に花とかハーレムとか言われる状況なのだろうが……

　ここにいる女子たちはどれもこれも、ミサイルやらプラズマ弾を放ったり、環かん剱けんで岩を叩たたき割ったりする攻撃少女たち。

　花は花でも、鋭いトゲを持つバラばっかりだ。

　それを両手に持たされる身にもなってみろ。

　保安のため、いつも武装して暮らさなきゃならない。

　今だってデッキチェアに座りつつ、妖よう刕とうを抱かかえてるんだからな。俺おれは。

「にしても、暑いぜ……」

　妖刕を見たくなくて、俺は太陽がギラつく空を見上げる。

　今日はまだ４月の末だってのに、気温は25度を超えている。

　ニュースによれば、神か奈な川がわ県としては観測史上２番目に暑い４月なんだそうだ。

「鏑かぶら高気圧だな」

　アルパカ貘ばくが、飛び込み台から話しかけてくる。

「……カブラ高気圧？」

「自然が勘かん付づいて反応したのだ。戦いくさの始まりを告げる、鏑かぶら矢やのように」

「勘付いたって、何にだよ」

「鳳おおとりが間もなく復活することに、だ。吾妻あずま鏡かがみによれば、何度か前の鳳復活が成じよう就じゆした平へい安あん時代末期にも、早春に局地的な夏が訪れたとある。明治以降、鳳を知る異能達はそれを鏑高気圧と呼ぶようになったのだ」

　貘は大マジメ……かどうかは顔がアルパカ君ちゃんなのでよく分からんものの、少なくともふざけてはいない喋しやべり方をしている。

「バカ言えよ。オカルトの巣そう窟くつにいる身で言うのもなんだが、そんなオカルトが信じられるか。断言するがこれは偶然だ。爆弾低気圧の逆バージョンとか、そういうのだろ」

　俺は、その空恐ろしいスケールの話から逃げるように立ち上がった。

　心の奥底では……少し、分かってる。

　カンが囁ささやく。貘の話は、きっと本当だと。

（──鏑矢、か）

　のどかにプール遊びをしていても、今はまだ鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨの途中。ここは戦場、なんだな。







【　Episode 09　プールパーティー　】




　昨日の金曜日、すでに関東地方はかなり気温が高かった。

　で、Ｘ組ではビビの発案で何か涼しげなイベントをしようという事になったのだ。

　そしたらアリスベルが「そういえばうちにはプールがありますね静せい刃じ君」とかバラさなくていいことをバラした。

　その話に目を輝かせたビビが『プールパーティー』とかいう海外のセレブしか知らんような名称のイベントを企画し、そこに貘ばくが便乗してきて、

「鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨについて内々に話したい事があるから、まずは共同戦線コミユニテイのメンバーだけで集まれ」

　などとそのプールパーティーをやる前提で話を進めてしまったのだ。

　お陰で俺おれはプールを掃除するハメになるわ、水は張らされるわ、貧乏くじを引かされたよ。

　ふて腐くされてデッキチェアに座る俺の前方、飛び込み台の上で、ヒョコッ。

「──よし、みんな聞け」

　ポフ、ポフ。

　うわっ、アルパカが後ろ足で立った。あまつさえ前足というか手を叩たたいた。不自然すぎる。

　アリスベル、ビビ、戻ってきたキリコらが注目する中、貘は、

「あの瑠る姫きハニーリズは、鴉からすと妖のライカン古代言語・エンシエントでコミュニケーションを取っていたそうだが……鳳おおとりには、その妖あやかしの古代言語しか通じない。願いを現代の日本語で話しても、伝わらないのだ」

　いよいよ、鳳の復活時の話をし始めた。

　しかし初耳だな。

　鳳には日本語が通じないのか。

「この共同戦線のメンバーを先に集めたのは、他ほかでもない。鳳の復活に際しては、願いを私が妖の古代言語に翻ほん訳やくして伝える。しかし、願いを私に教えたくない者、私を信用できない者もいるだろう。そういうメンバーには、自分で鳳に言ってもらう」

　という貘に、俺、そして何やらビビが少し表情を硬くした。

「……どう言えばいいんだよ。単語も文法も分からない言語を」

「自分の願いに関かかわる単語に、ダミーの単語を[image: １００]ほど混ぜて書いた紙を私に渡せ。私がそれを翻訳し、発音記号を書いて返す。文法も同様の手順で教える。ただし、願いを自分で言う者はそれが鳳に正しく伝わらないリスクも負う。そこは自己責任だ。覚悟しておけ」

　願いを言う道筋は、つけてくれるって事か。

　俺の願いは『俺から異能を消す』『鳳の死』の２つ──

　後者は、自分で言わなきゃならないな。

「──キリコはそのリスクを負いたくない。従って、この場で貘に願いを教える」

　その声に皆が振り向く中、

「キリコは心が欲しい」

　ためらいもなく、キリコは自分の願いを喋しやべった。

　キリコの、願い……

　そう、だったのか。

「京きよう菱びしキリコよ──其その願い、此この貘ばく、聢しかと聞き届けたぞ」

　少し格式張った言い方で、それに貘が応じた。

　キリコは……確かに、心に問題を抱かかえている。

　それはおそらく現代の精神医学では救えないような問題で、症状は見ての通りだ。

（『心が欲しい』、か……）

　……いいじゃねえか。いい願いだよ。

　正直、俺おれもその願いが叶かなった後のキリコを見てみたい。

　心を持って、普通の女の子みたいになったキリコ。

　この前ビビと瑠る姫きに作らされたような笑顔じゃなくて、本当に心から笑うキリコ。

　それを、見てみたい。

　きっと……カワイイんだろうな。とびっきり。

　──一方、ビビは腕組みして、

「貘。あたしは願いを鳳おおとり──フェニックスに自分で言うわ。単語リスト、後で渡すから」

　少しこわばった表情でそう告げている。

「俺も片方は自分で言うぞ、貘。願いの１つは前に話したが、２つめの願いは言いたくない」

　俺もそう言い、貘は……こくり。頷うなずいて、

「心得た。では後ほど単語と文法の遣やり取りをしよう。私からは以上だ」

　ぽふん、と四つんばいの通常アルパカモードに戻るのだった。




　俺は、成層圏で鴉からすと戦った時──

　過去の記憶にかけられたフタを、強制的にこじ開けられた。

　そして、その一部を思い出してしまっている。不鮮明にではあるが。

　──俺は少年の頃ころ、ある異能の男に会っている。

　その男が持っていた刀も、妖よう刕とうだった。

　だから俺は入学式の日、いきなり渡された妖刕に見覚えがあったのだ。おそらく貘が打ったこの２本以外にも妖刕は存在しているのだろう。

　そしてその妖刕で、俺は、誰かを殺している。

　正当防衛のために刀を振るった事は覚えているが、それでも思い出したくなかった記憶だ。

　最近はときどき発作的にあの記憶に苛さいなまれ、囚とらわれるような苦痛を感じている。

「静せい刃じ君。いよいよですね」

　パラソルの下、デッキチェアに腰を下ろしていた俺おれにアリスベルが声をかけてくる。

　おかげで──

　俺は、また苛さいなまれつつあった過去の記憶から意識を逸そらせた。

　ふと見るとビビとキリコはプールで水をかけ合って遊んでいて、こっちを見ていない。

　アリスベル的には、そのタイミングを見計らって声をかけてきた感じだな。

「もうすぐ、みんなの願いが叶かなうんです。ビビの願いも、キリコの願いも」

　アリスベルは肌はだに付いた水滴をキラキラさせながら、きしっ。

　隣となりのデッキチェアに、ちゃんと膝ひざを揃そろえて腰掛けてくる。

「あと１つ欠片カラツトを手に入れさえすれば、静刃君もその異能を失うことができるのですよ」

　ニッコリ微笑ほほえんできた、アリスベルは──

　前祝いしてくれてるんだな。

　俺が願い通り、異能をやめられることを。

「ああ……そうだな」

「私は今でも、モーレツにもったいないと思っていますけどね」

「もったいないもんか。絶ぜつ界かいやら成層圏やらは、もう懲こり懲ごりだ」

　俺が頭を振ると、アリスベルがクスッと笑う。それからまたマジメ顔になって、

「いずれ、居鳳いのう高からも転校してしまいますか？」

「あったりまえだ。校長が殺し合いを命令してくるような学校だぞ？　それに、ただの人間になった俺に通われても、居鳳高だって困るだろう」

「じゃあ……静刃君が異能の妖よう刕とう使いでなく、普通の高校生になったら……」

　鳳おおとり復活後のシミュレーションを始めたらしいアリスベルは、モジ……モジ……

　なんか、モジモジし始めた。

　そして上うわ目め遣づかいで、何か言いたげにこっちを見てくる。

「なったら、なんだよ」

「その、それから、それでも……ときどき私と会ってくれますか？」

　これは、アリスベル的にはかなり勇気を出して聞いてきたっぽい喋しやべり方だな。

　だが考えてみると、答えは決まってるといえば決まっている。

　強制ルートみたいなもんだ。

「……俺には今、ここの他ほかに住む家が無い。次の高校にも、ここから通学するしかない。鳳の復活後もお前が居鳳高に通うんなら、時々会うとかじゃなくて──ここに住んでろよ」

　そう答えた俺に、アリスベルは、ぱあああ。

　輝くような笑顔になった。

「静刃君は優やさしいですね。ではお言葉に甘えて、今しばらくお部屋をお借りします」

「ただし家賃は取るぞ。滞たい納のう分も含めて」

「もし静せい刃じ君も私も最初から普通の人間で、普通に出会っていたなら……」

　あっ、家賃の件を流しやがったぞ。

　だがあんまり言うと逆ギレされるからな。

　取り立てはまた後日、アリスベルの機嫌と金回りがよさそうな時にしよう。

「……普通の人間同士みたいに過ごせていたかもしれませんね。私たち」

「普通の人間同士？」

「ええ」

　アリスベルはビビとキリコがまだじゃれ合ってるのをチラッと確認してから、すっ。

　デッキチェアを真横に寄せて、座り直してきた。

　逃げるのもアレなので、並んで座って黙っていると……

「鳳おおとりが復活した後は、私も魔女として戦う日常からは卒業します。私の式しきは鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨのために最適化したものばかりですから」

「ある意味……お前も普通の人間になる、ってことか。鳳が復活した後は」

「はい。つまり普通の人間同士として、もう一度私たちは出会い直すんです。そして静刃君と２人でレストランに行ったり、遊園地に行ったり……普通の男女として……」

　アリスベルがウットリと語る、そのデートみたいなシミュレーションを──

　俺おれも、考えてしまう。

　アリスベルが俺の事を微み塵じんも好いてない事は知ってるが、それでも、こんなに可愛かわいい女子と２人でそうやって普通に過ごせたら──きっと、楽しいだろう。いい思い出になる。

　アリスベルを横目で見ると、向こうも俺の方を向いていて……

　俺は苦笑い気味に、アリスベルは幸せいっぱいといった感じで、笑顔を交わし合う。

　俺は異能を失い、アリスベルは戦う必要がなくなる。

　普通の高校生としての、日常。

　そんなこれからが、楽しみで。

　と、そこに、

「お兄ちゃん。これ、市いちヶが谷や女子中の水着……ど、どうかな……？」

「せーくん。私は自分で買ったのなんだけど、ど、どうかな？」

　背後からの声に「！」とアリスベルが[image: １８０]度スピンしつつ跳とび上がって、声の主ぬしから間合いを取るべくカンフーみたいな構えで大きく後方へジャンプし「前の２人ばかり警戒してましたが背後からとはゴポォッ」などと足を踏み外してプールに落ちた。何がしたかったの。

　で、そっちアリスベルは放って、遅れてやってきた２人──祈いのりと矢や子こさんを、見ると──

（す、すげえ……！）

　し、姉妹してすげえ。

　まず濃のう紺こんのスクール水着でプールサイドに立つ、祈いのり。とても中学生のカラダには見えない。身長はアリスベルやビビより低いのに、丸みを帯びた身体からだのあちこちはいい意味でふくよか。妖よう刕とうによれば90のＥと、胸なんか２人を制してるぞ。

「祈、今日は５ｍ泳ぐのを目標にするね。お兄ちゃん、泳ぐの教えてね？」

　と言う祈は実際あまり泳げないので、ビート板を持参している。

　そのビート板で顔の下半分を隠し、上うわ目め遣づかいで俺おれにお願いしてくる祈だが……

　こ、こんなカワイイ妹にプールで泳ぎを教えるとか。緊張しちまうな。

　通常、中学生ぐらいの妹というものは俺みたいな冴さえない兄貴と一緒にプールへ行くぐらいなら死を選ぶものだが、例外は存在する。中学生にもなってお兄ちゃんに泳ぎを教えてもらいたがる、可愛かわいくて甘えん坊の妹も実在するのだ。ソースは俺たち原はら田だ兄妹きようだいである。

　さらに。

「今日は若い子たちと一緒だし。お姉ちゃん、ちょっと頑張らなきゃ」

　むっちりしたもち肌はだを煌きらめかせる矢や子こさんは──

　水着姿で俺の前に出る事にちょっとドキドキしてるのか、左右の胸の上に手を置いている。まず置けるのが凄すごいね。これが普通の女性なら胸を前から押さえつけるような形になるのだが、Ｊカップの場合、手を真上から『置ける』のだ。

　そんな大技を登場と共にキメた矢子さんは、去年流行したフリル多めのビキニを着ている。

　そのワンテンポ遅れた、もさい感じが……逆に、いい。

　美人だけどちょっと流行に疎うといお姉さんが『まだこれ流は行やってるよね？』と去年のブームを引きずっているという、芸の細かい、行き届いたドジッ子っぷりだ。

　そんな矢子さんは、

「せーくん、お気に入りのアリスベルちゃんばっかり可愛がってたし」

　俺のおでこを指で押して、ぷう、とほっぺたを膨ふくらます。

「お、お気に入りって、俺は別にッ……」

　俺がちょっと慌あわてると、矢子さんは保母さんみたいにニッコリ微笑ほほえんで──

「ふふっ。慌てるせーくん、かわいい」

　出たぞ、俺に対する『かわいい』。

　さらに顔を至近距離からニコニコ見つめてくるから、俺は腕で自分の顔を隠す。

「どこが可愛いんだよっ、俺、男なのに」

「うふっ、そういうところ。私の弟くん、赤くなっちゃって……ああ……かわいい。嬉うれしい。私には弟がいるよ、幸せよぅ……」

　なんなのもう！　あんたの弟観、明らかに間違ってるよ！

　ネコにマタタビ状態となった矢子さんを祈も問題視したのか、

「お姉ちゃん、泳ぐ前に準備運動しなきゃだよ」

　と、プールサイドの向こうへと引っ張っていく。

　そしてまず祈いのりが、サッ。イヌの耳みたいに頭の上で両手を立て、

「ぽーちポチポチわーん！」

　と号令したところ、

「にゃーんこータマぁー♪」

　ノリのいい矢や子こさんは両手をネコのマネっぽく曲げ、くるっぽゆん。

　ビキニにギリギリ収めた胸を振るって、笑顔で祈の方を向いた。

　それに応じて祈はしゃがみ、にゃんにゃん、と矢子さんが宙を引っかく動作にぶつからない。

　こ、このものすごくマヌケな歌、そしてイヌとネコを模した動きは……！

（ポ……『ポチタマ体操』……ッ！）

　このあいだ、矢子さんが別館でやっていた体操だ。

「わんわんわわん」

「にゃーんにゃん」

　ていうか、ある種のアルゴリズム体操になってたんだなこれ。

　嚙かみついたり吠ほえたりのポーズをするイヌ役と、引っかいたりネコパンチしたりのポーズをするネコ役が、それぞれの行動をしゃがんだりスウェーしたりで避よけ合ってる。

　そして、ランランラン。腕組みスキップしてその場で回転し、イヌ役・ネコ役が交代して、一からやり直しとなる。

　それはマヌケながらも、かなりダイナミックな動きを伴う体操。

　水着姿の姉妹２人が目の前で躍動し、いろんなアングルから見える。

　特に姉。[image: １００]cmＪがポロリと飛び出すんじゃないかという期待、いや、危き惧ぐで目が離せない。

（ここは、撮影をッ……）

　キリコからキリコボールを強ごう奪だつしてこようと、俺おれが踏み出した時──

　ひらっ。

　プールサイドに、深しん紅くの薔ば薇らの花びらが舞った。

　花びらは瞬またたく間に数を増やし、その花はな霞がすみから現れたのは──

「ほほほほッ！　プールパーティーとは、粋いきな事をしてるじゃないの原はら田だ」

　うわ、呼んでないのに来た。

　瑠る姫きハニーリズだ。

　ギャグみたいな超ハイレグ水着の瑠姫は、真まっ赤かなペディキュアをした裸足はだしでモデル歩き。

　そして俺の前まで来て、ファサッ。黄こ金がね色いろの髪を手で払い、サングラスを外し……キメッ。

　カッコイイ美人顔で、俺を見てきたぞ。

「……」

　俺がノーリアクションでいると、割と精神的にタフらしい瑠姫は平然と、

「いい天気ね。日光浴にはもってこいだわ」

　貸すとも言ってないデッキチェアの方へ、モンローウォークで歩いていく。

　歩き方ぐらい統一しろよ。行動計画が雑なヤツだな。

「日光浴って。お前、ドラキュラっぽい名前の魔女の弟子だったくせに……」

「原はら田だ。私とお前は、勇者と魔女──２人で組む時は、近くてよ。魔王が迫っているわ」

　俺おれのツッコミを完スルーで意味不明な返しをしてきた瑠る姫きは、キシッ。

　ベッドにしたデッキチェアに横たわって、残念な人格のかわりに備わったと思われる完かん璧ぺきなプロポーションを見せつけてきた。

　この東北美人は、相変わらず──

　ちょっと現実感がないぐらい、完全無欠の美び貌ぼうを誇っているな。洋画の女優みたいだ。

「……フフッ、見とれているのね」

　図星を突かれて、俺はちょっと黙ってしまう。

「私の運命の勇者が年下のぼうやというのは意外だったけど、悪くはないものだわ」

「だから、勝手に俺をお前のコンビ呼ばわりするなよ」

「英雄色を好む。私は男に奔ほん放ぽうを許すわ。おいで。私がここでお前を可愛かわいがれば、皆集まってくるわよ？　娘たちを上う手まくリードして、みんなでイジメてあげる」

　パラソルを傾けて作った影の中から、ニヤリ、と笑う瑠姫は──

　何を考えてるのかは分からんが、ちょっと危険な目でこっちを見てる。

　ゾッとしねえな。やっぱり、魔女だぜ。

　俺が瑠姫を睨にらみ付けてやろうとした時、右の頰ほおを──ぐいっ！

「なぜジロジロと瑠姫を見てるんですか。そんなに年上がいいんですか」

　痛っ！　アリスベルにねじり上げられたッ！

　このパターン３度目ぐらいじゃないか俺。いいかげん学習しろよ俺。

　さらに左頰も、ぐいっ！

「静せい刃じ、あんた胸が大きけりゃ誰だれでもいいわけ？　バカなの？　ねえ、バカなの？」

　ビビにも頰をつねられて引っ張り上げられる。

　痛い痛い痛い！　ちぎれる！　左右共に！　こういうイジメ、いかがなものかと思うぞ！

　と言いたいのに声が言葉にならんっ。人間は頰を左右から引っ張られると喋しやべれないのだ。

　アリスベル＆ビビの冗談では済まされない握力に、つい妖よう刕とうを頼ってしまった俺は──

　キラッ、キラキラッ。

　──例の、女子の胸から飛び出す流れ星のようなエフェクトをまた目撃した。

　その光り方が……今回は少し違う。

　アリスベルの胸から出ていく光は、従来通りの１筋。

　だが、ビビから出る光は２筋になって、２方向へと飛んでいってる。

　何だろう。これは今までに見たことのない現象だ。

　相変わらず──意味は、分からないままだが。




　などと両手に（棘とげだらけの）花……

　という時間を過ごしているうちに、オヤツの時間となった。

　祈いのりが運んできたアイスティー、ジンジャエール、トロピカルジュースといったドリンクを、雰ふん囲い気き出しのためにカクテルグラスやサワーグラスに注ついで皆で飲んでいると……

　サービングカートを手押ししつつの矢や子こさんが、

「はーい、みなさーん。コールドストーンのアイスケーキですよー♪」

　見事なホールのアイスケーキを運んできてくれた。

　相変わらず気温は高いままなので、これにはみんな大歓声だ。

　しかし、メンツはアルパカを除くと──アリスベル、祈、ビビ、キリコ、矢子さん、瑠る姫き、そして俺おれ。７人。これは切り分けが難しく、大きいケーキを取り合う異能バトルが始まるかと思ったがそんな事はなかった。

　というのも、キリコが数学の才能を活いかしてキレイにナイフで７等分してくれたのだ。

　人間計算機は人間分度器でもあったんだな。

「暑いとアイスケーキが美う味まいなあ」

「小学生並の感想だな、静せい刃じよ」

　頭に乗ったアルパカ貘ばくにそんな事を言われつつ、俺はアイスケーキを食べながら……

　車座になってケーキを食べている、水着姿のみんなを改めて見回す。

　体育座りのアリスベル、キリコ。

　女の子座りの、祈と矢子さん。

　片かた膝ひざだけあぐらをかくようにして、反対の膝は立ててる、ちょっと行ぎよう儀ぎが悪いビビ。

　そのビビと似て非なる、片足を伸ばして片膝を立てたスタイリッシュな座り方の瑠姫。

（………）

　そんな６人の脚あし、じゃない、姿は……

　こうしてキャッキャウフフしてる分には、ただの女の子たちに見える。

　色とりどりのフルーツを載せたアイスケーキが似合う。カワイイもんだよ。

（これが──異能の恐ろしいところだよな）

　居鳳いのう高に集まってる俺たち以外にも、異能の人間は日本各地にいる。

　そして普通の人間と見分けがつかないのをいい事に、社会に紛まぎれているのだ。何食わぬ顔で。

　矢子さんから聞いた話によれば、日本には覚かく醒せいした異能──自分が異能だという自覚のある人間も、数千人単位でいるそうだ。

　そして国は現状、そのほとんどを管理できていない。野放しにしてる。

　だから、学校の教室で居眠りしてる子が、電車内でスマホをいじってる子が、それこそ市民プールでバタ足の練習をしてる子が実は異能で、独善的な正義の戦いを繰り広げたり、悪事を働いたり、別の異能との局地的な抗争をやってたりするかもしれないわけだ。

　ただ、あまり派手な事をやるとその動きは国の知るところとなり……

　貘ばくが言うには、国家公安委員会に所属する公務員が対応することになるそうだ。

　その対応の形は、様々。

　公的書類をいじって居鳳いのう高のような施設へ送るなんてのは穏おん便びん、かつ丁てい寧ねいな対応。緊急性の高い覚かく醒せい異能の所にはある時いきなり「やあ」と公安の異能が現れたりもする。

　そして……能力の弱い者は脅おどされて異能の使用を禁じられたり、それなりに力が使える者は異能としての生き方を教えられたり、デキるヤツは公こう僕ぼくとしてスカウトされたり──

　──更生不能そうな悪党は、交通事故に見せかけて殺されたりしているのだ。日々。

（俺おれも、きっと……）

　12歳の時に異能──妖よう刕とうを操った事を、国に知られたのだろう。

　だが俺は一度使った後は妖刕とも離れ、中学では事なかれ主義者になったため、異能としての危険度が低かった。

　だから、居鳳高に入れて様子を見る……という対応を受けたってワケだろう。

「エー、なによそれ」

「ホーッホホホッ！」

　──不機嫌そうなビビの声と瑠る姫きの高笑いで、俺は我に返る。

「これは事実。ビビや瑠姫の生写真は、居鳳高内で売れる。価格は瑠姫の方が高い」

「プロとして認められないわ。あんたの値付けがおかしいのよキリコっ」

　これは、どうも……

　キリコはビビや瑠姫の写真を、居鳳高の生徒にも売ってるみたいだな。

　しかし、うちは女子校も同然の学校。

（なんで女子が女子の写真なんか買うんだ？）

　うーん……呪のろいに使うとか、そういうのかな。

　きっとそうだろう。そうであってほしい。個人的には、むしろ。だからそう思おう。

　ていうかビビと瑠姫も価格に一いつ喜き一いち憂ゆうしてないで普通に怒れよな。

　盗撮されて、あまつさえ販売されてるんだから。写真。

「お前の写真なんか、市販されているじゃないの。ナントカっていうアイドルグループの他ほかのメンバーたちと、１束たば幾らで。ホホホ。安物は束にしないと買い手がつかないのだわ」

　調子に乗った瑠姫が、プールの汀みぎわで水に映る自分をウットリ眺ながめながらヒドい事を言い……

　ぶるぶるっ、と怒りに震ふるえてツインテールを逆立てたビビは、

[image: ]

「はいビーチバレー開始！」

　ぎゅおっ！　と足あし下もとに転がっていたビーチボールを瑠る姫きめがけて蹴けった。

　大だい豆ずみたいな形に歪ゆがむほど高速で飛んだボールは、グボォッ！

　ビーチボールが通常上げないタイプの鈍重な音を立て、瑠姫の頭部にヒット。

　瑠姫は、ばしゃんっ。

　白目をむき、完全にオチた顔でプールに落ちた。

「きゃあ」

「まあ」

　とユニゾンで両手を口に当てて驚おどろいた祈いのりと矢や子こさんが、プールサイドに落ちたボールを取りに行き……

「ビーチバレーって、蹴りアリだったっけ……？」

「あら、あらっ、あらあらっ。きゃっ！」

　矢子さんは普通にフチを歩いただけで、片足を踏み外してプールに落ちてる。そして落ちる際、祈に摑つかまろうとして見事に道連れにしていった。

　沈んだ矢子さんと、慌あわてて犬かきをする祈──を見て、ビビはケタケタ笑ってる。

　すると、ぬぬぬ……

　水面下から、祈を肩車しつつ矢子さんが浮かんできた。

　顔２つ、腕４本の巨人になった祈・矢子姉妹は、まず矢子さんがプールサイドからボールを拾い上げて上の祈いのりに渡し、それを大きく振りかぶった祈は、

「たぁー！」

　報復のビーチボールを投げつける。

　しかし投げ方が何かおかしい＆祈は投げる瞬しゆん間かんに目をつむるので、ボールはあらぬ方へ飛び──ビシッ。

　アリスベルの顔面に当たった。

「……ちゃんとビビを狙ねらいなさい！」

　誤射を喰くらったアリスベルはボールをサイドスローで祈へ戻す。

　祈が取り損ねたボールはキリコの顔面にぶつかり、キリコは「ダメージの公平化」となぜか俺おれにぶつけてきて、ああ、もう……

　とにかくボールを拾っては誰だれかにぶつけるという、今日きよう日び、幼稚園児でも『くだらない』と切って捨てそうなゲームが始まってしまった。

　でも案外、あまりにもくだらない遊びは逆に面白かったりもするもので……みんな笑顔で、息を切らしてボールを追い回してる。

　わーーーい！

　って感じだよ。みんなして。高校生にもなって。俺もだけど。

　ていうかさっき沈んだ瑠る姫きはまだ浮かんできてないんだが、それはいいのかな。まあいいか。

　……で、アリスベルとビビが転がるボールを追い、同時に飛びかかった時──

　ハプニングが起こった。

　アリスベルがボールを拾った際、その背中に覆おおい被かぶさったビビが、ボールと間違えてアリスベルの両胸を思いっきり背後から摑つかんでしまったのだ。

「──ビビ！　なっなっ何をするのですかあなたという人は！」

「い、いや、わざとじゃないのよっ……！」

　ビビが慌あわてて退どけた手に引っかかって、はらり。

「──！」

　アっ……リスベルの水着が……取れた！　取れちゃったよ！

　さすがにこれはビビも故意ではなかったようだが、アリスベルは完全に上半身ハダカ。

　俺の角度からだと前面が見えないが、真っ正面にいた祈は両手で自らの顔を覆ってるぞ。

　バッ！　と腕で胸を隠したアリスベルは「キィー！」と甲かん高だかい声を上げてビビのブラを──

　バシュッ！　むしり取った！

　するとビビは胸を隠そうともせず、ずん、ずん。

　ボケーっと様子を見ていたキリコの方へ大おお股またで歩き、

「スク水だからって安心してんじゃないわよっ！」

　完全に八つ当たりで、ずるりっ！

　肩ヒモを摑つかんで、臍へそぐらいまで白いスクール水着をズリ下ろした。

「──！」

　その瞬しゆん間かん、俺おれの顔面に白いモコモコした物体がへばりついてきた。これは貘ばくの腹だッ！

「みっ、見えないッ……！　どけ貘ッ！」

　つい本音を出してしまいつつ俺は貘を引っぺがそうとするが、

「今はまだ見るな静せい刃じッ、あれは後々戦略的に見るべきものなのだ！」

　貘は貘で、俺の目を意地でも塞ふさぎやがる。

　きゃーきゃー！

　という祈いのりや矢や子こさん、さらに生きていたらしい瑠る姫きの声も聞こえてきた。

　だが、ああ……見えない。何も。

　俺はプールサイドに膝ひざをつく。

　あとは──キリコボールが今も作動してくれてる事を祈るのみだ。
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　──別れは、あたしなりに済ませたつもりよ。

　あたし、湿っぽいのって嫌いなのよね。賑にぎやかにバカ騒ぎするのが好きなの。

　だからあのプールパーティーは、ちょうどよかった。

（バイバイ、みんな）

　そして……今。

　祐ゆう天てん寺じにある宝ほう城じよう家の別邸に、あたしはやってきた。

　曇くもってるけど、今日もまた暑い日になったわね。

　カットジーンズにシャツ一枚で歩いても、汗ばむぐらいの陽気だったわ。

　門を乗り越えて、白昼堂々ドロボーみたいに庭に入ると──

「ビ、ビビさん……!?」

「そちらに行かないで下さいっ」

　小こ早ばや川かわ姉妹。昔からルリに仕えてる、双子のメイド。あんたらも少し歳とし取ったわね。

　──鵺ぬゑは２年前、宝城家の人々の記憶からあたしという存在を消したと嘯うそぶいた。

　おかげで、あたしは宝城家から追い回されることはなかったけど……今はもう、彼女たちもルリも、あたしの事を思い出している。

　魔術で人間の記憶を封じるのは、実は難しい事なのだ。

　それは記憶を収めた壺つぼに、ひび割れたフタをするような行為。何かきっかけがあれば、あるいは月日が経たてばフタは壊れて、自然に思い出してしまう。今だから分かるけど、あのとき鵺が彼女たちに掛けた記憶封じの式しきはその場凌しのぎのものだったし。

「……」

　２人を無視して、あたしは物置みたいな離れに向かう。

　そこにルリが監禁されてる事を知ってるからだ。

　そして、隠し持ってきたナタで鍵かぎをぶちこわす。

　その音に、きゃあ！　と小こ早ばや川かわ姉妹が悲鳴を上げてる。大げさねえ。

　がらっ、と勢いよく扉を開き、中に踏み込むと──

（暗いわね……）

　ほとんど、真っ暗だわ。

　一歩、二歩、手探りで中を進んでいくと……

「ウワァアァァアアァ！」

　嗄しわがれた声が真横から聞こえてきて、腕に鋭い痛みが走る。

　この痛みッ……刃物っ？

　ううん、嚙かまれたんだわ。

「あーもう！」

　あたしはナタを振るって、手近な窓を鎧よろい戸どごと破壊する。

　差し込んできた弱い光に、「うっ……！」と顔を顰しかめたのは──

　──変わり果てた、ルリ。

　猛もう獣じゆうのような形相であたしの右腕に食らいついてる、かつてのあたしの親友だった。

　ルリは嚙み痕あとだらけのワンピースを着て、あちこちに自分の血けつ痕こんがある床に立っている。

「ル、ルリお嬢様。この女性は……ビビさんですよ」

「覚えていらっしゃいますか、六ろつ本ぽん木ぎから失しつ踪そうされた、昔のお友達の……ビビさんですよ」

　オロオロ慌あわてる双子の言葉に、嚙みつくのをやめたルリは──

「ちがう！　これはビビじゃない！　これはビビじゃない！　ビビはどこ!?　ビビを、ビビをかえしてよォ！　返せよぉおおおおォ！」

　あたしを見上げて、泣きながら絶叫してくる。

　ルリ……あんたには分かるのね。あたしが、もう昔のあたしじゃない事が。

　少女ではなく、魔法少女に──そして、魔少女になってしまった、あたしの事が。

　──一言で言えば、ルリは発狂している。

　バスタブにあたしを沈めてから雪の日に自殺を命じるまで、自分がやった全すべての虐ぎやく待たいを毎晩夢に見るせいだ。溺でき水すい、感電、飢き餓が、殴おう打だ……今度は全て、自分がやられる側になった夢を。

　人間は寝ないワケにはいかないから、ルリは眠る度たびにそれを体験する。

　これは精神医学より、魔学で説明した方が早い。

　ある種の、呪い──なのだ。

　あたしが魔法少女となった晩、鵺ぬゑが、ルリにかけた呪のろい。

　あたしはこれを不公平だとは思わない。あんたがあたしにやった事が、返っただけ。

　でも、このままでいいとも思わない。

　あたしも、あんたも、不幸になった。それがこの歴史の帰結。

　その不幸を２つとも消したい。無かったことにしたい。歴史を書き換えてでも。

　──それが、あたしの願い。

　だってあたしは、あんたが好きだから。今でも、ほら。こうして抱だき留めると涙が出てくるほど、あんたの事が大好きだから。親友だって、今でも思ってるから。

「……おねえさん……嚙かんで、ごめんね」

　ガチガチと歯を鳴らしながら、ルリがあたしの腕の中から怯おびえた声を出す。

　おねえさん、という呼び方にちょっとズキッと来たけど……

　いいのよルリ。あんたの歯形、嬉うれしいわ。最後の旅に、一緒に行けるみたいで。

　あたしはルリを連れて、一歩ずつ、ゆっくり、離れの小さな建物を出ていく。

　ルリは目をうんと細めて、あたしの腕にしがみつきながら──

　きっと数ヶ月ぶりの、空を見た。

　空は雲に覆おおわれていて、湿った風が吹いている。

「おねえさん。ビビはいつ帰ってくるの？　私、会いたい。会いたいよ……」

　心が子供のようになってしまったルリには今、逆に、物事の本質が見えている。ごまかしは利きかない。

　だからあたしも……向かい風の中で、真実を答えることにした。

「もうすぐよ」

　──と。




『──ビビ？』

　電話越しの、アリスベルの声。

　この声を聞くのも、これで最後かもしれないのね。この時ル間ー軸ト上では。

「アリスベル。もし、あたしが最後のフェニックスの欠片カラツトを見つけたらさ」

『……？』

「もしあたしがそれを取って来られたら、願いをもう１つ叶かなえさせて。まだ１つぐらい、余裕あるんでしょ」

　それにアリスベルが何か言おうとするのを、あたしはちょっとズルい単語で遮さえぎる。

「──静せい刃じのこと、よろしく頼むわよ」

　恋愛事には自分から身を引く、か。

　それは言い訳ね。あたしみたいな臆おく病びよう者ものの。

　さよならとは言わず、あたしは携帯を切った。電源も落とす。

　だって、さよならじゃないから。

　次の時間軸、ゲームで言うところの２周目・別ルートでも、あたしはあんたたちと同じ時を生きるから。

　鳳凰フエニツクス戦役・ゲームの終盤で、あたしは決断を迫られた。

　過去を変えて今を壊すか。

　今を大切に生き、過去を忘れるか。

　あたしが出した結論は──そのどちらでもない。

　過去も直して、現い在まも守る。どっちも取る。そういう道だった。

　そのためには、フェニックスが叶かなえるという願いが２つ必要になる。

　１つ目で、『過去を書き換える』。その願いは変わらない。

　でも、この願いが叶えば、あたしが関与した現在が変わってしまう。

　アリスベルや静せい刃じが死んだり、キリコと瑠る姫きが殺し合ったりするかもしれない。

　──それを、阻そ止しする。

　そのために、２つ目の願いを使うのよ。

　２つ目の願いは、『過去のあたしを魔法少女に変える』事。

　あたしは魔法少女として、新しい歴史の中でもフェニックス・ゲームに参戦する。

　そこであたしの願いになるのは、ルリを魔法少女に変える事。あたしがなれば、ルリも絶対なりたがるからね。

　そして新しい歴史でもあたしはアリスベルたちと組んで戦って、最後にみんなの願いが叶う。

　その後は、あたしとルリは魔法少女ペアとして生きる。

　あたしたちの物語が、２周目は今以上の、夢みたいなハッピーエンドになるんだわ。

　もちろん……色んな前提が抜け落ちた、稚ち拙せつな筋書きだって事は自分でも分かってる。必ずしも、そうはならないだろうって事も。

　でも、あたしは挑む。その夢みたいなハッピーエンドを迎えてみせる。

　だって、あたしは……あたしだって、魔法少女の端はしくれだから。

　魔法少女は、夢を叶える存在なんだから。




　その昼過ぎ、あたしは居鳳いのう町ちようの繁はん華か街がいにあるクラブ・エステーラで時を過ごした。

　エステーラは首都圏に何店てん舗ぽかチェーン展開してる、ちょっと高いけど雰ふん囲い気きのいい店。

　その一番大きな、ステージ付きのルームを貸し切りにして──

　鵺ぬゑを、呼び出したのだ。

「Ahああ...Jealousy嫉妬心, I wannaあの娘を put her downねじ伏せたい...」

　魔法少女に変身した姿で嫉しつ妬との歌を歌い続けるのが、鵺を呼ぶ合図。

　マイクに呟つぶやくようなその３曲目で……気がつく。

　いる。

　窓から差し込む夕日を避けるような、ラブソファーの上に。

「──半分は貘ばくに取られたけど、ミニパフェもいいもんなんだじょ」

　あたしと同じようなヒラヒラの衣装を着た、鵺ぬゑがいる。室内に、いつの間にか。

　ランドセル形の怨オン函カンを背に、手にしたパフェグラスからブラウニーを取って食べている。
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　あれは、あたしの感情。

　たぶん昨日のプールで、アリスベルに感じた妬ねたみ嫉そねみだわ。

「貘もあんたと同じ『心喰らいハート・イーター』だったの？　まぁ、ちょっとはそうじゃないかなって思ってたけどね。あいつは何を食べるのよ」

　あたしは話を振りながら、マイクを持ったままソファーに掛ける。

「そんなの、お前の与あずかり知るところじゃないんだじょ」

　鵺はその幼児体型に似つかわしくない扇情的な動作であたしの膝ひざに座り、甘えるように腕を首に回してきた。

（……鵺には、『時間の跳ちよう躍やく』が出来る）

　それがこの間、ゲーセンで聞かされた話。

　つまり、過去の改竄は鵺にも出来るということだ。

　それはフェニックスのように歴史そのものが２周目の別ルートをやり直す大掛かりな形ではなく、特定の日時に跳躍してそこに人じん為い的な影えい響きようを与える手法。

　しかも、鵺ぬゑさえ健在ならリトライが利きく。

　改かい竄ざんの成果が芳かんばしくなければ、何度でもやり直せるというのだ。

　その行為によるタイムパラドックスも起きない、という説明もあった。『時間』とは、ＳＦ作家が聞いたらビックリするような、だけど感覚的には納なつ得とくのいく構造をしているものなのだ。鵺の話によれば、だけど。

　鵺はそれらの事を、今までずっとあたしに隠してきた。

　フェニックスの欠片カラツトを集める、その面倒で危険な戦いをあたしにやらせるために。

「ビビ、いよいよだじょ。鵺ともあろうものがドキドキしてきたじょ。行ってこい。63欠片、盗とってこい。そしたら鵺が、お前を過去へ送ってやるんだじょ。くししっ」

　アリスベルたちから欠片を盗む。

　それはきっと簡単なことだろう。

　お人好よしのアイツらはあたしを信用してて、隙すきだらけだ。

　その隙を埋めていた抜け目のない貘ばくも、今は無力なヌイグルミ。

　あたしが盗んだ欠片を鵺に渡し、鵺は自分の願いを８つフェニックスに叶かなえさせる。

　その後、あたしは鵺の力を借りて過去の改竄に取りかかる。

　それで、おしまい。叶え手が代わるだけで、あたしの願いは叶う。

（……でも）

　でもね。

　この話には、問題があるのよ。致命的な問題が。

　──鵺は、信用できない。

　コイツは今までずっと、あたしを騙だましてきた。今だってあたしに魅了チヤームの式しきを掛けようとするそぶりがあったわ。あたしに気づかれて、引っ込めたけど。

　鵺はフェニックスを使って自分の願いを叶えたら、姿を消すかもしれない。

　それどころか、用済みになったあたしを殺すかもしれない。

　だから……

　あたしは、コイツを裏切る。

　あたしが頼るべきものは、鵺よりもっと大きなもの。公平なもの。神様みたいな存在──

　──フェニックスよ。それ以外にないわ。

「鵺、あたしもよ。あたしもドキドキしてる」

　あたしは鵺に囁ささやき、自分も興奮している演技でその幼い体を抱だき寄せる。

　一応、あたしはプロだからね。演技は得意よ。

　くすぐったそうに笑う鵺の素す肌はだに、フリルを搔かき分けたあたしの指が触れる。

　不自然なまでにきめ細やかな、本当に子どもみたいな肌だ。

　花の刺し繡しゆうのブラをした、小さな胸。華きや奢しやな背筋。両手で摑つかめてしまえそうに細いウエスト。

　鵺ぬゑを撫なでていくあたしの指が下りていき──

「ねえ鵺、最後の仕事をする前に……」

　──触れる。

　鵺の臍へそに飾られたピアス、欠片カラツトに。

（あと一言、次のセリフを言ってしまえば……）

　言ってしまえば、引き返せなくなる。

　でも、決めたから。

　こっちの道を行くって、決めたから。だから。

「……確かめたいわ。これ、本物なの？」

　──子どもの顔をした鵺の表情が、一いつ瞬しゆん、固まった。

　そして、にやぁー。

　笑った。思いっきり、あたしを見下すような目で。

「……お前に、確かめる権利があると思うかや？」

「外してあたしに見せるのは、怖い？」

　あたしは鵺の頰ほおに唇くちびるを寄せて、挑発する。

「びょ、びょ、びょ」

　鵺は……あたしの目を、眼帯のない方の目で覗のぞきこんでくる。

　瞳どう孔こう・虹こう彩さいが何重もの輪みたいに見える緋ひ色いろの瞳ひとみが、至近距離からあたしを見つめている。

　そして鵺は自らピンクのブラウスをたくし上げ、ズロースを少し下げて、

「そうかい、そうかい」

　ひとつ。ふたつ。臍のピアスを、外した。

　そして、ちゃぽん、ちゃぽん。サイドテーブルにあったカクテルグラス──ノンアルコールカクテルのシンデレラに、欠片を沈めている。フェニックスの欠片と、碧あおい欠片も一緒に。

　予想以上の展開だわ。

「魔法少女の始し祖そたるこの鵺に、たかが１匹の魔法少女が勝てると思ったかや？　んー？」

　鵺はもう、理解してる。

　あたしが鵺に反逆するつもりだってことを。

　それでも欠片を手放したって事は、絶対の自信があるって事なのね。

　あたしがそれを取っても、取り返せる自信が。

「──鵺。あんた分かっちゃいないわね。魔法少女ってものの、２つのお約束を」

「おやくそく？」

「１つ。魔法少女は、悪者の味方はしない。２つ。絶対に──負けない」

　鵺はきっと、あたしに最後のチャンスを与えたんだ。その欠片に触れず、アリスベルたちのところへ欠片を盗みに向かう、最後のチャンスを。

　……バカに……しやがって！

「貘ばくに聞いたけど。あんたは実際、魔法少女の先駆者なのよね。昭和の戦後すぐからそういう姿で暮らし始めて、アニメのモデルになった。あたしはそれに憧あこがれてマネしてる、平成生まれの女の子。でもロリババァのあんたなら知ってるでしょ、この諺ことわざ──」

　今日、決めるわよ。

「──青は藍あいより出いでて、藍より青し」

　最新の魔法少女と、伝説の魔法少女。

　どっちが、強いか。

　あたしは鵺ぬゑをソファーに残して立ち上がると、カクテルグラスを手に取る。

　そして赤と青の欠片カラツトごと、シンデレラを口に流し込んだ。

　鵺に向けて、アカンベーするように舌を出してやる。

　その舌の上で、赤と青の欠片が煌きらめく。

　これが、あたしなりの宣戦布告よ。鵺。

　カッ、と眦まなじりを吊つり上げた鵺が、

「思い上がるな下げ女じよ風ふ情ぜいィ！　従じゆ一位、灼しやつ肌き緋ひ毛もうの鵺ぬゑ七しつ宝ぽう浮ふ図ず乃の塔との御ご前ぜんであるぞッ！」

　怒声を上げると、ビリビリビリッ！　と部屋中のガラスが振動した。

　パンッ！　パリッ！　と、棚たなのブランデーグラスが割れていく。

　ゆらり、とソファーから立ち上がった鵺は、

「貴様ら人間如ごとき、畢ひつ生せい因果を解さぬ麁そ陋ろうの獣じゆう畜ちくが、御お鳳とり様さまを弄もてあそぶかッ……！」

　おーこわッ、キバ剝むいちゃって。本性を現してきたわね。

　だけどこの、怒りに加えてどこか楽しそうな笑み。

　人間というより、鬼に近い生き物って感じだわ。

「負けフラグよ、鵺。そういう脅おどし文句」

　あたしは一歩、二歩、後ずさりながら──

　自分の周囲から、電気を奪うばい始める。

　フッ、フッフッ、と、テレビモニターが、室内のＬＥＤが、スポットライトが、消えていく。

「あたしはこの２年間、戦って、戦って、戦ってきた。人を働かせて自分は寝てたあんたとは勝負勘かんが違うわ」

　暗くなった室内で、代わりに、あたしの体が輝き始める。

　あたしはスカートから取り出したフリントロック・サーベルを──すぐ、グレイブに変える。

　それをバトンのように扱いながら、シャンッ、ともう１本のサーベルを着剣した。

　フリントロック・グレイブは二枚刃の、巨大なコンセントのような形になる。

　──雷電双槍ツインブリツツ。

　これがこの武器の、最終形態だ。

　そしてこれを使いこなせるのは──

「それと……もう一つ教えてあげる、昭和の魔法少女マツキーナちゃん！」

　バッ──！

　と、あたしの衣装がもう一段広がって、ドレスのようになっていく。翼つばさみたいなレース布が背に広がっていく。シューズやグローブの装飾も増えて、ツインテールを結うリボンも煌きらめくティアラに変わる。

　これは静せい刃じ戦以降できるようになった、不安定だけど攻撃力が倍増するモード。

　ビビ・オーバードライブってとこね。

「現代の魔法少女は──二段変身するのよ！」







【　Episode 10　鳳凰復活リザレクシヨン　】




「──鵺ぬゑぇッッ！」

　マイクのケーブルを伝導させて、貯ため込んだ高圧電流を鵺の足あし下もとに流し込む。

　雷電双槍ツインブリツツをラクロスみたいに振るい、二枚刃のスキマから電離円刃プラズマデイスクを投げつける。

　あたしを中心に放電の嵐アークストームが吹き荒れ、室内のあらゆる金属から火花が飛び散る。

　あたしはその３つの攻撃を同時に叩たたき込んだ。

　どれもこれも大技。魔力の消費は激しいけど、ケチケチ戦って勝てる相手じゃないからね。

（後は──逃げるわよ！）

　あたしは体の周囲に非常口マークを飛ばして、短距離イマジナリ絶界橋・ジヤンプ──絶ぜつ界かいのトンネルを使った、ワープみたいな術で屋外に飛び出す。

　小規模とはいえ絶界を連続して張る技だから、これも魔力の消しよう耗もうが激しい。

　もう頭がクラクラする。

　二段変身オーバードライブも解けて、素すの魔法少女モードしか保てない。

　でも、魔力を一気に使った甲か斐いはあったわ。

　さっき、ハッキリ見えたもの。

　象でも殺せる最初の感電で足止めされた鵺ぬゑは、続く２連撃をモロに食らってた。

　即死させれたかもしれない。死んでなくても、しばらく身動きが取れないハズだ。

　送電線を蹴けって、あたしは静せい刃じたちの方へ飛ぼうとし──

　──電線の上で、急ブレーキを掛けざるを得ない。

「逃げていい許可は出してないじょ、家か畜ちく」

　前方に……鵺。

　ピンクの日ひ傘がさをクルクル回しながら、マンションのバルコニーに腰掛けてる。

　傷一つ、汚れ一つない状態で。

「追っていい許可もあげてないけど？　ストーキングは犯罪よ。鵺」

　どうしよう。

「ドロボーも犯罪だじょ」

「どの口で言うのよ、あたしに欠片カラツトパクってこいとか命令しといてさ」

　どうしよう。

　もう、あたしには戦う力が残ってない。

「よし、よし。殺しちゃおう」

　独りで頷うなずいて、鵺は……にやぁ、と笑った。

　そして右手を突き出し、『きつね』の影絵をやるような形にすると──

「──！」

　光ったと思うと同時に、額に当てられた。

　まっすぐ飛んできた、光る矢のようなこれは──励れい起きさせたイオン粒子の束。キリコが使う重イオン・バリスタと原理的には同じもの。だけど、圧倒的に速くて、重いッ……！

　意識が途切れて、すぐ、落下の衝しよう撃げきで戻った。

　あたしは糸の切れた凧たこみたいにクルクル回って、頭から地上に落ちたんだ。

（うッ……ううっ……！）

　目が見えない。

　眼球が飛び出してないか、震ふるえる手で触って確認する。

　大だい丈じよう夫ぶ。ファンが悲しむような事にはなってないわ。

「──うあっ！」

　イオンの矢が、倒れたあたしめがけてぶつけられた。何発も、何発も。

　続けて、アスファルトの地面が砂のようになって崩れたのが分かる。

　落ちている。何メートルも。

　これは、あたしを逃さないための──絶ぜつ界かいだわ。鵺が展開したのね。




　仰あお向むけに落っこちた先は、何だか分からないデコボコしたものが積み上げられた場所だった。

　手探りで確かめて、それが手や足だと分かってゾッとした……けど、死体じゃない事はすぐ分かった。手触りも大きさも不自然。これは……

（人形だわ）

　等身大からフィギュアサイズまで、大小の人形がいっぱいいる中に、あたしもいるんだ。

　どれもこれもあたしみたいな、フリフリの衣装を着てる。

「鵺ぬゑはなぁ、ビビ」

　と言う鵺の声を頼りに、あたしは身をよじって起き上がろうとする。

　熱いものが……あたしの顔面や、腰回りでヌルヌルと流れてる。まるで袋が破けたみたいに、止まらない。全部、血だ。あたしの。

　自分がどんな様子なのか、考えたくもないわ。いま目が見えないのは不幸中の幸いかもね。

「お前がアリスベルや静せい刃じに近づいても、しばらく放ほう牧ぼくしといたんだじょ。アイツらがお前とつるむ流れになってからは、お前がアイツらを裏切る時を楽しみにしてたんだじょ。じゅる」

　ヨダレを垂らすような音に続けて──

　がちゃ、がちゃ。

　近づいてくる。人形を踏みならす、足音が。

「家か畜ちくは太らせてから食べるものなんだじょ。タップリ太った友情を、いい所で裏切らせる。裏切り者を恨うらむ人間たちの感情は、それはそれは美お味いしいパッフェ～になるんだじょ。あぁ……考えるだけで、口の中が気持ちよくなるじょ」

　四つんばいのあたしの前に立ったらしい、鵺の声は──

　どこか、純粋な響ひびきを持っていた。

　鵺には、悪事に対する迷いがない。根っこのところで、善悪の概がい念ねんがないのだ。

　一言で言えば、純粋な、自己中。

「その絶品を床にぶちまけるようなマネを、よくもしてくれたなァ!?」

　──バスバスバスッッッッ──!!

　まるでサンドバッグを殴おう打だするように、さっきの攻撃があたしの背に襲おそいかかった。

　魔法少女のコスが破けて、護まもっても護っても背中の素す肌はだが灼やかれるのが分かる。

　猛もう攻こうが小休止した時、何も反撃できなかったあたしは……

「……言っとくけど……あたし、傷つく事には慣れてるから」

　うつぶせに倒れたまま、たぶん真上を浮遊している鵺に強がる。

「お前、ドＭだじょ」

「分かるわ、鵺。あんたのこの技、力は籠こもってるけど、精度が落ちてる。フフッ。マジギレしてんの？　こんな、あんたの10分の１も生きてない小娘に」

　やっぱり、鵺は強かった。そりゃそうよね、貘ばくより強いヤツなんだもの。

　でも、だから、鵺はあたしに勝ったと思う事を疑わないハズ。

　その後に反撃されるなんて、考えもしないハズ。

　だから……この手で不意打ちする。チャンスは、１度きり……！

「鵺ぬゑ。破壊するわよ」

　あたしは伏せたまま、真上を浮遊する鵺に語りかける。

「何をだじょ？」

「最後のフェニックスの欠片カラツトを、壊すって言ってんのよ。あたし、イザって時のために破壊の式しきを編み出したの。こないだね」

「……ハッタリだじょ。欠片は、どんな熱や衝しよう撃げきにも壊される事はないじょ」

「そんな物質は異能にも造り出せないわ。破壊できるのよ、これは」

　そこで──鵺が、少し黙った。

　ノって来たわね、この話に。

「最初から、破壊を盾たてにすればよかったじょ。お前はバカだじょ」

　会話を続けるフリをして、あたしの上で……鵺は用意し始めた。超高密度の、励れい起きイオンの熱爆弾を。集中すれば、その気配を感じられるわ。

　きっと、狙ねらいは──あたしの、頭。

　あたしが口に含んだ欠片以外を、焼き尽くすつもりなのね。

「あたしだってこんな便利な物、壊したくはなかったのよ」

　鵺は、答えない。

　きっと……あまりに大きな攻撃の余波で自分が傷つかないようにするために、距離を取ったんだわ。それがバレないように、黙ってるのね。

　目は……ほんの少し、ボンヤリと見えてきた。

「鵺。あんた、あたしのコスを破いたわね？　この……」

　あたしの声と共に──上空から──落ちて、くる。落ちてくる。

　超高密度の熱爆弾が。大きさは、ハンドボール大。

「……エロガッパ……！」

　それに対して、あたしは寝返りを打った。

　反撃のためにあたしがやった事は、それだけ。

　ただし、こっそり位相幾何展開マテリアライズした反射鏡ラケツトを抱だっこした状態で。

「うっ……びょおッ！」

　うわ、初めて聞いたわ。鵺がマジビビリする声とか。

　そう、これはアリスベルとの空中戦でも使った鏡。実弾兵器だと拳けん銃じゆう弾だんでも割れちゃうけど、魔術の弾なら大体何でも跳はね返せる鏡なのよッ……！

　──バッ──！

　ただし、ゲームみたいにこっちがノーダメージってワケにもいかない。

　反射鏡ラケツトの反射率は[image: １００]％じゃない。極ごく僅わずか、そのダメージを被こうむる構造のものなのだ。

　その僅かな割合でも、熱を喰くらった鏡の周辺がどんどん溶け始めているのが分かる。

　割れたら、アウトだ。

（持って……お願い……！）

　あたしの指先を焼きながら、それでも反射鏡は……

　──弾はじき返した。鵺ぬゑの熱爆弾を、鵺へ。

　辺りを真っ白に灼やく閃せん光こうが、上空から広がってくる。

　命中したのだ。鵺に。

（……！）

　気がつくと……

　あたしは、血まみれで道に倒れていた。

　解けたんだ。絶ぜつ界かいが。

　あたしを捕らえた絶界を、鵺が自ら解くハズは無いわ。

　つまり、鵺は絶界を保てなくなった。

　今度こそ、殺したか、重傷を負わせたんだ。

「あは……」

　あたしは、無力じゃなかった。

　でも、ダメージをもらいすぎたわね。１撃１撃が桁けた違ちがいに重かったし。あーもう。鵺ったら、なんてパワーしてんのよ。今までのどんな敵も、あれに比べたらお遊ゆう戯ぎだったわね。

　もう──あたしは、もたない。

　これは治せない。どんな異能の力を使っても。ここまで壊されちゃったら。

　中身が、ぐちゃぐちゃだよ。あたしの知る限りの応急処置の式しきを自分に使ってるけど、歩くのが精いっぱい。それもあと10分ってとこかな。

（──ルリ、ごめんね）

　あたしは賭かけた。勝てる確率の少ない戦いに、自分の命を。

　そして運が足りず、賭けに勝てなかった。

　ルリとの幸せな過去。アリスベルたちとの楽しい現在。どっちもを守るという──願いは、もう叶かなわない。欠片カラツトは揃そろったけど、あたしの命がもう、もたないから。

　悔くやしい。悔しいよ。

　でも、後こう悔かいはしていない。後悔というのとは違う。

　だって、あたしは最後の最後で、正しくあることができたから。

　正義の味方、魔法少女として、まっすぐ悪と戦う事ができたから。

　今日のあたしは、ルリに嫌われるようなあたしじゃなかったハズよ。だから後悔は無いわ。

　あとは……この欠片を、あげにいかなきゃ。

　アリスベルに、静せい刃じに、キリコに。だって、

「魔法少女は……みんなの、夢と希望を、叶かなえる……！」

　そう、たとえ自分を犠ぎ牲せいにしてでも。そういうアニメもあった。

　まあ、こんなにボロボロでキタナイ死に方するアニメはそう無かったけどね。
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　旧校舎の地下、ヒミツの浴場のパウダールームで──

「遮蔽泉クリームって何か、保湿成分あると思いません？」

　浴よく槽そうに入ったまま言う八や九く藻もちゃんを、鏡越しに眺ながめる。

　私がトーションレースのハーフカップ・ブラをしながら、

「実際、ヘタなモイスチャークリームより湿しつ潤じゆん性せいがあるのよ。１週間は効果も続くし」

　なんて教えてあげたら、ざぶん。

　八九藻ちゃん、ちょっと潜もぐるみたいにして顔も湯船につけて……上げた頭を、びびびびび。

　動物みたいに振って、髪から水気を飛ばしてる。

（あらあら……かっわいー……！）

　うーん。あの自然に出る、萌もえる仕草。

　最近、八九藻ちゃんの人気が職員室で上昇中なのも納なつ得とくだわ。

　性格はサバサバしてるし、女の子なのにイケメン（？）だし。

　うちは教員も全員女子だから、こういうキリッとした顔つきの子はモテるのよねぇ。

　本人は、自分がまさかモテてるだなんて気づいてないだろうけど。

（静刃君は攻略に時間がかかりそうだし、この子でヒマつぶししようかなあ）

　とか、副担任へのパワハラも兼ねたセクハラの手順なんかを考えてたら……

「……？」

　何かしら。これ。

　五感で追えるものではないけれど、私は本能的に口を噤つぐみ、耳を澄まし、目を見張った。

　──感じる。

　揺れている。大気中の星幽気アストラル、空霊ウイタム、魔丹塵マナダスト……魔を司つかさどるあらゆる微細なものが、微かすかに。

　これ自体は大した問題じゃない。震度１の地震のように、よくあること。

　でも、揺れ方がおかしかった。

　とても強い、深刻な力が開放される前の予震のような揺れ方だった。

　そして……とても近かった。横よこ須す賀か市内。ううん、居鳳いのう町ちよう内だわ。きっと。

　超常的で大規模な、何かが起きようとしている。とても近くで。

　その微かな、魔の揺らぎを──

「……」

　八や九く藻もちゃんは、私より一いつ瞬しゆん早く感じ取ったらしい。そして第六感を研ぎ澄まそうとするかのように、その赤しやく銅どう色いろの髪の間からキツネ耳を立ち上げた。

　私の前でずっと髪の毛のように偽ぎ装そうしていたそれを丸見せにするどころか──

　湯水を跳はねさせつつ、八九藻ちゃんはオシリの上からシッポも現した。

「コイツは……アカンですよ、ヤバい……」

　感じ取ろうとしている。八九藻ちゃんも。この、何かを。

　人間ではない妖あやかしのその目つきに……私の中でも、緊張感が高まっていく。

　──何なの、この揺らぎは……！
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　日曜の昼過ぎ……

「静せい刃じ、装備は双剣にしろ。実際の戦闘に近い装備でやった方がためになる」

　リビングでゴロゴロしてたらＤＳを２台背負ったアルパカ貘ばくが湧わいて、俺おれはそれからずっとモンハンの協力プレイを強しいられている。

　このゲーム、遊びでやってる分にはいいんだが……

　俺の場合、これが実戦時に視みえる表示ガイドに近いから気が抜けない。

　要は戦闘シミュレーターみたいなものだ。遊びきれなくて、ストレス溜たまるぜ。

「ところで……ちょっと気になるんだが、聞いてもいいか貘」

「戦いながらならいいぞ」

　貘はヌイグルミの丸い手で、カチャカチャとハンターをコントロールしてる。よくできるな。

「鳳おおとりの復活ってのは、過去、何回ぐらいあった出来事なんだ？」

「正確な回数は分からない。隠いん蔽ぺいされた復活もあるだろうしな。ハッキリと記録があったのは１６８７年、１１８２年。江え戸ど時代と平へい安あん時代に１度ずつだ」

「大昔だな……そんなお伽とぎ話ばなしみたいな存在の欠片カラツトを、白ハク刃ジみたいな科学兵器に乗って集めてるのか。俺たちは。皮肉な話だよ」

「人生とは皮肉なものなのだ、静刃」

　分かったような事を言いやがって。

　と、画面内で弓を引く貘を小突いてやろうと思った時。

　俺の視界内で、ゲーム画面の外へ矢印が飛び出した。

　眉まゆを寄せて見ると、それは──今も腰に提さげている、妖よう刕とうの表示だと分かる。

　現実のゲーム表示と妖刕の表示がダブるとか、いかがなものかと思うぜ？　よくこんな目をしてて正気を保っていられるもんだよ、俺も。

　と、矢印の方を向いて──

　異変に、気づく。

　リビング・チェストに置いたエッグスタンドの上で、もう鶏けい卵らん大だいになった63欠片カラツトの集合体がチカチカ光っている。

　ファイヤー・オパールのような遊色の中に、細かいスパークが起きているのだ。

　あれは今までに無かった現象だ。

　それを俺おれが貘ばくに話そうとした時、

「──静せい刃じ君、貘、大変ですっ！」

　ツインテールを振り乱し、アリスベルがリビングに駆け込んできた。

「ビビが……最後の欠片を手に入れたそうです！　公衆電話から、私の携帯に電話が……！」

　その話に、俺はＤＳを放り出して立ち上がる。

　ビビが昼過ぎに妙な電話をしてきた話は聞いてたが、それはビビに心当たりがあった上での話だったのか。最後の欠片について。

　貘も顔を上げ、そこにある大欠片を見つめている。

「──その話、おそらく真実だ……！　欠片が、感じている。復活の時が近い事を感じ取り、拍動を強めているのだ。あれを見ろ、内側に火花が……！」

　妖よう刕とうが気づいた、あの現象は──欠片による予感の表れなのか。

　もうすぐ64個全すべてが集まるという、その予感の……！

「ビビの声は力弱い声でした。詳しく話してはくれなかったのですが、ビビは１人で戦ったのかもしれません。最後の欠片の持ち主と」

「アリスベル、ビビはどこにいるんだッ」

「居鳳いのうヶが浜はまと言っていましたが、正確な場所がビビにも分からないようなのです。こちらからビビの携帯に掛けても繫つながらなくて……」

「──海岸近くの公衆電話は数が限られてる、シラミ潰つぶしにしてビビを探すぞ！」

　俺は妖刕を手に、すぐ家を飛び出そうとするが──

「待て静刃ッ！　行くのは兵と武装を整えた後だ！　ビビが何者かと戦い、喋しやべれなくなるほど傷つけられたのなら──その敵の生死が分からぬ以上、追撃を警戒せねばならんッ！」

　吠ほえるように言う貘が、行く手を阻はばむ。

「それならなおさらすぐだ！　すぐ助けに行かないと！」

「それだけではない！　この欠片の──いや、鳳おおとりの拍動は、大気中の魔的な物質を共振させる。私はこの姿だから気づかなかったが、鋭い異能はその振動に勘かん付づくのだ。感覚の鋭い人間が、大地の微震にも気づくように……！」

　貘と俺の言い争う声に、台所から祈いのりと矢や子こさんもやってくる。

「──みんな聞けッ」

　興奮気味の貘が、いつものクールさをギリギリ保ちながら一同に言う。

「間もなく64欠片が揃そろい、鳳が復活する。しかし、復活の時は最も狙ねらわれやすい時でもある。復活は今既すでに起きているこの大気の予震により、異能を寄せ集めてしまう事がある。集まった異能は復活した鳳おおとりのもとに駆け寄り、願いを割り込みで言うかもしれないのだ。そして鳳は、願いを伝えられた順に叶かなえてしまう──それが我々でなくてもだ。我々は武装の上で揃そろい踏みして、そういうヤツらを排撃しなければならない」

　チクショウ……！　ビビが助けを待ってるかもしれないってのに……！

「そ、それなら……貘ばくちゃん、私も力を貸すよっ」

「私も……！」

　話を聞いた矢や子こさん・祈いのりの姉妹がそう言うが──

「──悪いが、願いの無い者を連れていく事は避けたい。だが、矢子。お前には快癒式ラジエルがある。ビビの治療、それとイザという時のために連れていく。祈は家を守れ。万が一、撤てつ退たい戦せんになるようだったら──皆、ここに戻るようにするッ」

　撤退戦……貘の中では、鳳の復活と戦闘はセットになっているのか。

　それだけ異能たちに狙ねらわれやすい、危険な瞬しゆん間かんなのだろう。鳳が復活する時とは……！




　大急ぎで妖よう刕とうを２本差し、黒套コクドを着込み、その内側にレイジングブルとＭ１８８７を収めた俺おれが玄関を出ると──

　貘が電話で呼んだキリコが、深しん紅くのオープンカーでうちの門から入ってくるところだった。

　その近未来的なフォルムの車は……部分部分、どこか見覚えがある。

「これ……ひょっとして、クリムゾン・ベルか」

　庭に停車したキリコに俺が尋たずねると、こくり。キリコは頷うなずいてる。

「武装の上で来いと言われたので、残存する出撃可能なＰパＡツＤドの中で唯ゆい一いつキリコが搭乗可能なクリムゾン・ベルをホイールモードに変形させ、搭乗して来た。なお、白ハク刃ジは整備中」

　……クリムゾン・ベルには変形機構があったのか。

　まあ、道交法には少し違反してそうな形状だけどな。

「それと静せい刃じ。本日この時刻に、静刃に渡すよう依頼を受けたモノがある」

「……？」

　キリコは妙な事を言い、ごそごそ。

　クリムゾン・ベルのキャビネットから、ピンポン玉より少し小さい墨すみ色いろの球体を取り出した。

「何だ、これは」

「スフェリクル・ユニット。静刃がキリコボールと呼んでいる、この髪飾りのダウンサイズ版。径が小さいので機能は限られるが、武器なので静刃は説明不要で扱えると推定する」

　渡されて、手にしてみると……確かに表示ガイドで分かる。超小型の投擲ハンドフラツシユ閃光弾グレネード……だ。

「誰だれに頼まれたんだ。こんなモノを俺に渡せ、だなんて」

「２年半前、差出人不明・代だい官かん山やま郵便局消印の郵便で報ほう酬しゆうと共に依頼を受けた。これは手紙で『同時に渡せ』と指示のあった、スフェリクル・ユニットの設計図が入ったマイクロＳＤ」

　……聞けば聞くほど、スジが通らない話だな。

　だが今はその不審な話を追及してるヒマは無い。

　武器は武器だ。どこかで使う場面もあるかもしれない。一応、持って行かせてもらうぞ。




　その後、クリムゾン・ベルの助手席にはアリスベルが乗った。

　瑠る姫きと戦った時と同じ完全武装の矢や子こさんは、俺おれや貘ばくと共に２０００ＧＴに乗り込む。

　そのドアを閉め、キーに手を掛けると──

「……お兄ちゃん、気をつけて行ってきてね。あのね……祈いのり、ね……黙ってたんだけどね……昨日、ね……」

　言うか言うまいか迷いながら、顔を俯うつむかせた祈が話しかけてくる。

　そして、

「予知夢を見たの」

　思い切った感じで、祈は俺に警戒を促うながすように顔を上げた。

　その言葉に、助手席の矢子さんも振り向いている。

　……俺たちは知っている。

　貘が持ってきた自衛隊の資料によれば、祈の予知夢──その的中率は、[image: １００]％なのだ。

「不思議な夢だったの。お兄ちゃんは祈にすぐ会えるけど、祈はお兄ちゃんに会えなくなる。そういう、よく分からない夢だったの……」

「祈。それは──この世に[image: １００]％なんてないって意味の夢だ」

　俺は２０００ＧＴのエンジンを掛け、クラッチを踏み込む。

「俺はすぐ帰ってくる。俺はお前にすぐ会えて、お前も俺にすぐ会える。つまりそれは、初はつのハズレだ。お前の予知夢が、初めて外れたんだよ」
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　それはそう、微かすかな揺らぎだったわ。

　でも明らかに、緊張感を感じる揺らぎだった。

　この揺れを生じさせたモノのスケールは、大きい。

　おそらく、最上位クラスの魔的な存在。

　鴉からす……いいえ、それよりずっと大物の聖せい獣じゆうが復活を迎えようとしているのだわ。

（思い当たる話は──無くは、なくてよ）

　すぐそれに思い至った私は、自宅マンションのバルコニーに出る。

　そこから緋ひ色いろに染まった空と、暮れゆく居鳳いのうヶが浜はまの海を眺ながめた。

（……鳳おおとり。目を覚まそうとしているのね）

　きっと、やりとげたのだわ。原はら田だ静せい刃じたちが。

　その時をこの近くで迎えるというのなら、私は目撃者、歴史の生き証人になる。

　あの美しい欠片カラツトとなった鳳おおとりとは、どんな存在だったのか。

　嗚あ呼あ、それが間もなく分かるのだわ。
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　ビビは──

　すぐに、発見された。

　海岸沿いの道路沿いにいくつもの血けつ痕こんが発見されて、それを追跡していくと……古びた電話ボックスのそばでそれが途切れていたのだ。

　電話の近くには砂浜に続く坂があり、坂には芦あしのような背の高い草が生えていた。

　そこで車を降りた俺おれたちは、その草くさ藪やぶの中にビビの姿を見つけたのだ。

　夕焼けに染まる海辺で、波の音に包まれながら……

　……ビビは、息絶えていた。

　血まみれの体を包むのは、ただのセーラー服。

　傷ついたビビはアリスベルに連絡した後、次第に弱り……お気に入りだったあの魔法少女の衣装すら魔力で保つ事ができなくなって……事切れたのだろう。

　魔法を失った、ただの、少女として。

　──なんてことだ。

（……武装なんて整えてないで、もっと早く駆けつけていれば……！）

　救えたかもしれないのに。

　ビビの息がある内に、来られたかもしれないのに。

　俺は拳こぶしを握りしめ、歯を食いしばる。

　その冷たくなった手首を矢や子こさんが取り、脈がない事を確認した時──

　ビビの手のひらから、光る石が２粒落ちた。

　ファイヤー・オパールのような赤い宝石と、アクアマリンのような青い宝石。

　どちらも見覚えがある。

　片方は鳳の、もう片方は貘ばくの欠片だ。

「──若者たちよ。慌あわててはならないぞ」

　この状況にも、貘は毅き然ぜんとしている。

　いや、平然としている、というべきだろうか。

　まるで争い事で人が死ぬのなんか見慣れているかのような、そんな声だ。

「鳳を復活させた後、ビビを甦よみがえらせる。願いはまだ１つ余っていたので、それを使う。つまりビビの願いは１つしか叶かなえられないが、命無くして願いも何もなかろう。この話、押し通す」

　そう続けて、貘ばくは青い宝石を食べている。

　それを見る、俺おれは……

　……吐きそうだ。

　貘が怖い。頼もしいと同時に、得え体たいの知れない存在だという事が改めて分かる。

　鳳おおとりも同様だ。

　コイツらは、何なんだ。

　まるでゲームのように命を遣やり取りする……そのゲームのプレイヤーとディーラーみたいだ。

　生と死の概がい念ねんが、俺たち人間とはかけ離れているじゃないか。

「それと……若者たちよ。これからの私の姿を見ても、落ち着きを失ってはならないぞ。普段お前たちに見せていた姿は、西洋の獣人分類ライカンカテゴリでいう第プ１リ態モ。人間社会で暮らすための、擬ぎ態たいのような姿なのだ。一いつ旦たんアクアステルになると、元に戻る際は生まれつきの姿──第２態セコンデイという、人と獣けものの中間のような姿で戻ってしまう」

　アルパカ貘がそう言いながら、草むらの奥へと姿を隠すと……

　しばらくしてそこから、水滴が水面を打つような心地よい音が響ひびき始めた。

　何やら青い波紋のような光も、何度か広がってくる。

　そして──ざぁあ。

（……！）

　水をかぶったような状態で、草むらの中に四つんばいになった女が現れた。

　全員が、その姿に息を吞のむ。

　特にアリスベルは両手で口を覆おおい、驚きよう愕がくの悲鳴を抑えるので精いっぱいといった表情だ。

　その女は……

　大部分は、俺たちが知っていた貘と似ていた。

　長い銀髪も、背丈も、大きな胸も、みんな貘と同じだ。

　だが、明らかに人間ではない特徴が……ある。沢たく山さんある。

　まずその頭には銀毛に覆われた、三角に尖とがる大きな耳がある。

　アニメに出てくるネコミミ娘、そのリアル版だ。

　四つんばいなのでよく見えるが、その尾び骶てい骨こつの先には銀毛をフサフサと生やした尻尾しつぽがある。

　起き上がってこっちを向いた、その顔は元の貘とほぼ同じでも……髪型が、かなり違う。

　ポニーテールは解ほどけ、長い銀髪となって背に流れている。前髪やサイドも伸びていて、よりワイルドな印象がした。

　胸元や股こ間かんにはボア生地の下着をつけているように見えたが、それは銀色の地毛のようだ。

　まさにマンガなどに出てきそうな、ケモノ女──『獣じゆう人じん』といった風ふ情ぜいがある。
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「アリスベルよ。お前にも、この姿を見せるのは初めてだったな。ショックかもしれないが、受け止めてくれ。これが本当の私なのだ」

　復活する前は水の中にいたように、貘ばくは髪からボタボタと水を垂らしながら語った。

　語るその口には、人間でいう犬歯の部分にキバが生えている。

　対し、アリスベルは……こくこく、と頷うなずいている。その唇くちびるを、小さく震ふるわせつつ。




　海風に吹かれ、貘はシッポや耳の銀毛をフサフサさせながら──

　砂浜の波打ち際ぎわに、63個分の鳳おおとりの大欠片カラツトを置いた。

「みんな、離れろ。少なくとも20ｍは離れた方が良い。過去の記録によれば、鳳の復活の際、その至近にいた者は皆死んだとある。理由は分からぬが、用心が要いる」

　そう言われて、黒套コクドを着た俺おれ、重力レンズ等で防ぼう壁へきを立てたアリスベル、携行型の片道力場アシンメトリツクラージ・シールドを砂地に突いたキリコの３人は……

　欠片から大きく距離を取り、砂浜に固まって陣取る。

　矢や子こさんはビビの亡なき骸がらを抱かかえて、さらに大きく欠片から離れた。

　──いよいよ、鳳の復活だ。

「いいか。ここからは記録に詳細が無い。何が起きても、臨りん機き応おう変へんに対応するのだぞ」

　夕ゆう陽ひに銀毛を煌きらめかせながら、貘が──

　鳳の欠片、その最後の１個を大欠片に触れさせ……押し込むように、融ゆう合ごうさせた。

　そしてそれを砂浜に置き去りにして、こっちへ後ずさってくる。

　俺おれたちは……固かた唾ずを吞のんで、成り行きを見守る。

　５秒、10秒が経たつが、まだ何も起きない。

　寄せては返す、波の音。沈みつつある夕ゆう陽ひ。刻一刻と暗くなっていく海……

　俺は、妖あやかしの古代語で直接伝えるべき鳳おおとりへの２つめの願い──皆の願いが終わってから最後に言うべき、８つめの願い──『我はブリンガロ汝の・リキリル死を願う・ガルキクセス』を、心の中で暗あん誦しようし直す。

　そうして、10分にも１時間にも思える数十秒が過ぎた頃ころ……

「……煙……？」

　アリスベルが呟つぶやいた。

　妖よう刕とうに強化された視力で、俺にも見える。

　海水が蒸じよう発はつした煙が、上がり始めたのだ。集めきった欠片カラツトの周辺から。

　欠片の塊かたまりは、赤い輝きを強めている。高熱を発し始めたのだろうか。

　その内部では、火花が縦じゆう横おう無む尽じんに行き交っているのが見える。

　火花の速度が加速していく。留とどまることなく。

　中の光が──もはや、眩まぶしいほどだ。

　直視していると目がくらむ。

　もう見ていられなくなった俺が、腕で目を覆おおった──次の瞬しゆん間かん、閃せん光こうが辺りを包み──

　ドオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッッッッッ──────!!

「───！」

　真っ正面から、俺たちは爆風に吹っ飛ばされた。

　トラックに撥はねられたような衝しよう撃げきに、意識が遠のく。

　ドサッ、と俺の体が砂浜に叩たたき付けられた。何ｍか吹き飛ばされて、落ちたのだ。そのままゴロゴロと、俺の体は冗談のように転がされる──まだ続いている、恐ろしいほどの熱風に。

　なんて……力だ！

　真上から叩き付ける砂が、熱湯の滴しずくが、散弾のように俺の全身を打っている。

　この力の前では、俺の体は風に舞う木の葉のように無力だ。それを思い知らされる。

　押し流され、押し流され──

　──今度は、反対側からの突風に引きずられて二度、三度、また体を転がされた。

　妖刕の表示ガイドによれば、これは『吹き返し』と呼ばれる現象。

　今の爆風は、欠片の塊が発した膨ぼう大だいなエネルギーで空気が膨張して引き起こされたもの。

　この吹き戻す強風は、ほぼ真空と化した爆心地に向けて気圧差で流れる気流なのだ。

（まるで……か……核爆発じゃねえか……！）

　もちろん核爆弾とはモノが違うが、その小型版のような大爆発だった。

　黒套コクドが無ければ、即死してたかもしれない。

　目をこすって見回すと、貘ばくとアリスベルも吹き飛ばされていたが、何とか支え合っている。

　キリコも科学の盾たてを亀かめの甲こう羅らのように被かぶって、砂浜に伏せて大きく後退している。

　全員、生きてる。矢や子こさんもだ。

　転がされて三さん半はん規き管かんをやられた俺おれが、それでも見上げた空には──

　放射状に広がった砂が一いつ旦たんスリバチのような逆円えん錐すい形けいになってから、ゆっくりと落ちてきていた。その中央に、いわゆるキノコ雲が上がっている。ただし、黒や灰色ではない、真まっ赤かな炎の雲だ。それは薄気味悪く……だが、どこか幾き何か学がく的な美しさを持つ光景だった。

　そしてその雲の真下に、黄色とオレンジ色の中間色をした炎柱が見える。

　──熱い。熱い、炎の柱だ。

　なんという超高温なんだ。黒套コクドが俺の体を冷却していても、輻ふく射しや熱ねつを浴びてるだけで危険だ。

　その炎の柱を伝って……輪のような光が、下から上へ緩かん慢まんに上昇していく。

　天使や聖人の絵にある、光輪ヘイローのような光景だ。

「……うッ……」

　ようやく立ち上がった俺が、高熱の中でそれを見上げると──

　その炎の柱は、人のような形をしていた。

　……デカい。７ｍはある巨人だ。

　熱源は、その巨人。いま俺たちの前方で、巨人が燃え上がっているのだ。

（これが……鳳おおとり……！）

　かつて矢子さんは鳳を焉弾メガデスで殺す計画だったらしいが……本能的に分かる。それは不可能だ。

　コイツを何らかの方法で攻撃して殺すなんて、人間にできる事じゃない。

　いや、それだけじゃない。鳳に、鳳自身の死を願うなんて事も──出来るのだろうか？

　俺は人間が鳳の力を求めて未来永えい劫ごう殺し合う、その悲劇の連鎖を防ごうと──言わば、人道的な理由でそれを願おうと思っていた。だがそれはあくまで、理性に基づいた思考。

　この光景を前にすると、理性などという甘っちょろいモノは吹っ飛んでしまいそうになる。

　大いなるものを、畏おそれる心──恐怖に近いその本能が、何もかもを凌りよう駕がしていく。

　……オオオオォ……ゥウォムムゥゥ……コアァァァ………

　巨大な声帯が幾つもあるような、そんな声が鳳から上がっている。

　パニックに陥おちいらないよう、なんとか正気を保ってそれを見ていると……

「──？」

　……様子が、おかしい。

　苦しんでいる、ように見える。

　苦く悶もんしているように見える。あの燃えさかる巨人は。

　巨体が、崩れそうだ。その片手、７本ある指の先端が燃え落ちているのも見える。

　どうしてなんだ。復活が不完全なのか？

　鳳の復活は、これで本当に完了したのか？　いや、そうとは思えない。

　俺おれにはこれは、不測の事態に思える。

「これは……どういうことなのだ……!?」

　貘ばくが愕がく然ぜんとして、その燃えさかる巨人に目を見張っている。

　貘にも分からないのだ。この事態の本質が。

「貘っ……！」

　アリスベルが縋すがるように叫んだ、次の瞬しゆん間かん。

　キィ────ン…………

　鳳おおとりから周囲に音おん叉さのような音が鳴り響ひびき、その音の中に「ルヒ」「リア」「ラト」などの低い男の声のような振動が聞き取れた。

　直感で分かる。ファースト・コンタクトだ。鳳が、喋ったのだ。

　その声は人の可聴域を超えたもののように思える。だが、ギリギリ聞こえる部分もあった。

　俺たちと鳳のコミュニケーションは、不可能ではないのだ。

　それならば、願いを伝える事も……！

「クルヒクリア──リンリットファガロ──リリワソラ、レットイオ──……」

　──貘が、語りかけている。鳳へ。

　熱風に吹かれながら、燃え上がる鳳を見上げてコミュニケーションを始めている。

　今、願っているのか。誰だれかの願いを。

　今、叶かなうのか。それが。

　俺たちの間に緊張が走る。熱風のせいだけではない汗が、額に滲にじむ。

　そして──

　しばらく鳳と語った貘の表情が、こわばっていく。

　驚きよう愕がくの表情に、変わっていく。

「……な……なんと……！」

　そのノドの奥から、うめき声が上がる。

「どうした貘、今の会話は何だったんだッ」

「生命の……知ってはならない、秘密だ。だが、それをお前たちには話せない……！」

「この期ごに及んで……また隠し事か貘！」

　俺が語気を荒げると、

「──違う！　話している場合ではないのだ！　時間が！」

　貘はキバを剝むいて、焦あせりきった顔で叫んでくる。

「時間？」

　アリスベルが眉まゆを寄せて尋たずねる。

「あと10分しかないのだ！　鳳おおとりは、この地上では[image: ７００]秒しか生きられない！　間もなく──燃え尽きてしまう！」

　……何だって……!?

「地球の大気の温度は、鳳おおとりにとって高すぎるのだ！　この星は鳳の生存可能領域ハビタブルゾーンでは無い！　鳳は燃え尽きればアクアステルの欠片カラツトに戻り、散らばってしまう。それを何度も人が集めては甦よみがえらせてきたッ。鳳は──不死鳥は、死なないのではない。死ねないのだ……！」

　待て、貘ばく、何の話だ……！　俺おれには理解できない！

　燃える巨人の頭上には特に温度の高い空間があるらしく、立ち上る炎はそこを避よけるように左右に分かれて広がっている。まるで、巨大な鳥が翼つばさを広げたように。火の鳥の、ように。
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　慌あわてて服を着て、遮蔽泉クリームの浴場から飛び出した私と八や九く藻もちゃんは──

　旧校舎の屋上から、それをすぐに発見したわ。

　遠い居鳳いのうヶが浜はまに、光が見える。ここからだと、光にしか見えないけど……

　よく見ると、鳥のような形をした炎の塊かたまりだわ。

「お……大おお鷲とり様……！」

　キツネ耳と尻尾しつぽを出したままの八九藻ちゃんが、そう言ったっきり黙ってしまう。

　あれが何なのか、私は知らないけれど──

　大きいわ。これはクラス４級の超常事態ＳＮＩ。地震で言えば震度５前後の出来事。異能者たちも滅めつ多たに起こさないレベルの大だい召しよう喚かん、大だい錬れん成せい、大魔術の類たぐいだわ。私だってきっと、手間取る。

（それを一体、誰だれが──？）

　──辛かろうじて感じ取れた。居鳳ヶ浜に、静せい刃じ君とアリスベルちゃんがいる。

　他ほかにも、これは誰……？　入学式の日に重い日本刀を持ってきた、あの女？

「すごい事を、いきなりやったものね……クラス４を実現するなんて……」

　甘く見てた事を認めざるを得ないわね。今年のＸ組は……

　とんでもない、問題児の集まりだわ……！
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　緩かん慢まんな手つきで額を押さえ、自らが燃える苦痛に身を捩よじる鳳は……

　頭部、胴体、２本の腕、２本の足、そして今や翼のように見える炎から成っていた。

　確かに、人のような形をしてはいる。

　だが顔面には幾つか不規則に窪くぼみがあるだけで、器官としての目や口があるのかは分からない。頭部の周囲には光る球が８つ、恒こう星せいの周りを回る惑星のように飛び交っている。

　衣服や道具は身につけていない。体形は男性のようにも見えるが、頭髪、生せい殖しよく器きと思われるものはない。身長は背を歪ゆがめているが７ｍはあり、その端から端まで全すべてが燃えている。

　鳳、鳳ほう凰おう、フェニックス、火の鳥などという呼び名から俺がなんとなくイメージしていた、赤い孔く雀じやくみたいな生き物とは似ても似つかない──想像を絶する生命体だ。

「クルヒ──クリアリヒ……」

　その鳳おおとりへ貘ばくが更さらに語りかけ、鳳は音おん叉さのような音に声を交えて、応こたえている。

　何十秒か掛けて、幾つかの意思疎そ通つうを終えた貘が……

　額から汗を流しながら、俺おれの方に振り向いた。

　そして、言う。

「──静せい刃じ。伝承は間違っていた。お前の願いは、叶わない」

　……何ッ……!?

　どういう事だ。

　俺の願い──俺から異能を消し去るという、俺の願いが……叶かなわない!?

　言葉を失う俺に、貘が急いで伝えてくる。

「鳳は確かに、自分を甦よみがえらせてくれた人間の願いを聞き届けるとしている。しかし、人間達の伝承が……数百年の時を経ている内に、間違って伝わっていたのだ……！」

　──！

「鳳に出来る事は、『命』を与える事だけなのだッ。それしか、できない」

「そんな……じゃ、じゃあ……！」

「静刃。お前の１つ目の願いは叶わない。キリコの願いもだ。アリスベル。お前の願いは叶う。死んだビビの復活も叶う。残りの願いは──放ほう棄きするか、今から考えるしかない……！」

　そんな……！

　──鳳は……

　死者を甦らす事は、できる。

　それは他ほかの何者にも出来ない事だろう。神の力と言ってもいい。

　だから人々は……そのあまりの凄すごさに、事実を歪ゆがめて、誇こ大だいな話にして伝承してしまった。

　曰いわく、『鳳はどんな願いでも叶える』と。

　そういう、ことだったってのか。

　じゃあ……鳳の死──俺の２つ目の願いも、叶わない。俺の願いは、１つも叶わないのだ。

「静刃君……っ」

　声に振り向くと、今の話を聞いたアリスベルも衝しよう撃げきを受けた顔をしていた。

　俺やキリコの願いも叶うと信じて、一緒に喜んでいたのに……その夢が打ち砕かれる瞬しゆん間かんを、目まの当たりにしたから。

　俺は──

　どうする。

　どうすればいい。

　時間はあと[image: ５００]秒だ。

　[image: ５００]秒で、鳳おおとりは燃え尽きてしまう。

　その間に、この状況に対する判断をしなければならない。

　だが頭は混乱するばかりで、言葉が口から出てこない。

　──その時。

　表示ガイド──警報アラート！

　方向ターゲツト指示ロケーターに従って振り返ると、俺おれたちの背後の砂浜で──ザザザザザザザザザザァッ──

　まるで埋められていたロープを跳はね上げるように、砂が一直線に跳ね上がりながらこっちへ迫って来ている。速いッ、何だあれは!?

　表示で視みえる。

　あれは垂直に立った形で飛ぶ、高さ２ｍの鎌かま鼬いたち──三日月形をした、真空の刃やいば！

　それだけじゃない。その周囲の空気が加熱されて、溶断を狙ねらっている。言うなれば熱ねつ真しん空くう刃は。

　その下辺が砂を跳ね上げながら、迫ってきているのだ。

　前方の鳳に集中するあまり無防備なアリスベルの、背中めがけて。

「アリスベルっ！」

　この攻撃は、誰だれが？　なぜ？　それを考えるヒマもなく──

　俺は咄とつ嗟さに、右手でアリスベルを突き飛ばした。

　真空刃は俺の、黒套コクドに包まれた右腕に激突する。だが大だい丈じよう夫ぶ、黒套が受けきれる。

　そう信じて、歯を食いしばったが──

「──!?」

　側転にしくじったように、俺は左側に大きくよろめいて膝ひざをついた。

　体の右側の重さが一気に減ったからだ。

　その理由は、すぐに分かった。

（や……やられ……！）

　何もかもが、頭から吹っ飛ぶ。

　真っ白だ。驚きよう愕がくで何も考えられない。

　──俺の右腕が、切断された──！

　黒套の袖そでに包まれた右腕が、そこに落ちている。右腰に差していた妖よう刕とうにも熱真空刃は衝しよう突とつしたらしく、鞘さやが破壊され、目め釘くぎや鍔つばが外れ、無む惨ざんにもバラバラになって砂浜に散っていた。

「──静せい刃じ君っ！」

「静刃ィ！」

　アリスベルと貘ばくの叫び声が続き、その辺りで──激痛に、ようやく気づいた。

「～～～～～～ッ……ッ……！」

　叫ぼうと口を開けるが、声も出ない。

　壊れた蛇じや口ぐちのように血を噴く俺の右肩口に、貘が飛びつく。

「矢や子こ！　矢子ォーーーッ！　来いッ！　すぐ来るのだッ！」

　そう叫んだかと思うと、貘ばくは俺おれを抱だきかかえた。

「恐れるな静せい刃じッ！　意識を強く持て、呼吸に集中しろ、ただし大きく息を吐くな、そのまま出血性ショックで死ぬことがある！」

　意識を保たせようと大声で叫ぶ貘に頷うなずきながら、俺の目は──

　──捉とらえて、いた。

　警告アラートと共に左腰の妖よう刕とうが示した、そいつを。

　そいつは有あり明あけの月を背に──

　車道の赤信号の上に、両りよう膝ひざを広げてしゃがんでいる。

　長いクセっ毛の女のようにも見えるが、人間ではない。

　ケモノのようなツノ、耳と尾、牙きばと爪つめを持ち──貘同様、妖よう艶えんな下着のような形に臙えん脂じ色いろの体毛が生えた──妖あやかしだ。鳳おおとりの復活を感知し、願いを強ごう奪だつしに来たのか。

　右みぎ眼めをルビー色、左眼をサファイア色に輝かせたソイツは、

「びょおう……」

　威い嚇かくするような声を立て、舌なめずりをした。

　圧倒的な存在感を持つその姿に、俺は──見覚えが、ある。そんな気がする。

　だがあんな超常の存在をいつ、どこで見たのか。それは判然としない。

「──鵺ぬゑッ……！」

　そっちを見た貘が、その名を呼んで耳と尾を立てる。威嚇するように、毛も逆立てながら。

「あれは鵺、私を殺あやめた、私と同じ従じゆ一位の妖だ……！　気をつけろ！」

「……静刃ィ、牙が直なり刃ばの味はどうだやァ？　びょお、びょおう、びょうびょうびょう！」

　イヌが遠とお吠ぼえするように背を反り曲げて、鵺と呼ばれたその妖が鳴く。

　あれは……嗤わらって、いるのだ。高笑いしているのだ。それが分かる。

「見えるじょ。見えるじょ家か畜ちくども。お前らに死に神が取り憑ついてるのが見えるじょォ！」

　鵺がそう叫ぶ中、矢子さんが砂を蹴けって俺の所に駆けつけた。そして毅き然ぜんとした顔で、俺の右肩の切り口を覗のぞきこむ。

「──腋えき窩か動脈を止血するよ……！」

　止めどなく出血する肩口を、矢子さんが重ねた両手で押さえつける。

　その手の中に白光が生じ、緊急の快癒式ラジエルが始まったのが分かる。だが──すぐ止血はできず、矢子さんの白い法ほう衣いがどんどん赤く染まっていく。

　歯を食いしばる俺の視界の先では──

　盾たてを手にしたキリコが、走っていた。クリムゾン・ベルへ。あれに乗って戦うつもりなのだ。

　それを見た鵺は、

「びゃは──女め平びら刃ばっ──！」

　ひゅらっ、ひゅらっ、と──

　舞うように両手を広げた。景色の僅わずかな歪ゆがみで分かる。さっきの三日月形の鎌かま鼬いたちが、今度は水平向きに飛んでいるのだ。それも２枚。妖よう刕とうの表示ガイド──『Kiriko is locked』──キリコっ！

　水面に跳はねるように、バスッ、と地面にバウンドした第一の見えない刃やいばが──

「──！」

　がつんっ、とキリコの盾たてを押し倒すように当たり、弾はじき飛ばした。

　そして追撃の第二の刃が──

　──音もなく、キリコの頸けい部ぶを通過した。

　クリムゾン・ベルまであと少しのところで、ぱたり、と、キリコが倒れる。

　そしてそれっきり、微動だにしなくなった。

　──そんな。

　ウソだろ……？

「……キリコ……！」

　あまりにも呆あつ気けない、その光景に──

　言葉が、続かない。

　俺おれと共にそれを目撃していたアリスベルも、声を失っている。

　心を欲し、ただ人並みの女の子になることを夢見ていた、キリコの──

　その夢と共に、命が断たれたのだ。

　このほんの一いつ瞬しゆんの、戦いとも呼べない流れの中で。

「びょびょ。人形の首がもげたじょ。心のない生き人形にはお似合いの死に様だじょ」

　嗤わらう鵺ぬゑは、ぴょん。

　信号機を蹴けって、横向きに跳とんだ。

　それを見た瞬間、

「──鵺ッ!!」

　アリスベルが砂浜を疾しつ走そうし、ツインテールを翻ひるがえして跳びながらフィギュアスケートのようにスピンした。

　──しゃんっ！　スカートの中から弧こ状じようの刃物が一いつ斉せいに飛び出し、魔法陣環剱サークルエツジが組み上がる。

　アリスベルは戦うつもりだ。俺の腕を落とし、キリコを殺あやめたあの妖あやかしと。

　対し、鵺はアリスベルにではなく横に走る。四つんばいの、ケモノのような姿勢で。

　ルビー色をしたその右みぎ眼めが、赤い輝きを強めているのが分かる。あれは何だ……？

「逃がすものですかッ！」

　アリスベルの環かん剱けん上で、光る粒子が回転し始めている。加速している。

　あれは何者をも逃さない、光弾の狙そ撃げき。

　──荷電粒子砲メビウスだ。

　だが、鵺ぬゑの走り方は逃げるというムードではない。目的を持って、横方向に走っている。

　その目的の場所を、妖よう刕とうが判明させる。それは──

　アリスベルと矢や子こさんの、直線上……!?

「びゃはっ！」

　鵺の声に続き、パッ──！

　世界が一いつ瞬しゆん、緋ひ色いろの光に染まった。

　鵺の右みぎ眼めから、眩まばゆい光が空中を翔かけたのだ。

　アリスベルと矢子さんの胸のほぼ中心を──それぞれ、貫つらぬく形で。

　どさっ、と、俺おれを手当てしていた矢子さんが仰あお向むけに倒れる。

　アリスベルの環かん剱けん上から光が力なく散さん逸いつし、環剱はバラバラとパーツに戻っていく。

　そして、ずさっ、と──

　疾しつ走そうしていたハズのアリスベルが、砂浜へ前のめりに倒れた。

「──直線上に並んじゃダメだじょ。くひひひっ。人間は頭が悪い」

　そんな。

　ウソだろ。

　矢子さんと……

　アリスベル、まで……！

　妖刕が──アリスベルの即死を、俺の視界で宣告してくる。矢子さんの傷も致命傷だ。もう、助からない。

　理解が、できない。

　目の前で次々に起きる出来事に、理解が追いつかない……！

　夢であってくれ、幻げん覚かくであってくれ。こんな事、こんな事……信じたくない！

「鵺ェエェェエェ！」

　俺の耳に、貘ばくの激高した声が響ひびく。

「アリスベルがいなければ、アリスベルがいなければ、私も──生きてはいけないのだッ！」

　貘は吠ほえるように口を開け、バシュッ──！

　甲かん高だかい音と共に、顔の前から青白い流星のような光を鵺に放った。

「きひっ！　アクアステルからの病み上がりが！」

　悠ゆう々ゆうとそれを躱かわした鵺が、砂を蹴けってこっちに駆けてきた。速い。

　そして、まだ燃えさかる鳳おおとりの巨体を仰あおぎ──

「カラカルイコ！　エルリレコ、ラキサラレリア！」

　──願った。何かを。

「……ゥゥゥルルル……レ……フアレ……アリロ……ルルゥルウルロゥウゥゥウウ……」

　唸うなるような声が、炎の渦の中──鳳から返されている。

　それに続けて、フワリ。

　鳳おおとりの頭部を回っていた８つの光球のうち１つが、鵺ぬゑめがけて飛んできた。

　その光はまるで溶け込むように鵺の胸に飛び込み、ぱぁ、と鵺本体を桃色に光らせた。

　発光は１秒ほどで止やみ──鵺は、牙きばを剝むいてほくそ笑んでいる。

「……！」

　貘ばくが、鵺と鳳を見回して絶句している。

　その表情で分かる。

　鵺は、盗んでいるのだ。俺おれたちが甦よみがえらせた鳳に、自分の願いを叶かなえさせたんだ……！
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　屋上から海岸を見つめる、八や九く藻もちゃんの周囲に──

　バーナーもないのに、炎が浮き出た。

　２つ、３つ、それが増えていく。

　これはきっと、狐きつね火び──というものだわ。

　八九藻ちゃんは、あのクラス４の超常的存在に向けて火を焚たいているのね。

「知っているのね、あの炎が何なのか。八九藻ちゃん」

「……セアラさん。あの御お方かたは正しよう伝でん妖よう位いの妖あやかし。ウチは御ご前ぜんに出る資格はない。それだけやない。あの浜には、上位の妖が集まっとる。激しう、戦っとる。もうキリコもアリスベルも死んだ。矢や子こも１分持たん。静せい刃じも、もう助けようがない。この狐火は、中立を示す数かず形かたちや」

　──あの浜では、恐ろしい事が行われている。

　大きな超常の存在を巡って、異能同士が殺し合っている。

　そこには、私たちの生徒がいる……でも……！

「私も、彼らが自分たちで引き起こした超常事態ＳＮＩに割って入りはしないわ。自分で蒔まいた種は自分で刈かり取る。それも私たちが教えなければいけない事。でも……せめて、護まもりましょう。これ以上あの場を他ほかの異能に勘かん付づかれないよう、偽ぎ装そうします」

　浜には、蒸じよう発はつした海水と上昇気流で局所的な黒雲が出来ている。

　その雲には雷が行き来し、雨が渦巻いている。海砂混じりの、黒い濁だく流りゆうのような雨が。
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「レイッ──カラカルイコ！　エルリレコ、サラミラミリア！」

「……ゥ……ロル……フルクララロ……キ……ウ……」

　２つ目の、おそらくさっきと同じものと思われる願いを伝えた鵺には──

　今度は、何も起きなかった。

　鳳の頭部を巡る光は、残り７つのまま変わらない。これには鵺も、貘も目を丸くしている。

　その一いつ瞬しゆんの間に、俺おれは──

　痛みに歯を食いしばりながら、自分の右肩を見る。

　流血は完全には止まっていないが、大まかには止まっている。

　そこまでは矢や子こさんが治してくれたのだ。

　だがその矢子さんは今や胸の中央を撃ち抜かれ、虚こ空くうを見つめて失神している。

　俺は左腕一本で上体を起こし、この大混乱の中で大きく息を吸う。

　戦わなければ。戦わなければ全すべての願いを奪うばわれてしまう。そして全員、殺される。

「……貘ばくッ！」

　片かた膝ひざをついて叫ぶ。

　準潜在能力開放セミオープンアクト……ッ！　４％……８％……！

　自分の目つきが鋭く変わっていくのが分かる。

　妖よう刕とうの効果で、腕を一本失ってもなお前に出る気き概がいが湧わいてくる。

　バリバリッ、と左腕や背中の筋肉が音を上げて引き絞られていく。

　俺の頭が、さっきまでとは別人のように合理的な物の考え方を始めた。

「貘！　どうせ俺たちの願いが叶かなわないなら……鳳おおとりに願って、みんなの命を取り戻してくれ！　そう伝えてくれ、鵺ぬゑに願いを取られる前に！　鵺は俺が止めるッ！」

　俺は左手で黒套コクドの中から──

　大型リボルバー拳けん銃じゆう、レイジングブルを抜き放つ。

　そして間髪を入れず、鵺めがけて.454カスール弾を放った。

　銃口が爆炎を噴き、ホローポイント弾がマッハ１・７で宙を駆ける。

　──狙ねらいは鵺の頭部だ。情け容よう赦しやはしねえッ！

　命中の瞬間、がちんっ！

　鵺の頭部で、異音が上がった。

　弾タ丸マは既すでに振り返っていた鵺の顔面に命中し、鵺はフルスイングのバットで殴なぐられたようにひっくり返った。だが、血ち飛沫しぶきは上がらない。仕留め損ねたのか。

　がば、と跳はね起きて四つんばいになった鵺が、前歯に挟はさんでいた弾をペッと砂浜に吐き出す。

（……！）

　銃弾を……

　嚙んで、止めやがったのか。

　バケモノめ。人の形はしてるが、もう一片たりとも人間と思わねえぞ。

　表示ガイド──十字と多重円の重なった照準は、さっきより小さい。

　這はう姿勢になられた事で、狙いにくくなったのだ。銃との戦い方も心得てやがるな。

「──狩かってやるッ……！」

　俺はシリンダー内から弾が無くなるまでレイジングブルを連射するが──

　それは、時間稼かせぎだ。

　俺おれの銃撃を躱かわし、或あるいは歯で受けている間、鵺ぬゑは鳳おおとりに願いを伝える事ができない。

　一方では貘ばくが鳳を仰あおぎ、改めて語りかけ始めている。

　言葉は分からないが、それは殺された仲間の命を取り戻すための願い──

　願いは、もう想定とは全く違う使い方になっている。だが、事ここに至っては仕方ない。

「ガルキクセス、カラカルコロム、カラカルイコ──」

「──びょおおおおおおおおォォォォォォォォォッ!!」

　貘の願いを、鵺が咆ほう吼こうで搔かき消した。

　鵺は自分だけで、幾つもの願いを鳳に伝えたいのだろう。

　それを１つたりとも取られるまいと、貘の言葉を妨ぼう害がいしているのだ。

　ズズズズズ……ズルズズ……と、その巨体のあちこちから崩れるような音を上げ始めた鳳は、貘に意識を向けているものの──その絶命まであと[image: ４００]秒だ、７分も無いぞッ。

　まずは鵺を止めないと。

　そうしないと、貘が願いを伝えられない。

　俺は拳けん銃じゆうを捨て、ショットガンを振り回すようにフルサイクル・スピニング・リロードして発砲する。

　──バスンッ!!　という音と共に、大鹿撃ちバツクシヨツトの弾が空中に散開する。だが──

　鵺は散弾の弾子間を摺すり抜けられるように、膝ひざを抱かかえてバック宙しつつ後退していた。弾子同士は離れれば離れるほど拡散するからだ。チクショウ──見切ってやがる。当たらねえ。

　だが、後退させる事には成功したぞッ。

　撃ち続けている間は、貘に願いを伝えさせる事が出来るハズだ……！

　俺は片手でハーフサイクル・スピニング・リロードし、表示ガイドの照準を頼りに発砲を続ける。

「貘！　早く！　早くみんなを甦よみがえらせるんだ！　鳳が──燃え尽きる前にッ！」

　最後の散弾まで俺が撃ち続けたその時間で、貘は──

『静せい刃じ、警戒しろ！　さっき鵺がアリスベルと矢や子こを撃った紅あかい閃せん光こうは、極超短波増幅砲メーザー・ピアス……絶対に防御できない技だ！　鵺はあれを体内に３発分まで装そう塡てんできるが、撃ちきってしまえば──新たな３発分の再装塡には、１時間を要する。装弾数は３発だと考えろッ！』

　鳳に願いを喋しやべりつつ、同時に念話テレコで警告してきた。

　文字通りの必殺技──さっき１発使われたあれが、あと２発もあるのか。

　どうりで鵺は距離を取りつつ、俺と貘の直線上に回り込もうとしていたワケだぜ。

　だがあの極超短波増幅砲とやらの発射には、数すう瞬しゆんの溜ためが必要そうだった。

　なら、手数で押さえ込む。溜めのヒマを与えないッ……！

　俺は左腰に提さげた刀を逆手で抜き、鵺めがけて駆けていく。潜在能力開放オープンアクト──21％……！

「……びょひっ……！」

　鵺ぬゑは笑いつつ、その目の紅あかい光を強めていく。

「……！」

　貘ばくが撃たれたらおしまいだ。

　だが、俺おれは鵺が貘を撃つなら鵺の首を刎はねられるようなコースで飛びかかる。それが見抜けない鵺じゃない。俺の方を向き、ターゲットを俺に変えようとしてくる。

　鵺の右みぎ眼めが、ルビー色の輝きを強めていく。赤く、赤く赤く赤く──！

　しかし俺ももう、常人の10倍の能力を発揮する俺だ。

　読める。向こうが撃つタイミングが分かる。

　躱かわせる。妖よう刕とうの表示ガイドもある。

　そして至近距離から、俺は鵺の首めがけて妖刕を薙ないだ。鵺は──

　──俺の刀を躱す事を優先した。

　キャンセルできない技らしい極超短波増幅砲メーザー・ビアスを、バッ！　と空に放ちつつ、その場でバック宙を切ったのだ。

　やったぞ。１発、ムダ撃ちさせた。鵺の必殺技を。

（──あと１発──！）

　と、俺は刀を引いて更さらなる攻撃に入ろうとしたが──引けない。妖刕が。

　バック宙しながらの鵺の裸足はだしが、俺の妖刕を白しら刃は取りしていたのだ。空中で。

　さらに鵺は、刀を引こうとした俺の力を利用して、クンッ！

　──妖刕の先端を、俺の顔面に蹴けり込んだ！

「………ッ！」

　俺の視界の右半分が突とつ如じよ、暗くら闇やみに墜おちる。

　顔の中に、バッ、と冷たい感触が広がっていく。

　その意味に気づくまで、数秒を要した。

　何が起きたのか分かったのは、全すべてが終わった後だ。

「──うおあァァッ……！」

　俺は──

　自分の妖刕で、自分の右眼を刺してしまったのだ。

　そうなるように、鵺が妖刕の先端を蹴ったせいで。

「びょおッ！」

　鵺は妖刕を更に蹴り込むようにして、俺から離れる。

　突き刺さった妖刕の刃で自分の頭ず蓋がい骨こつを割らないよう、俺は蹴られた方向に自ら倒れた。

（かッ……刀を……抜かないとッ……！）

　ブルブル震ふるえる手で刀の鍔つばを摑つかんで引っ張ると……ぱきん。

　目の奥で何かが割れる音がして、氷の玉と、妖刕の先端が俺の顔から出てきた。

　──なんてこった。

　妖よう刕とうから外れて砂浜に落ちた氷の玉は、俺おれの目玉だ。いま割れたのは、眼球を動かす筋肉。

　妖刕は俺が自分を刺してしまった瞬しゆん間かん、傷口を凍らせたのだ。麻ま痺ひさせて痛みを打ち消し、出血を防ぐために。

　だが体温で凍結が溶け始めると共に、俺の眼がん窩かからは出血が始まる。激痛もだ。

「う……ぐッ……うおおおおおッ……！」

　出血する眼窩を押さえたいが、右手はもう無い。左手の妖刕は──離せないッ。離したら俺は潜在能力開放オープンアクトを失ってしまう！

　俺は表示ガイドで鵺ぬゑを探そうとする──が、表示が視みえない。

　バーミリオンの瞳ひとみを備えていた右みぎ眼めが、もう無いからだ。鵺はこれが狙ねらいだったのか。

　刀を砂浜に突いてなんとか起き上がり、残った肉眼、左眼で鵺を見つけ出すと──

　鵺は間髪を入れず、次の手を準備していた。

　極超短波増幅砲メーザー・ビアス、その最後の１発を──！

「ガルキクセス、カラカルコロム、カラカルイコ、ロル、アリスベ……」

　鳳おおとりを仰あおぐ貘ばくが、アリスベルの復活を願おうとしたらしいその瞬間──

　──パァッ！　貘の背から胸へ、鵺が放った緋ひ色いろの光が貫かん通つうした。

　……貘は……

「あ……くッ……」

　その場に膝ひざを突く。

　そして、どさり。

　長い銀髪を広げて、砂浜に前のめりに倒れた。

　──貘……！

「──二死は真の死だじょ。貘がこないだ死んだ時に使っていたタイプのアクアステルになる式しきは、錬れん成せいまで数年を要する。つまり、今は使えないんだじょ」

　鵺が、鳳の方を向いたまま背中で俺に語ってくる。

　その話を裏打ちするように、貘は……起き上がらない。即死したんだ。

　……終わった……

　このたった数分で、俺たちは……全滅、してしまったのだ。

「通訳の貘がいなけりゃ、お前たちは鳳に死者を復活させる願いを伝える事もできないじょ？　もう、お前らに出来る事は何も無い。お前はもう死に体。鳳が死んだ後でトドメはくれてやるから、静かにしてるがいいじょ」

　俺は……

（……俺は、なんて無力なんだ……！）

　まだレベルが低いくせに上位の敵と戦って全滅してしまうという事は、ゲームにもよくある。

　それが、現実に起きたのだ。

　みんなみんな、死んでしまった。

　呆あつ気けないほど、あっという間に。

　貘ばくが死んだ事で、生き返る道も断たれた。

　今さら鵺ぬゑと命がけで戦ったところで、誰だれが甦よみがえるという事もないのだ──

　──その絶望感が俺おれの胸を支配した時。

　クラッ……と、俺の意識が一気に遠のいた。

　立っていられなくて、俺はその場に膝ひざを落とす。

　鳳おおとりすらも、もう燃え尽きようとしている。あと３分ほどで、燃え落ちて死んでしまう。

　息が苦しい。何だこれは。俺の呼吸が、止まってる。どうしたんだよ俺。

　それだけじゃない。し、心臓も止まってる。心停止してる事が、自分で分かる。

　今までの俺は……き、気力で持っていただけなんだ。本当はもう、とっくに……

　そして俺の意識が、意識が……とぎれる……！

　ちくしょう……

　…………

　……




　……

　…………

「……？」

　柔らかいベッドに、寝そべっている。

　体が、治っている。目も両方ある。

　少し紫むらさきがかった光が、上空からこのベッドを照らしている。

　寝っ転がったまま辺りを見回すと、この丸い大きなベッドの周囲を……なんだ。気味が悪い。赤土の地面に突き立った、無数の日本刀が取り囲んでいる。

　絶ぜつ界かい……じゃ、ない……な。

　感覚としては、夢の中に近い。そう。とても明めい晰せきな夢のようにも思える。

「妖よう刕とうと共に戦い死んだ男は、ここで永と久わに眠る権利がある」

「ニホン語……ゴメンなさい、私、ヘタです。So my sister would talk to you mainly...」

　声と共に、ふわり。ふわり。

　仰あお向むけになった俺を見下ろす形で、２人の女がベッドに降り立つ。

　片方は、気の強そうな──長い黒髪に小さな風かざ車ぐるまのかんざしを挿さした、和服の女だ。

　その和服は袖そでや帯が普通なのに、丈たけだけミニスカートのように短い。

　太ももは根元まで丸見えで、下着はそこだけ洋装といえば洋装だった。

　おとなしそうな、もう片方の女は──金髪碧へき眼がんの、お姫様みたいなヒラヒラのキャミソールを着た白人の女だ。こっちの丈たけも短くて、細かい刺し繡しゆうの入った下着が露あらわになっている。

　とても美しい、十代の女だが……

　それぞれの片足首には鎖がついていて、その先には金と銀の大きな金属球がついていた。

　まるで囚しゆう人じんみたいに、動きを制限されているようだ。

「……？」

　呆ぼう然ぜんとしてる俺おれに、２人の女は顔を見合わせる。

　そして、

「妹が日本人の姿してないからって、ビックリするなよ。現代妖よう刕とうの製法は和わ洋よう折せつ衷ちゆうなんだ。文明開化の頃ころ、日本の妖刀に西洋の妖よう剱けんを組み合わせた刀かたな鍛か冶じが──」

「Hey sis, he mightn't know anything about us」

「……あー、そっか。静せい刃じは何も知らないからなぁ。アタマっから説明してやらなきゃだな。えっとだな。アタシらは──お前にも分かるように言えば、妖刕の精さ。それが、死にかけのお前に高位のテレパシーみたいなもんで語りかけてる。念話テレコだと声だけ伝えるが、これは五感全部に感受させて、体験として伝える術式だ。お前が気絶した時とかレム睡眠中にだけできる、『念感テレフル』ってヤツだよ」

　などと言う和服の女は……

　どことなく、アリスベルやビビに似てる。

「……女なのかよ。刀の精なのに」

　俺おれはコイツらの下着が丸見えなのに参って、上体を起こしてツッコむ。

[image: ]

　俺にとって女は危険の呼び水。どうりで妖よう刕とうを持ってからロクな目に遭あわないと思ったぜ。

「このスガタ、姿はですね……How shall I explain……」

　日本語で喋しやべろうとするとすぐ詰まって英語になってしまう金髪女は、少し垂れ目。

　祈いのりや矢や子こさんにちょっと似た、気弱そうな顔つきをしてる。

「アタシたちはお前の記憶にフルアクセスできるからな。お前との友好関係を築けるように、お前に好まれそうな女の形をイメージさせてるのさ」

「気を遣つかうなよ……」

「さて静せい刃じ。アタシたちのご主人。この戦いで道を切り開くために、お力添え願おうか」

　和服女が俺に美人顔を近づけて、ワクワクしてるような表情で言ってくる。

「道を切り開く？　もう俺は腕を飛ばされて、片目を抜かれてるんだぞ。心臓も止まった」

「そのぐらいなんだよ！」

　和服女はオーバーリアクションでのけぞり、金髪女に背中を支えられてる。

「なんだよなんだよ！　いつから日本男児はそんなフヌケになっちまったんだよ！　腕がもげたら嚙かみつけよ！　目が潰つぶれたら耳で探せよ！　心臓ぐらい自分で揉もんで動かせェ！」

　だだっ子みたいになった和服女を、金髪女が羽交い締めにして押さえてる。

「アタシら刀は日本人の男が大好きなんだよ！　普段は刀を丁てい寧ねいに手入れして愛してくれて、イザとなったらざっくざく敵を斬きるのに使ってくれる。いいか静刃。お前は刀そのものの──世界最強の、首狩かり民族の末まつ裔えいなんだぞ！　本気出していこーぜ！」

　和服女は腰に手を当て、また俺の顔に顔を寄せてくる。

「日本人を野や蛮ばん人じんみたいに言うなッ。もうそんなＤＮＡはとっくに封印されちまってんだよ。俺だって……俺の異能の力を使っても、敵に勝てなかったんだ」

　黒髪女を押しのけつつ俺がボヤくと、

「「思い上がるな！」」

　２人がハモった。

「お前は異能なんかじゃないぞ！　静刃！」

「そう。タダの人間なのです、アナタは。...once, and now also」

　何……何だって……？

「──Open-act is natural power of yourself actually」

「そう。潜在能力開放オープンアクト。あれは読んで字の如ごとく、お前に元々潜在する底力を出させてるだけさ。火事場の馬ば鹿か力ぢからとかいうだろ？　潜在能力は誰だれにでもある。男ってのはみんなそもそも、あのぐらいの事ができる生き物なんだよ」

「……そんな、じゃあ──俺おれは……」

　目を丸くした、俺は──

　ある事実に、思い当たる。

「そう。お前は鳳おおとりに異能の喪そう失しつを願おうとしてたらしいけど、それを願う必要は無かったのさ。お前は元々ただの人間だったんだから。初めて会った頃ころに、ビビが言ってたろ。『静せい刃じが刀の鍵かぎじゃない。刀が、静刃の鍵』って」

　そう、だったのか。

　そうだったのか。

　じゃあ、俺は……

「でもな、刀を抜いた時にもその鍵を開けきらない──お前に[image: １００]％の潜在能力開放オープンアクトをさせないなんてのは、おかしいんだ。これは貘ばくが掛けたリミッターなんだよ。その解除には通常、刀精、刀かたな鍛か冶じ、持ち主の合意が必要だが、今なら持ち主──静刃の同意さえあれば解除できるんだぜ。なんたって貘は死んでるからな。そして、１度外しちまえばずっと外した状態でイケるんだ」

　引き続きワクワクした調子で、和服女が話を続けてくる。

「潜在能力開放をやりすぎるとお前の体にもダメージがある、って貘は脅おどしたかもだけどな。それだって、黒套コクドがしっかりすりゃ緩かん和わできるのさ。もう套ド子コちゃんにも話は付けてあるから。アタシたち、みんなそろそろ本気出して行こうって話になったんだよ」

　和服女に示されて初めて気づいたが、ベッドの縁には……黒くて草くさ摺ずりの短い甲かつ冑ちゆうを身につけた、小柄な女の子が体育座りしてる。存在感の薄い、少しキリコに似た子だ。

　套子ちゃん……って呼んでたが……

　あの子は、黒套の精って事か。

「あとはお前だけだ、静刃。道を切り開くために、女め々めしいリミッターなんか取っ払おうぜ。開放するんだ、何もかも。潜在能力開放は、潜在人格開放も伴う。男本来の、獰どう猛もうで力任せな人格をも喚よび起こすんだ。痛みや苦しみを物ともせず、戦いを好み、敵を徹底的に打ちのめし、女子供を守るお前になる。現代社会はそれを男たちから徹底的に奪うばい、隠し、抑えつけてるけど──静刃の中にも、それは潜在しているんだ。それを解き放とうぜ」

　妖刕の精その１こと、和服女が話を進めてくる。

「……別にそんな人格は欲しくないけどな」

　俺が眉まゆを寄せると、和服女は少し慌あわてた顔になった。

「あ、いや、人格はオマケみたいなもんだよ。まあそれはそうと、リミッターは外そうぜ静刃。そうすりゃ犬死にしないで済むし。な？」

　見れば金髪女も、俺との交こう渉しようがトントンと進まない事に少し焦あせった表情をしている。

　それで分かったが……

　多分……妖刕たちは、もっと斬きりたいのだろう。戦いたいのだろう。

　刀の精だけあって、戦う事が生き甲が斐いといった性格が見え隠れしてる。

　この『戦いたがり』の妖よう刕とうたちは、貘ばくが掛けたリミッターを外すチャンスを待っていた。

　もっと全力で、もっと派手に戦いたいがために。

　そして、今までは異能をやめたいという思いが先に立っていた俺おれが……追い詰められ、命の危機に瀕ひんした今なら、リミッター外しに同意するだろうと踏んだのだ。

　その、彼女らの作戦は……

　……成功だな。

　俺にはもうコイツらの話に乗る以外、道がないんだから。

「──分かった。リミッターとやらは外す。同意するよ」

　俺が立ち上がりながら呟つぶやくと、２人は──

　わぁ、と手を取り合って喜んだ。

　ぱき、ぱきぱき、と音がして……２人の足首についていた鎖が壊れて落ちる。

「後はどうするんだ」

　俺が腕組みして言うと、和服女が抱だきついてきて──

「お前がする事はたった一つさ。人生、何事も、実はそういうものなのさ。それさえできれば、何でもできるものなのさ」

「だ、だから何をすりゃいいんだよ」

「本気を出せ。静せい刃じ」

「Like a fine sword──」

　金髪女の方も抱きついてきた。参ったな。

「本気を出した男は、刀さ。刀には迷いは無い。刀は手抜きしない。情け容よう赦しやもない」

「Be a sword, Seiji」

「刀になれ、静刃。折れず、曲がらず、いかなる艱かん難なん辛しん苦くにも耐え、耐え──ただひたすらに斬きって、斬って、運命を斬り開く刀になれ」

「Here we are three swords from now on」

「刀になれ、静刃。今までのお前は所しよ詮せん『妖刕使いの静刃』。アタシたち双刀を使っているに過ぎなかった。だが、妖刕の刕は刀三つ。その字の上に乗っている第三の刀は、お前自身さ。お前が本気を出した時、抜き身のお前になった時──『妖刕の静刃』は、完成する」

　まあ何となく、そうじゃないかなとは思ってたさ。

　名は体を表す、とか言うしな。

　原はら田だ静刃は、やがて妖刕の静刃となる──静かなる刃やいばだった、って事だ。




　──バツンッ!!

　轟ごう音おんが響ひびき、

「──ガハッ！」

　俺おれは大きく咳せき込んだ。

　全身が痺しびれて、震ふるえる。鳥とり肌はだが立ってる。右腕が無い。右みぎ眼めも、開けても見えない。目玉が無いんだ。戻ってきた。半ば死後の世界みたいだった、妖よう刕とうが見せた幻げん覚かくの世界から。

　ゲホゲホと咳せきが続き、気分は最悪だ。

　グラグラする左眼を開いて見上げれば──鳳おおとりはまだ燃えている。

　まだ生きちゃいるが、燃え尽きるまであと３分ちょいってとこだな。

　空では黒い雷雲が唸うなっていて、左手に握った妖刕から煙が上がってる。それで理解できたぞ。俺の心臓が止まってたんで、妖刕がＡＥＤ代わりに誘雷したんだ。なんて乱暴な。

　落雷で、黒套コクドが乱れている。襟えりが立ち、裾すそもギザギザと破けてしまった。

　だが、防御力は健在だ。それならいい。細かい破けぐらい、男は気にしねえよ。

　左眼の視界に……『Guide switching L[image: ]R』という表示が、薄く視みえる。その下には処理の進行状況を示すバーが出ていて、完了にはかなり時間がかかりそうな事が分かる。

　よく分からんが、左眼でも表示ガイドが見れるように再設定や調整をしてるみたいだな。

　失った、右腕と右眼の傷口は──

　どちらも、血は止まっている。痛みもほとんどない。

　体を起こすと、俺から少し離れた所に矢や子こさんが倒れていた。ピクリとも動かない。

　手に触れてみると、冷たくなっている。俺が意識を失っている間に、事切れたのだろう。

　矢子さんは……出会った日に『たとえ片腕が切れちゃっても、止血できるよ』などと言っていたバチカン仕込みの白魔術で……最さい期ごの最期まで、俺を治してくれてたのだ。

　アリスベル。貘ばく。ビビ。キリコ。矢子さん。みんな、死んでしまった。

　生き残りは俺だけだ。それも満まん身しん創そう痍い。

　黒い空から、ボタッ、ボタボタッ、と、土砂混じりの重い雨が降り始める。

「……ッ……ハハ……」

　そのドス黒い雨の中、妖刕を杖つえに立ち上がって顔を伏せた俺は──笑った。

　燃えさかる鳳が俺の足あし下もとに落とさせた、俺自身の影に。

「──何を笑ってるんだじょ。壊れたかや、静せい刃じ？」

　鳳を仰あおいでいる鵺ぬゑが、俺の方を見ずに話しかけてくる。

　鵺は……鳳を観察してるようだ。

　鳳の頭部を巡る光の数は……１、２、３……７つ。

　想像だが、鵺は──鳳に願いを１個叶かなえさせたところまでは良かったが、２つ目を断られたのだろう。そしてその２つ目が叶わなかった事で……何らかの理由により、３つ目以降を願う事もできなくなった。

　だからそれで打つ手無しになり、今は鳳という存在の観察と理解に努めているのだ。

　おそらく、次の鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨに向けた予習として。

「……鵺ぬゑ。てめェも案外ヌルいヤツだな。なんだその安心しきったツラは」

「あァ？　お前たちは、もう終わったじょ。ほれ見回せ。みんな殺したじょ」

「──殺した程度で勝ったつもりか？　俺おれたちゃただの人間じゃねえ。甘く見るな」

　俺は荒い呼吸を繰り返し、鵺と睨にらみ合う。

「うるさいじょ、死に損ない。お前の相手はフェニックスが燃え尽きた後にしてやるじょ」

　行くぞ。死んでも離すな。とでも、言うように──

　ジャキッ、と妖よう刕とうの柄つかが延伸し、内部に隠されていた錠じようが俺の指を絡からめ取った。

　コイツは便利だ。腕がもげない限り、刀を離さずに済みそうだぜ。

「鵺よォ。そろそろ、本気出すぜ」

　小学生の頃ころにも、ケンカしながらこんな事を言ったな。

　左ひだり眼めの視界に、まずは潜在能力開放オープンアクトのパーセンテージだけが表示され始める。

　……40％──60％──80％を超えた──90％……

　俺の体から……ばき、ばきばき、ばきばきばきッ……メキッ、メキメキッ……！

　今まで以上に、筋きん繊せん維いが圧縮されていく音が上がる。

　今回はそれだけじゃ済まされない。まるで雄お牛うしのように、筋肉が膨ふくれあがっていく。

　顔面の筋肉が引きつったようになり、ニィ……と、自分が犬歯を剝むくように笑うのが分かる。

　ゾゾ……ゾゾゾ……と全身の毛が逆立ち、髪型まで変わってしまう。

　そして──

　視界の端に灯ともる数値が、[image: １００]％になった。

　掛け値無しの全力。それが、これか。

　あの獰どう猛もうで粗そ野やな感覚が行くところまで行き──逆に、むしろ冷静になっていく。

　──殺す。

　その一点に、集中できる。

　一応、声は掛けとくか。不意打ちは男らしくねえからな。

「鵺よォ」

「なんだじょ」

「斬きるぜ」

　そう言うと、俺は──バンッッッッ！

　砂を蹴けって回転しながら跳とび、バックスピンの要領で大きく妖刕を振り回した。

　空中で、俺の身体からだ全体が黒い炎で燃え上がるようになる。黒套コクドによるドス黒い防御のオーラ、その全力版だ。妖刕も見る間に赤熱化し、赤黒い炎と火花をバリバリと纏まとっていく。

　ヒュッ───ゴスッッッッッッ！

　とても刀が上げるとは思えない、電車が激突したような音が上がり、

「──びゃうッッッ！」

　鵺ぬゑはクロスした腕の爪つめでそれを受けたが、思いっきり弾はじき飛ばされる。

　鵺の顔色が変わるのが──見えたぜ。左ひだり眼め１個の俺おれにも、ハッキリとな。

　今の一撃で、伝わったろう。

　今の俺は、今までの俺とは違う。

　──『妖よう刕とうの静せい刃じ』だ。

　今までは妖刕に振り回されてる感じだったが、ようやく妖刕を振り回す感じになった。

　コイツらと連携が取れているのが分かる。

　ある意味、妖刕に乗っ取られた部分もあるのだろう。

　感情が──戦う妖刕の悦よろこびが、胸に熱く伝わってくる。

　妖刕は、戦える事が幸せなのだ。いや、戦えればそれでいいらしい。

　戦うために打たれた刀は、敵を斬きる事がそれで幸せ。それ以外の事は求めない。

　まさに凶器とも言える思想だが、今に限っては頼もしいぜ。

　その双刀と組んで『妖刕の静刃』となった俺は、今まで以上に戦闘特化型の異能。

　人間の男が隠し持っている、莫ばく大だいな潜在能力──その全すべてを、戦闘に使っているのだ。

（分かるぜ）

　空中でバタバタと身もだえし、ふわり。砂浜に降り立とうとする鵺に──

「おう、反応できたか。やるじゃねえか。だがもう分かったろ？　──お前は終わりだ」

　嗤わらう俺は、ドンッ！　と一っ跳とびで鵺を追う。

　そして、妖刕を打ち下ろし──

　──バスンンンンンッ！

　これも刀の音とは思えない、タンクローリーが落ちてきたような爆音を上げる。

　舞い上がる砂の中、鵺は鳳おおとり側に転がってそれを避よける。

　同時に、バッバッ、と得え体たいの知れねえ光の矢で反撃してきやがるが、何のこたぁ無ねえ。刀ではじき飛ばせる類たぐいのものだ。矢の破片も、黒套コクドが難なく受け止めた。

「ムダだ。痒かゆいぜ」

　またも左腕一本で、妖刕を突く構えを取り──

「……殺シャアァァァ……！」

　と、牙きばを剝むいた鵺がヘビみたいな威い嚇かく音おんを上げるのを嗤って聞き流す。

　よし、よし。

　うまい具合に、俺は──鵺に対して、背で隠す形になれたな。自分の影を。

　バッ、と黒套を翻ひるがえして左腕を広げ、背を伸ばした俺は……

「おい。出番だぞ」

　自分の背後──

　影に、言う。

　呼ばれて、俺おれの影から浮かび上がってくるのは──

　──瑠る姫きハニーリズ。

　鵺ぬゑがそれを察し、

「……！」

　俺を睨にらみ付けてきた。

　だが鵺にはそれしかできない。

　今の俺は鵺を圧倒してる。瑠姫を守れる。古代の妖あやかしの言語を使い、成層圏に棲すむ妖・鴉からすとのコミュニケーションもこなしていた、この魔の才女を。

「ガルキクセス、カラカルコロム、カラカルイコ──レドンダ、ラキラカレミリ──」

　鳳おおとりの熱風を腕で防ぎながらの瑠姫が、その鳳に向かって語りかけながら──

　ぱらっ、ぱらぱらっ。避難するように、深しん紅くの薔ば薇らの花びらをその身の周囲に飛ばし始める。

　そして無数の花びらに紛まぎれながら──

「ススレイリカ、ロル──貘ばく！」

　そう言い残して、消えていった。再び、影の中へ。

　ハハッ。まさに大おお慌あわて、って感じだったな。

　だが十分だ。ファインプレーだったぞ、瑠姫。

　瑠姫はさっき俺が落雷で甦よみがえった時、俺の影の中にいた。そして、水に潜もぐった人が水面に字を書くようにして、砂に文字を書いたのだ。『たすけて　あげても　よくてよ』と。

　──スッ──

　静かに、鳳の頭部から光の玉が飛んでくる。

　胸を撃ち抜かれ、倒れた貘のところへ。

「キィーッ！」

　猿さるのような声を上げて貘の方を向いた鵺だが──

「おっと鵺。お前の相手は俺だぜ。忘れたんじゃねえだろうな」

　ざりっ、と砂を踏んで一歩出た俺の方に、向き直る。向き直らざるを得ないのだ。自分より一段も二段も強い俺を相手にしながら、貘を改めて殺す動きは取れない。それは、鵺が自分の命を失う事に他ほかならないのだから。

　そう。

　鵺の生せい殺さつ与よ奪だつの権利は、今や俺が握っている。

「俺の感じる限り、お前が俺を殺せる技は──その赤目から撃つ極超短波増幅砲メーザー・ピアスだけだ。だが、あれは３発撃って弾切れなんだろ？　確か、再さい装そう塡てんには１時間だか掛かるって聞いてる。まァつまり、お前は詰んだってこった」

　砂浜を進む俺に対し、鵺は──後ずさった。明らかに。

　尻尾しつぽを股またの間に巻き込み、ガチガチと歯を鳴らして怯おびえている。

　見た目以上に、俺おれたちを殺すのに力を大おお盤ばん振る舞いしてたんだな。

　自分に有利な絶ぜつ界かいを張る力も、もう無いか？

　まあいい。

　今の俺は、あんまり細かいことを考えねえんだ。

　やるべきことは、シンプルさ。斬きる。それだけだ。

　──げほっげほっ。

　俺の耳に、貘ばくが咳せき込む音が聞こえてきた。生き返ったか。まずは１人。

「おう貘、聞こえるか！　寝てるみんなを起こせ、明日も学校に行かなきゃならねえからな」

　にぃ、と嗤わらった俺に──

　上体を起こした貘は、目を丸くしている。

「……お、お前……『妖よう刕とうの静せい刃じ』、か……！」

　呟つぶやくその姿を横目に見れば、胸の穴は塞ふさがっている。

　下着みたいな毛まで復元されていて、キレイなもんだ。

　……ロロロロ……ロロロロン……ルゥン……ロロロロン……

　物悲しい──音、いや、声が頭上から聞こえてくる。

　鳳おおとりの頭部から、その音が流れているのだ。

　感覚的に分かる。

　これは、鳳の泣き声。

　泣いているのだ。

　その悲しみが伝わってくる。

　鳳は──人と妖あやかしが殺し合うこの悲ひ惨さんな光景を見て、嘆なげき悲しんでいるんだ。

「おォい、泣くなァ！」

　俺は鳳を仰あおぎ見て、また嗤う。

　そして妖刕で鵺ぬゑを指し、

「次がありゃ、もっと平和的に喚よんでやるぜ！　ジャマ者を斬った上でな！」

　妖刕の気持ちを代弁するように、叫び続ける。

「げほっ……ごほっ、ごほっ、ガルキクセス、カラカルイコ、リレドンダ、ラキラカ──」

　切れ者の貘は、事態の理解が早かった。

　鳳が生きていられる残り時間が少ない事を悟り、願いを伝え始めている。

　その時、妖刕の鍔つばから──リリッ、リリッ、リリッ──

（……チッ……！）

　断絶警報インデイケーターだ。

　使用限界まであと１分か。

　パーセンテージのリミッターは外せても、ここは変わらねえんだな。

　黒套コクドが俺おれの体を保てるのにも、限度があるって事か。

「鵺ぬゑ。ずいぶん長く生きてきたらしいが、その命もあと１分だぜ」

　死刑宣告をして、俺が嗤わらいながら妖よう刕とうを振りかぶると──





──にィ。






　鵺が、不敵に嗤い返してくるのが見えた。







【　Episode 11　緋ひ天てん・緋ひ陽よう門もん　】




　鳳おおとりが巻き上げた黒雲から、砂鉄混じりの雨が俺たちに降り注いでいる。

　それでもなお燃えさかる鳳の熱で、周囲の温度は40度近くに上っている。

　潜在能力開放オープンアクト[image: １００]％の俺に睨にらまれた鵺は、

「……ホンモノの『妖刕』かや。見るのは西せい南なん戦争──田た原ばる坂ざかの抜刀隊にいたの以来だじょ」

　俺を笑顔でジロジロ見ながら、一歩、二歩、後ずさった。

　逃げるつもりかとも思ったが……

　少し、違うようだ。

　その姿が何やら、歪ゆがんで見え始めている。

　俺と鵺の間に、目には見えないレンズのようなものが生じているのだ。

　アリスベルが使っていた、重力レンズ……とは違う。直径が３ｍはある。

（何か、妙な式しきを使ってやがるな……？）

　俺は眉まゆを寄せる。

　妖刕を通じて、何となく感じ取れる。鵺からの、そのレンズへの力の流出が止まらないのだ。

　鵺は莫ばく大だいな式力に加えて、自らの生命力まで削けずってそのレンズを作っているらしい。

　そこまでして、なぜそのレンズを発生させる？　そのレンズは何だ？

「今回のフェニックス・ゲームは……」

　苦虫を嚙かみ潰つぶすような顔で、鵺ぬゑが言ってくる。

「もう、データ取りと割り切ったじょ。フェニックスの能力をハッキリさせて、鵺は次の復活までに作戦を練るじょ。『不老不死』に近づくために」

　──不老不死──

　鵺の目的は、それか。

　コイツはいけねえな。

「お前みたいな悪党が不死身になった日にゃ、世間の害だぜ。その前に俺おれが叩たたッ斬きってやる」

「静せい刃じ。死ぬのはお前の方だじょ。ただ、お前の殺し方はちょっと工夫する事にしたじょ」

「仰おつしやる意味が分かりかねますがねェ」

　俺は慇いん懃ぎん無ぶ礼れいにそう言うと、妖よう刕とうを手に摺すり足で移動する。

　そして、宙に立つ得え体たいの知れないレンズを回り込んでいく。

「ふひひっ、静刃よー、アホのように突っ込んではこなかったかや。お前にしちゃ賢けん明めいだじょ。行きは良い良い、帰りは怖い。入はいれても、どうせ出てはこれないからにゃ」

「そのレンズのことを言ってるのか」

「これはビビが欲してた過去へのトンネル、『暦こよみ鏡かがみ』だじょ。これで過去のお前をチョイと殺してくるじょ」

「何……？」

「たとえ妖刕といえど、運命の復元力には抗あらがえない。そんじゃ静刃。これで今こん生じようの別れだじょ。びょ、びょ、びょ」

　勝ち誇るようにベラベラ喋しやべりながら、鵺は──

　今やハッキリと空間に浮かんで見えている巨大なレンズに、びょんッ。

　膝ひざを抱かかえて宙返りしながら、飛び込んでいった。

　その姿はレンズより抜け出る事はなく、ハタ目には……消えた、ように見える。

（──逃げたか）

　いや、それだけじゃない。

　暦、過去、などのキーワードから考えて……俄にわかには信じがたいが……

　おそらくこのレンズは、時間を跳躍する式なのだ。

　要はマンガや映画に出てくるタイムマシン──その異能版。鵺はそれを使って、この場から撤てつ退たいしつつ……過去の世界の俺を殺す、攻防一体の手を打ったらしい。

　──マズい、かもしれないぞ。

　だが、この場はまず収める事ができた。鵺を仕留めるには至らなかったが、撃退はできた。

　と、俺は妖刕を鞘さやに収め、周囲の様子を改めて把は握あくしにかかる。

「ガルキクセス、カラカルイコ……」

　浜では貘ばくがちょうど鳳おおとりに願いを伝え終えた所で……

　今まさに燃え尽きようとする鳳から──ヒュン、ヒュン──と、光の玉がアリスベル、ビビ、キリコ、矢や子こさんに落ちてくるのが見えた。

　さらに２つ、パッパッ──と、光が砲弾のように素早く夕暮れの空へと飛んでいく。あれはおそらく、アリスベルの両親を甦よみがえらせるという願いを叶かなえるものだろう。

　頭部を巡る光の玉を全すべて失った鳳は……そこでちょうど、限界を迎えたらしい。

　もう声も上げず、その身を外側からボロボロと崩していく。

　……どこから来た何者なのかは分からずじまいだったが、哀あわれなヤツだ。

　鳳は未来永えい劫ごう、復活と共に燃え上がり──

　ああやって[image: ７００]秒間、苦く悶もんして死ぬ。それを繰り返すのか。

「……」

　その鳳に、命を与えてもらったハズの俺おれの仲間たちは──どうなったんだろう。

　俺がそれを確かめようと辺りを見回すと、既すでにビビは芦あしの陰から上体を起こしており、矢子さんも浜に手を突いて起き上がろうとしていた。

　キリコも道路のそばに崩れた正座で座り込んで、キョトンとしている。首は……よかった。どう繫つながったのかは想像も及ばないが、繫がってるよ。

　さらに砂浜では貘がアリスベルを抱だきかかえていて、

「アリスベルの……息がある……！　アリスベルは生きているぞ、静せい刃じ……！」

　顔を上げ、涙目でそう告げてきた。

　──死者の、復活。

　これも目まの当たりにすると、気が遠くなるな。

　まるでゲームのような現実、その最たる物だ。

　だがここは居鳳いのう町ちよう。あらゆる事がまかり通る、狂きよう躁そうの地。

　そして俺はもう異能の眷けん属ぞく。超常を受け止める事を、ためらってはいられないのだ。

「──貘。他ほかのみんなも看みてやってくれ」

「お前はどうするのだ、静刃」

「鵺ぬゑを斬きる」

　俺は砂浜に落ちていた、鵺の第１撃で壊れた方の妖よう刕とうを鞘さやに収めた。

　柄つかが壊れているので握れないが、俺の腕も、今や１本しかない。ちょうどいいかもだ。

　ようやく少しずつ始まった左ひだり眼めの表示ガイドが『Take it持つていけ!!』とうるさいので──落ちていた鍔つばも、拾っておく。

　そして改めて、砂浜の上に浮かんでいる暦こよみ鏡かがみとやらを睨にらみ上げた。

「その空間に近づくのはよせ、静刃。それは暦鏡。私には作れない物だから詳しくはないが、暦こよみ鏡かがみには寿命があるのだ。短くて数分、長くても半日しか保もたない。その前に戻ってこないと、暦の彼方かなたに置き去られるぞ」

「ああそうかよ」

　俺おれは銃を拾いつつそれだけ言って、弾を再さい装そう塡てんしながら暦鏡に歩み寄る。

「せ、静せい刃じ……！」

「鵺ぬゑのヤツ、胸クソの悪わりィ事を言ってたんでな。過去の俺をどうするとかよ。それが今の俺にどんな影えい響きようを与えるのか知らねェが、要は赤ん坊の頃ころの俺を殺すとか──そういう作戦だろ？　先に鵺を斬きって、止めるさ」

　そう言って、レンズに触れるが……

　触れた感覚は、無い。立体映像みたいな感じだ。

「よ、よせ静刃」

　貘ばくが何と言うにせよだ。

　今ああやって、みんな甦よみがえったにせよだ。

　鵺。

　お前はアリスベルたちを殺した。

　その事実は変わらない。

　だから、カタキを取りに行くぜ。

「ひとつ俺が、鵺に教えてきてやる」

　行き先が過去や未来だろうが、世界の果てだろうが、知ったことか。

　追って追って、追い詰めて、斬る。それだけだ。

「ラスボスからは、逃げられねえんだよ」

　鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨのラスボス──妖よう刕とうの静刃から、逃げられると思うな。




　暦鏡の中に踏み込むと、案の定向こう側に体が抜け出る事はなかった。

　絶ぜつ界かいにも似た空間に体が割り込んでいき、闇やみを緩ゆるやかに落下するような感覚が始まる。

　周囲には様々なイメージが見えた。写真をコラージュした現代アートのような光景だ。

　だが不気味なその空間にも、今の俺はもう物もの怖おじする事はない。慣れっこだぜ。この程度。

　自分の運動ベクトルをうまく誘導しながら、出口とおぼしき光る穴に……

　ゆっくりと滑すべり込むようにして、外に出る。

（……うっ……）

　その瞬しゆん間かん、１つしかない俺の目が眩くらむ。

　空が青い。さっきは夕暮れ時だったのに。

「……？」

　見回せば、そこは枯れ木だらけだった。鵺はいない。俺は１人、枯れ木の森に立っている。

　さっきまでいた居鳳いのうヶが浜はまの海辺ではない。腐くさりかけた蓮はすの浮く、池のほとりだ。

　どこか、見覚えがあるような……ああ、ここは居鳳高の裏の森……！

　入学式の日、俺おれがビビに捕まり、アリスベルや貘ばくに助けられたあの桜の森だ。

　だが今は葉桜の時期なのに、どの枝にも葉が無い。足あし下もとに落ち葉があるだけだ。

　気温も、肌寒い。

（秋……なのか？）

　どうやらそうらしい。暦こよみ鏡かがみを潜くぐって来たここは、やはり２０１３年の春ではないのだ。

　さっきまで暑い中にいた俺が鳥とり肌はだを立てると、ボロくなった黒套コクドがそれでもヒーター性能を発揮し始めた。その黒套に妖よう刕とうを収めつつ振り向いて見ると、凸とつレンズのように歪ゆがんだ空間として見えている『暦鏡』の出口は……

　入った時の入口より、レンズとして若じやつ干かん薄くなっているような気がする。

　その厚みの変化を、妖刕が計算したのか──

『暦鏡消失までの推定残り時間：93分12秒』

　と、簡易な表示を行った。

　１時間半か。

（どうも本当に別の時間へ来たようだが──驚おどろいてるヒマは、無さそうだな）

　鵺ぬゑはきっと……１時間半で過去の俺を殺し、居鳳ヶ浜へ帰るつもりだったんだろう。

　そこには俺や貘、アリスベルが待ちかまえているかもしれないが、それでも切り抜けられると踏んだのだ。

　なぜならヤツは、１時間で３発再さい装そう塡てんできるからだ。

　俺たちが手も足も出なかった、極超短波増幅砲メーザー・ピアスを。

　それを装塡できれば、誰だれが待っていようとまた殺して逃げられるからな。

　だがその計画の歯車は、ここで１つ狂わせてもらったぜ。

（こっちへ俺が追ってきた事でな）

　俺は口で腕時計を外し、竜りゆう頭ずを引っ張り、左手の中で時刻を０時00分に設定する。

　さっきまで夕方だったお空が昼過ぎになってるんだ。元の時刻を後生大事に示させてたって意味がないだろう。それならせめて、タイマーとして使うさ。

　あと、残り１時間半──暦鏡がある内に、鵺を斬きって、ここに戻ってくる。

（何事にも、タイムリミットはあるもんだぜ）

　やってやるさ。モンハンやエーコンにだってタイムリミットはあった。間に合わせるのには慣れてる。それを今回は、現実でやるって事だ。




　森を出ながら、俺は俺なりに考える。

　俺が暦鏡を出た時、鵺はそこにいなかった。暦鏡の入口と出口は多分、それぞれ別の時代に繫つながったまま一定時間存在し続けるものなのだろう。

　つまりこのレンズの向こうでは、貘ばくやアリスベルたちが俺おれと等速で活動し続けている。

　そっちの様子は、気になるが……このレンズには、それを映す機能はないようだ。意図的にその機能を落としてるのかもしれない。

　──並木道に出ると、居鳳いのう高が見えた。

　だが旧校舎だけだ。新校舎は無い。まだ無い時代なのだ。

　さすがに、クラッと来たぜ。ここは本当に過去の世界なんだという実感が湧わいてくるな。

　だが、いつなんだ？　この時代の俺は、どこにいる？

（分からない事が多すぎるぜ）

　雲を摑つかむような話を、混乱する頭で考えつつ……

　俺は、ふらり、と木に体をもたれかけさせてしまった。

　……疲れている。酷ひどく。

　２分程ほどとはいえ、潜在能力を[image: １００]％開放したせいだろう。

　黒套コクドが必死に回復を促うながそうとしてるのが分かる。

　左ひだり眼めの不完全な表示ガイドによると、妖よう刕とうは一いつ旦たん鞘さやに収めればいきなり３分また使えるようになる物ではない。つまり今すぐ再び抜刀したとすれば、残り１分弱しか使えないのだ。

　この辺りの構造は体感的に理解していた事でもあるが、抜かずに俺が休息すれば使用可能な時間も少しずつ回復していくらしい。

　ここは……

　焦あせってあてもなく鵺ぬゑを探すより、まずは少し休みながら情報を集めるべきだな。

　鵺も俺が追ってくる可能性は考こう慮りよするハズだ。となると、極超短波増幅砲メーザー・ピアスを準備するための時間が欲しいだろう。俺を見つけても、すぐに襲おそいかかってくるとは考えづらい。




　俺は見晴らしのいい車道脇わきまで出て、辺りを警戒しながら縁石に腰掛ける。

　だが、鵺は襲ってこない。

（戦闘中に双方休憩か。前ぜん代だい未み聞もんだな）

　すると車道には１台の中型アメリカン・バイク──ブラックメタリックのドラッグスターが通りかかり、少し離れたところに路駐した。

　女だ……というか、制服で分かる。居鳳高の女子だ。学校に来たんだろう。

　俺は立ち上がり、この時代で初めて会った人間に、

「……おい」

　今日が何年の何月何日なのか、それを教えてもらおうと思って声を掛けるが──

「……きゃっ！」

　女は俺を見るなりそのハーレーみたいなバイクを立ちゴケさせ、足で逃げていってしまった。

　き、傷つくなァ。元々女にモテるわけじゃないが、ああも嫌けん悪お感かんを露あらわにされると。

　転んだバイクが通行のジャマになっていたので、立たせてサイドスタンドを出し……

　ミラーで自分を見て、俺おれも声を上げそうになった。

　これは……怖いな。

　潜在能力開放オープンアクトの後遺症か、髪はバサバサ。顔面は血まみれで、右みぎ眼めの下は流血の跡が赤黒い涙の跡のようになっている。

　横顔を隠すように襟えりが立ち、腕と共に袖そでがちぎれ、足あし下もとの裾すそが破けた黒套コクド。

　腰に提さげた、２振りの黒塗りの刀。しかも片方は柄つかが無い。

　こんな魔人みたいなのに声を掛けられたら、そりゃ逃げるよな。

　……なので俺は自販機でミネラルウォーターを買い、とりあえず顔を洗う。

　さっきの誘雷でサイフの中の紙し幣へいは何枚か焦こげちまってたが、コインは全部無事だったよ。

　缶コーヒーやジュースのラインナップから、何となく時代も読めた。

　どうも、さほど過去でもないようだ。

（10年前とかってんじゃないな。３年ぐらい前か……？）

　そんな事を考えながら、改めてバイクのミラーを見るが──

　──血は洗い流したものの、まだ、怖いな。

　特に、右目。ぽっかり穴が開いちまってるのは何とかしたいところだ。

　見た目がアレだと、女子供には挨あい拶さつしただけでも『声掛け事例』とかで通報されちまうのが今日きよう日びの世の中だ。ヘタに逮捕でもされたら、何もできなくなるからな。

（とりあえず、目を何とかしないと）

　と思うと、妖よう刕とうが黒套のポケットに矢印を表示してきた。

　何か入れてたっけか？　と、ポケットをまさぐると──

　そこには鳳おおとり復活の前に家でキリコにもらった、小型のキリコボールが入っていた。

　よくよく見ると、目玉のようにも見えなくない。

「………」

　俺は……右眼の窪くぼみにそれを添えてから……一いつ旦たん振りかぶって、ばちん！

　左手で自分の顔を叩たたくようにして、キリコボールを叩き込んだ。

　するとまあ、計ったようにピッタリだ。即席の義眼になってくれたよ。

　改めてバイクのミラーを覗のぞきこむと、まあ、それなりに見れる顔にはなったが……何にせよ、怖いは怖いな。片目に投とう擲てき弾だんが入ってるってのも。

　なので、俺はバイクの後部にあった黒いゴム紐ひものネットを拝借し──

　独どく眼がん竜りゆう政まさ宗むねっぽく、壊れた方の妖刕の鍔つばで眼帯を作った。

「………」

　ダメだ。元々、悪魔みたいな服装だとは思ってたが……こりゃ本格的に魔人化してるな俺。

　何にせよ逮捕されそうな気がしてきたよ。

　まあ、残りの時間、警察に見つからないように──

　──とにかく、近づいていこう。この時代の俺おれに、そして、鵺ぬゑに。

　貘ばくにも言われたが、俺は近接戦専用の異能なんだしな。




　居鳳いのう高の女子生徒は、バイクにキーを挿さしっぱなしにして逃げていたので──

　移動用に拝借する事にした。一度乗ってみたかったしな、ドラッグスター。

　排気量は[image: ４００]ccもあるから、速度もかなり出せるだろう。燃料もほぼ満タンだ。ツイてる。

　俺は紐ひも状じようにしたネットをうまくハンドルに巻き付けて、左手一本でアクセルも引けるような細工をして……レザーシートに跨またがり、妖よう刕とうの指示に従ってエンジンを掛けた。

　ドルルルルル……と、改造マフラーが必要以上にカッコイイ音を立てる。

　俺はその単車でまずコンビニに向かい、スポーツ新聞を買って日付を確認させてもらった。

　──２０１０年11月19日。

　およそ、２年半前だ。

　居鳳高の様子に加え、これで更さらに実感が強まる。

　妖刕。荷電粒子砲メビウス。電離弾プラズマ。異次元空間。ＰパＡツＤド。アクアステル。鳳おおとり。死者の復活。およそ常人には理解も及ばない、異能の世界。そのトドメに──時間跳躍タイムリープを喰くらったってワケか。

　コイツは今度こそ、改めて気が遠くなっちまう話だよ。

　だが、その俺の正気をつなぎ止めるかのように──ハッ、と、日付の意味に気づかされる。

　俺は……この日の事を、覚えている。

　──分かってしまう。

　そこから、いろんな事が芋いも蔓づる式しきに分かってしまう。

　俺がこの時代でどこへ行けばいいのか、何をすればいいのかまで。

　驚おどろきと懐なつかしさが入り交じる、言いようのない感情を込めて──

「……」

　今や１つしかない眼めで、北へと延びる横よこ須す賀か街道を見渡す。

　──もしかすると、これは運命だったのかもしれない。

　始めから……いや、ずっと昔から、こうなる事は定めだったのかもしれない。

　俺の目の前にずっと続く、この一本道のように。




　日が暮れてきた。首しゆ都と高こう湾わん岸がん線から見える横よこ浜はまの空が、橙だいだい色いろを強めていく。

　左眼に移った『表示ガイド』は、だいぶ整ってきた。

　まだズレている部分や不ふ稼か働どうの領域もあるが、バイクの運転ぐらいワケは無い。

　左手でクラッチを切り、ガチャッ、と足でギアを切り替えて加速する。

（──今日は、大おお酉とり祭まつり──）

　俺おれは妖よう刕とうの方向ターゲツト指示ロケーターに従って本ほん牧もくＪＣＴを抜け、横よこ浜はまベイブリッジを渡っていく。

　この時代の自分がどこにいるのかも、思い出せている。

　神か奈な川がわ県川かわ崎さき市、多た摩ま河川敷近くの──鳳おおとり神社。

　そこに居いるはずなのだ。当時12歳だった、俺が。

　東京方面を遥はるかに見渡すと、夕ゆう闇やみには建設中のスカイツリーの影が浮かんでいた。

　あれは２０１３年にはとっくに完成していたものだ。ここは確かに──過去の世界なんだ。
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　──39％。

　それは精神科学開発センターの予知部が伝えてきた、『不連続体』の出現確率……被害者が出る可能性も、些さ少しようだがあるという。

　被害発生予測地域の中央は、神奈川県川崎市の鳳神社。

　その最も近くにいた防衛省直下のＥＳＰ──私に探索命令のメールが届いたのは、17時半。

　羽はね田だでのサテライト授業から下校するところでだった。

　人的被害を予防するためという建前で、可能ならその不連続体を確保せよという。

　不連続体とは──この時代に本来いないハズの、過去または未来の生命体。

　それらの収集・保護は、防衛省、警察庁、武ぶ偵てい庁、宮く内ない庁、賞金目当ての民間企業やハンター気取りの個人、外資が競って行っていることだ。

　中でも私たち防衛省は予知部と精神科学開発センターが人手を集め、他省庁・民間を大きく超えた成果を挙げている。

　実際、こんな低い出現確率の不連続体に探索の人員を割さける機関は防衛省ぐらいのものだ。

「──感じます。この辺りです」

　後部座席で私がそう呟つぶやくと、トヨタ・クラウンはハザードを灯ともし、静かに停車していく。

　窓の外には、河口付近の多摩川が海のように広がっていて……反対側には、紅葉した木々に覆おおわれた小山が見える。

　ダウジング用のＬ字形金属棒・Ｐｔプラチナアンテナを手に、意識を集中させると……少し感じる。

　どうやらここは神社のある小山。その裏口みたいな所らしい。

（山やま肌はだの、石段を上った先……）

　あの、お祭りをやっているらしい神社のそばに……いるような気がする。

　私はＰｔアンテナを収めた赤ランドセルを背負い、降車する。

　風が吹いてセーラー服のスカートが舞い、頭上からは椛もみじの葉が舞い落ちてきた。

　──『献』『奉』と彫られた石柱の間に立ち、私は石段の上を見上げる。

　そして、私の名前のような──祈るような形に、胸の前で手のひらを組む。

「……予感プレコグ有り。１６００ヒトロクマルマル、桃もも井い祈いのり、探索を開始します」

　不連続体の末路は消しよう殺さつ、隔離、或あるいは残ざん酷こくなまでの取り調べ。

　どの道、あまり幸せな未来は約束されていない。

　それが分かっていながらその探索に荷担しなければならない私もまた、幸せとは言い難がたい。

　クラウンの運転席から、女性自衛官の運転手さんが冷たい視線を寄よ越こしてくる。

「了解。現時刻を以もつて防衛省予知部・科調23─Ａ─89の権限は委い譲じようします。なお本活動中に君の身に負傷・死亡・アブダクション性の失しつ踪そうが発生した場合も、当局は一切関知しません」

　分かってますよぅ。それ、いつものお決まりのセリフだから言わなくてもいいのになあ。
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　ドラッグスターで多た摩ま川の河川敷沿いを遡さかのぼるように走り、鳳おおとり神社に続く裏道みたいな石段の下に辿たどり着く。

　普通は表参道から入るべきだが、それだと目立ちすぎる。このカッコで歩かざるを得ないんだから、できるだけ隠おん密みつ行動としたいところだ。

　ボロボロの鳥とり居いしかないこっち側には、人けが無い。俺おれにはちょうどいいルートだ。

　見上げれば、小山みたいな丘の上の鳳神社は明るい。

　酉とりの市──大おお酉とり祭まつりで、それなりに賑にぎわっている。

　大酉祭とは関東地方を中心にした風習で、鳳を祀まつる神社で行われる祭りだ。11月の酉の日に行われ、縁起物の熊くま手でなんかが売られ、参拝客で賑わう。

（この祭りの会場に……俺が、いるハズなんだ。12歳の俺が）

　俺は無言でバイクを降り、この影のような姿で石段を上り始めた。当時の自分を探すために。

　それなりに急な階段だが、準潜在能力開放セミオープンアクトなら何ともない。

　３段飛ばし、５段飛ばしで──どしんっ……！

「──！」

「きゃふ！」

　……しまった。誰だれもいないと思って、油断してた。

　俺は石段の踊り場で、女の子とぶつかって転がしてしまったのだ。

　ターンしようとしてた時にだから、衝しよう撃げきは大したことないものだったが……

「……すっすみません、すみません、すみません！」

　押し倒されたにもかかわらず、女の子がビクついた声で謝りまくってきた。

　手を上げ、Ｌ字の金属棒をＸ字にして頭上に掲げ……反射的になのか、頭を守っている。

「……ッ……！」

　そのネクラそうな少女の顔を見て……俺は、息を吞のむ。

（こ、この女の子は……）

　い、祈いのり……！

　祈だ。

　義理の義理とはいえ日々一緒に暮らしてきた妹の事だ。

　２年半前の姿でも、見間違える事はない。それにしたって、なんでこんな所に。

　この祈は……14歳の祈をそのまま縮小したような、小型の祈だ。胸は大幅に縮小されてるが。

　当時の俺おれが中１という事は、小５の祈か。

　か……

　カワイイな。

　やばいぐらいに可愛かわいいぞ。

　祈は──２年半後もカワイイが、これはこれでクラッとくるほど可愛い外見をしている。

　しかも俺に突き飛ばされて尻しりもちをついた拍子に膝ひざが立ってて、白いパンツが丸見えだ。

　一方、どうも祈の制服──セーラー服は体形に合ってないらしく、スカートは短いのに袖そでは余ってて手首どころか手のひらまでちょっと袖の中に隠れてる。マヌケだ。

　だがそういうマヌケさも含めて、守ってやりたくなる感じがする。
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「い──」

　祈、と言いかけて、俺は言葉を中断する。

　この時点で俺が祈の名前を知ってたら、おかしいぞ。

「──おいガキ」

　一応、起き上がるのに手を貸してやりつつそう言い直す。

　立ち上がった祈いのりは２年半後と変わらないＸ脚きやくで、もじもじと人見知りしまくっている。

「そのだな……ここはこれから、ちょっと危ねェ事になるんだ。ガキはお家うちに帰って、ママのオッパイでもしゃぶってな」

　なんでこんな昭和の不良みたいな喋しやべり方になってんの俺おれ。

　妖よう刕とうのせいで、喋りがどんどん男臭くさく……というか、ラフになっているんだな。イヤだなあ。

　この頃ころからＥＳＰだった祈をヘタに巻き込みたくはなかったので、言葉遣づかいはともかく追い払おうと思ってそう言うと……

　祈はサラサラの黒髪ロングを揺らし、もじもじと顔を伏せた。

「……あ、あの……ガキじゃないです、いの……あ、その、ええっと、ノリコっていう名前があります」

　偽ぎ名めいか。嫌われたもんだな。

　だがまあ、祈はこの頃から防衛省の子飼いだった。

　名前をみだりに言わないよう、偽名を使う教育を受けてるんだろう。

　でも、ノリコって。イノリと２文字合っちゃってるじゃねえか。

　付けるんなら丸っきり違う名前を考案しろよ。

「それと……母は、いません。去年亡なくなりました」

　と、俺に視線を合わせないまま小声で続けてきたので、俺も……目を逸そらしてしまう。

「……ン……そうか。悪わりぃ」

　そうだったのか。知らなかった。

　未来の祈は、俺と養子縁組される前の家族についてはほとんど何も話さなかったからな。

「──おいノリコ」

　と喚よぶが、祈はしばらく俯うつむいたままの状態から──

「あ、はい」

　と、顔を上げる。

　気づくまでのタイムラグ、すげえなオイ。

　偽名だってバレバレじゃねーか。トロい子だな。

「いいから、帰れ。神社の裏なんかウロウロしてたらオバケが出るぞ。妖あやかしって知ってるか？　俺はそういうオバケの一種を追って来たんだ。怖い目に遭あいたくなきゃ帰れって」

　俺の話に祈は驚おどろいた顔をして、

「民間の方かたですか。私たち以外にここに気づく人がいたなんて、驚きです」

「……？」

「私も仕事でここに来たんです。帰るワケにはいきません。その姿、あなたは個人の不連続体ハンターさんですよね？　まさかあなたが不連続体とかいうオチはないですよね……？」

　何か、俺おれはよく分からん誤解をされてるようだが……祈いのりは退ひかないな。

　なので俺は強引かつ大ざっぱに、

「ああ、ああ、そんなオチはない。だからほら、来た道を帰れ。お前は小学生だろ。高校生のお兄ちゃんの言うことは聞け」

　祈を押しやるようにして、ランドセルを押して階下に向かわせようとしたら……

　……こけっ。

「きゃふぅ……！」

　驚おどろくほど簡単に、祈は前のめりに転んでしまった。

　オシリを高く上げて、頭を１段下の階段に押しつけるようなポーズになってる。

　よ、弱っ……！　ていうか運動神経、なさ過ぎだろ……！

『チャンス→』

　などと妖よう刕とうが矢印を出しやがったので、つい見てしまうと──

「……っ……」

　また思いっきり、パンツ丸出しになっちゃってる。祈。今度は、後ろから見せる形で。

　しかも微妙に両りよう脚あしがハの字に開いてるもんだから、隠すべき白布が余すところなく丸見えだ。

「……ひ、ひゃあ！　すっすみません！」

　祈は手を後ろに伸ばしてスカートを押さえるが、丈たけが短い上に腰を上げているので隠せずにいる。

　それならそのオシリを突き上げる姿勢をやめればいいのに、と思ったのだが、祈はテンパるあまり姿勢を変えられずにいる。腰を上げて腰が抜けたという、いかがなものかな状態だ。

「すみませんっ、すみません！　ぱ、ぱ、ぱっ……ぱんっ……！」

　地上で溺おぼれてるみたいになった祈は、顔は見えないものの耳やうなじまで真まっ赤かにして恥ずかしがっている。ぼんっ、ぼんっぼんっ、と頭から湯気が出てるようにさえ見える。

　ドジとか、運動オンチってレベルじゃねーぞこれ。

（ていうか、パンツ見られといて『すみません』って……）

　我が妹があまりにもあんまりなので、俺はやむなく首根っこをネコ摑づかみして持ち上げ……

　フルフルしてるその足をソーッと地面に下ろして、立たせてやる。

　その作業も虚むなしく、祈はその場にＭ字開脚でしゃがみ、

「ふ……ふぇ……私は、ドジでノロマでマヌケな亀かめですぅー……！」

　両手の甲を目の下に当てて、あー……

　泣き出しちゃったよ。またパンツ丸見せで。

　パンツを見せた事に落ち込む姿勢で、またパンツが見えてる。どういう事なの。

　スカート内に気の回らないヤツだなぁ、俺の妹は。将来的にその性た質ちは直らないワケだが、パンツに油断がある。

　で、そのまま１分ほど泣いてた祈いのりは……

「……ひゃあ！」

　また自分の股またの間が俺おれに公開されている事に気づいて、慌あわててスカートを両りよう脚あしの間に入れた。

「み、み、見えてましたか」

　むぅー……と涙目で祈が俺を睨にらんでくる。

「……まあ」

「じゃあ教えてくださいよー！」

　祈は立ち上がって、ぐぐぐぐー、と下から上へ赤くなっていく。

　ぎゅぎゅー、とセーラー服の短いスカートを自ら握りしめて、それが自らスカートをたくし上げるようになってまたパンツが見えそうになってる。

　もうカンベンしてくださいよ。妖よう刕とう、お前も『チャンス！→』じゃねーだろ。

「どうして黙って見てたんですかぁ、小学生のパンツなんかを、大きなお兄ちゃんが……！」

　ぱかぽこぱかぽこ！　と祈は俺を叩たたいてくる。

「お、おい」

　銃で撃たれても後ずさらなかった俺だが、女の子には弱い。ぽこぽこ叩かれて、後ずさる。

　ふと気がつくと……マズい事が起きてるぞ。

　歩道から石段を見上げる女子高生の集団が、俺と祈を見上げてヒソヒソ話してる。

　妖刕が字幕表示をして、彼女らが『ロリコンだ』『ロリコンだよ』『ロリコンだね』などと、想像し得る限り最悪の誤解をしてる事が判明する。

（や、やばいだろこれは……ッ！）

　これは見ようによっては……どう見ても不審な黒ずくめの男が、とびっきり可愛かわいらしい女子小学生を神社の裏に連れ込んでイタズラしようとしてるような光景かもしれん。

　祈を追い払いたいところだが──

　通報されてお巡まわりさんに職質でも受けたら、祈本体がそばにいないと言い訳のしようがない。

　もし逮捕されたら、この時代の俺を守る事も、鵺ぬゑを見つけて斬きる事もできなくなっちまう。

　やむを得ず、俺は──

「よし、分かった。帰らなくていい。少し付き合えッ」

「ひゃうっ!?」

　祈を左腕で抱かかえて、階段を駆け上っていく。




　鳳おおとり神社は、その外側まで屋台がたくさん連なっていた。

　今はまだ参拝客も疎まばらなものの、これから仕事帰りの参拝客を迎えるとあって、どの屋台もフル稼か働どうしている。お好み焼き、タコ焼き、ベビーカステラ、リンゴ飴あめ……

「ほれ」

　キョロキョロしている祈いのりの顔に、買った綿わた飴あめを急に突きつけてやると──

「きゃっ」

　驚おどろいて、またパンチラしつつヘナヘナ座り込んでる。

　なんだか脅おどかすのが楽しい子だよな。高校生にもなって、女子小学生を脅かして楽しんでる俺おれもどうかと思うが。まあこれも妖よう刕とうが俺の心にもたらした獰どう猛もうさって事にしとこう。

　祈は俺に頰ほおを膨ふくらませていたが、綿飴はもらうらしく、ベンチに座ってもそもそ食べ始めた。

「……」

　ベンチの前から見てると、また微かすかにパンツが見えてるんだけどな。言ったら怒るかも。

　その布から目を逸そらすように、俺は周囲を見回した。

　参拝客は、まばらだ。

　もし鵺ぬゑがこの神社に張っているとしたら、この俺はもう見つかってるだろう。

　だが、仕掛けてくるムードは無い。

　これは……

（まだ休憩してるんだな）

　鵺は、極超短波増幅砲メーザー・ピアスを装そう塡てんしているんだ。

　いや。腕時計を見ると、こっちへ来てからもう１時間以上経たっている。鵺は再装塡できたと考えてもいいだろう。だが、すぐに仕掛けてこなかった所を見ると──仕掛けるタイミングを見計らっているのかもしれない。俺を見くびってはいないって事かもな。

　何にせよ極超短波増幅砲メーザー・ピアスとの戦い──

　それは、覚悟しよう。

　３発撃たせ切った時、妖刕の使用時間が残っていれば、俺の勝ちだ。なに、躱かわせばいいのさ。当たらなきゃハエも殺せねえ。あれは３発しか弾のないライフル銃みたいなもんだ。

　単純化すりゃ、向こうはライフル。使用回数、３回。

　こっちは刀。使用時間、１分。

　それで決闘しようって話だ。

　その時が来るまで、俺も休憩に時間を割さくさ。

　そうして、妖刕を使える時間を増やさせてもらおう。使用可能時間を表示してみると、52秒と出た。これを増やすんだ。１秒でも、２秒でも。その数秒で生死が分かれるかもしれない。

　そう考えていると、表示ガイドにスタミナ・ゲージが出た。何か食え、って意味だな。

（そう言われてみると、腹が減ってたな）

　それも、妙な腹の減り方だ。きっと妖刕を使ったせいだな。

　俺はサイフを開いて、焦こげてない紙し幣へいを手に……屋台の方へ歩く。

　食べたい物を本能のままに買うが──フランクフルト、ラムチョップ、焼き鳥のレバー──

　なんというか、血肉を食べたい。それも油っこいヤツを。

　アリスベルは異能力を使った後、イチゴ大だい福ふく……糖質とビタミンＣ？　を摂せつ取しゆしたがってたが、俺おれの場合は蛋たん白ぱく質しつと油分なのかもしれない。

　よし、食っておこう。今まで戦った後はよくブッ倒れて食事どころじゃなかったが、今回は継続戦だからな。

「うわ。それ全部食べるんですか。１万キロカロリーぐらいありそうですよ」

　と、俺が買えるだけ買ってきた肉にく々にくしいパックに祈いのりが驚おどろいてる。

「それだけ動くからな、俺は」

　左手一本だが、フランクフルトや骨付き肉は食べやすい。ヤキトリも一口で一気食いする。ていうか、鳳おおとり──鳥を祀まつってる神社で焼き鳥食べてもいいのかな？

　などと思いつつも、俺はまるで飲み込むように、祈が引くぐらいガツガツと肉を貪むさぼる。

　あっという間に食べ切ると──妖よう刕とうの使用可能秒数が58秒にまで増えていた。

　妖刕、お前意外と分かりやすい構造をしてたんだな。

　今までは寝て回復させてたが、食っても回復するのか。




　腕時計を見れば、暦こよみ鏡かがみの消失までは……あと18分。

　それまでに鵺ぬゑを仕留め、居鳳いのう高裏の森にある暦鏡まで戻らないといけない。キビシイな。

　俺はこの時代の俺自身を守るために見つけようと、お祭りムードの神社周辺をブラつく。

　何やら商売敵がたきを見るような目で、祈も勝手についてきている。

（てことは、足手まといを２人背負いながらの戦いになるわけか……）

　などと考えてたら、ホットミルクの紙コップを持っていた祈が──

　くいくいっ、と、俺の袖そでを引っ張った。

　これは未来の祈もやる動作だ。俺を引き留める時の。

「なんだよ」

　と見下ろすと、祈は、ぽけー……っと、射しや的てきの景品台を見てる。

　台にはいつの時代も変わらない子供騙だましのガラクタが並んでるが、祈の視線は丸っこい毛長ウサギのヌイグルミに釘くぎ付づけになってるようだ。

「あの、あれ……アンゴラウサギ、かわいい……！　あの、その、私、やってみますっ」

　どうも、あれが気に入ったみたいだな。

　祈はスカートのポケットからガマ口財布を……引っ張り出す動作でスカートをたくし上げ、またパンチラしつつ……

　テキ屋のお姉さんから、バネ仕掛けの銃とコルクの弾丸７発をもらった。

　そして、ムー。という顔をして、ボールみたいに丸いウサギを狙ねらう。

「あのヘンなウサギより、隣となりにあるアルパカの方が良くないか？」

「アルパカ……？」

　あ、この時代じゃまだメジャーじゃなかったんだな。アルパカ。しかも祈いのりは世間知らずだし。

「ほら、隣となりの羊みたいな、ヤギみたいなやつだよ」

「いやです。あんまり可愛かわいくないし」

　おい貘ばく。お前、この時代じゃウケないみたいだぜ。

　ぽこん。祈の弾は、ものすごい大ハズレで……ぽこん、ぽこん。どんどん外れる。おいおい。ヘタクソにも程ほどがあるだろ。何で台どころか床に当てるよ。

「……ん～……！」

　祈は涙目で狙ねらって、ぽこん。

　ちょっとズルイぐらい銃口をウサギに近づけて撃ったのに、また外してる。

「あーもう、貸せよ」

　見ちゃいられなくなったので、俺おれがライフルと最後のコルク弾を取り……

「言っとくが絶対アルパカの方がいいからな。２年半ぐらいしたら流は行やるんだから」

　と祈の方を見て喋しやべりながら、表示ガイドに任せて台の方を見ずに撃つ。

　ぽこん。

　ぺし。

　アンゴラウサギの額にコルク弾が当たり、ころん。台から落ちた。

　見ないで撃って当てたので、お姉さんも「おっ」と声を上げる。すみませんね。異能使って景品取るとか、ちょっとチートだったかもだな。




「ありがとうございます、本当にありがとうございます」

　何度も笑顔でお礼を言ってくる祈にアンゴラウサギを渡してやったら、祈の手が寒さにかじかんでいたので……

　手を握って温めてやりながら、歩く事にした。

　そうして、お兄ちゃんと妹みたいな感じで（実際そうなんだが）歩いていると……

　また、くいくいっ。

　祈が袖そでを摑つかんで、引っ張ってきた。

「なん──」

　なんだよ、と言おうとした俺は、息を吞のむ。

　そこには──

「あなたの目当てとは違うかもしれませんが、あの少年に声を掛けてください。彼は間もなく特殊な理由によって被害を被こうむる可能性がありますので、保護する必要があります」

　そう言って祈がコッソリ示す、少年は。

　──俺だ。

　２年半前。中１の頃ころの俺おれ自身……静せい刃じだ。

　当時の男友達２人と一緒に、酉とりの市で売られている縁起物の熊くま手でを眺ながめている。

（よかった、合流できた）

　祈いのりに言われるまでもなく、俺は静刃に近づいていき──

「おいボウズ」

　声を掛ける。

　振り向いた静刃は、

「……？」

　声を掛けてきた不審な風ふう体ていの男を見て、眉まゆを寄せている。

　だが、逃げ出すような素振りはない。

　本能的に分かるのかもしれない。他人じゃないって事が。

　俺も……俺の実物を前にして、少し緊張しちまうな。

「あの……声を掛けてくださいって、私がこの人に頼んで……」

　すごくコミュニケーション能力の無い感じで、祈が静刃に話しかける。

　するとそれをどう取ったのか、静刃の友達は２人して「おいおい」「逆ナンだよ静せいちゃん」などと静刃を小突くような仕草をしてる。そして気を利きかせたのか、去っていってしまった。

　そういえばこんな事があったような気もする。微かすかに、覚えているような気が……

「え、あ、その」

　と、わたわたする祈の方ではなく──静刃は俺の方を見上げてる。かなり、警戒した目で。

「お兄さん、どこかで会った事あるっけ」

「会った事は……物理的に有りえないんだが……」

　そう口走ってから、慌あわてて考える。

　静刃は俺に見覚えがあるような感覚を持ってるらしい。

　そりゃそうだ。年上とはいえ、本人なんだからな。

　だが『見覚えがあるのに会った事のない人物』……となると、どう自己紹介すればいい？

　困った挙げ句、俺は自分を見回してから──

「俺は……その、映画に出た事があるんだ。それで、ボウズも見覚えがあるのかもな」

「映画？　何て映画？」

　言えば言うほどドツボだな。余計に眉を寄せてるぞ、静刃が。

　俺みたいな風体のヤツが出てる映画なんて、そうそうないだろ。

（右腕も右みぎ眼めも無い、全部が左のキャラクターなんて……）

　と考えて、俺は思い当たる。

　矢や子こさんと２人で見損ねた、チャンバラ映画──

「──丹たん下げ左さ膳ぜん」

　と言うと、静せい刃じはそれを知らないといった顔だ。そうだ。この頃ころの俺おれはまだ、ソウルキャリバーの影えい響きようでチャンバラ映画に興味を持つ前だった。

　だが、もう言っちまった事は取り消せない。この話でムリヤリ押し通すしかない。

「俺はそのモデルで、役者としても出演したんだ。左さ全ぜん。左が全すべてって書いて、左全だ」

　これは丹たん下げ左さ膳ぜんの作者に申しわけないレベルの大おお噓うそだが、名前の文字だけは俺が考えた字に変えさせてもらう。それで勘かん弁べんしてくれ。

「左全さん、ってお名前だったんですね」

　祈いのりは俺を見上げて、記憶にメモするような顔をしてから──静刃に向き直っている。

「あの、こんばんは。今日はお友達と３人で来たのですか？」

　祈は誰だれに対しても敬語で喋しやべる。よく出来た子供だ。

「なんでそんな事お前に言う必要があるんだ」

　こっちのガキはイラッと来るな。自分に話しかけてくれてる美少女に、この物言い。って、これも俺なんだけどな。

　だが、俺という人間は子供の頃からそれなりに理解力はあったらしく──

　──ふう、と溜ため息いきをついて、

「何となく分かるよ。左全さんは、うちの親しん戚せきの人でしょ？　みんながお父さんの事で揉もめているのは知ってるけど、僕が１人だからって、お守もりを頼まれたとか？　別に子供に合わせてコスプレみたいなカッコしてこなくても良かったのに……」

　お父さんの事……

　ああ。

　この頃は、オヤジの遺産の事でけっこう一族が揉めてて……

　ちょっと、荒れてたんだよな。俺。

　だがまあその辺の精神的ケアはこの際、省略させてもらう。

　そもそも俺が俺に気を遣つかう謂いわれは無いしな。

「親戚……まあ、そんなもんだ。とにかく、少し一緒に歩かせてもらうぜ」

　と、俺は静刃の横につける。

　急に現れた俺と祈に気分を害したのか、静刃は先に歩き始めた。

　参道に続く石段を上り、拝殿に向かう感じだ。

　何にせよ、まずここは上う手まくいったな。

　鵺ぬゑより先に静刃を確保できた。人間レーダーの祈がいたお陰だ。

　後はこうやって、静刃をボディーガードをするようなノリで──

（さあ、来るなら……来やがれ）

　あるいはこっちから仕掛けてやってもいいんだぜ。

　……と、３人で石段を上っていると。

　今のが──以心伝心したか。

　俺おれには、分かる。

　妖よう刕とうの警戒表示も始まった。

　この感じ。ヤツの心が伝わってくる。邪じや悪あくで、ある意味純粋な、小気味よいほどの自己中。

　──鵺ぬゑだ。

　石段が……延伸しているように思える。いや、実際、してるんだ。

「２人とも、止まれ」

　俺は低く言い、２人をいつでも守れるよう近くに立つ。

　かつて瑠る姫きが作った絶ぜつ界かいも、階段がループするものだった。

　階段ってのは絶界にしやすい場所なのかもしれないな。

「……えっ……？」

「こ、これは……何？　幻げん覚かくですか……？」

　静せい刃じと祈いのりも、ようやく事態に気づいて俺に身を寄せてきた。

　もう、視覚的にもハッキリ分かる。

　周囲が、今までの光景じゃなくなってきている。

　地図の上に赤い半透明のシートを被かぶせたように、空の色が夕焼けより赤く──緋ひ色いろに変色し、さっきまで階段の終点にあった赤い鳥とり居いは増え、延伸した階段の先まで数多く続いている。

「──絶界だ。ここから出る事はできない」

　屋台や参拝客たちの気配は、もう無くなっている。

　俺、少年の方の静刃、祈の３人は、絶界──いわゆる異次元空間に囚とらわれたのだ。

　鵺は、この絶界の中にいる。

　守るぞ。この、戦う力を持たない子どもたちを。

　そうしないと、この俺と、２年半後の世界の祈がどうなるのか知れたもんじゃないしな。

「……」

　がちゃ、と、コートから黒くろ鞘ざやの妖刕を出すと──静刃と祈が息を吞のむのが分かった。

　だが、２人とも怯おびえるような目をしながらも俺からは離れない。

　子供にでも分かる、もっと敵っぽいヤツが──

　見えてるからだ。

　楓かえでの葉が舞う中、鳥居の上にしゃがんでいる……

「びょお、びょお、びょお。先刻さつきは春が、今は秋」

　……鵺……！

「妖刕を殺すのは桶おけ狭はざ間ま以来。現代刀と闘やるのは初めてだじょ」

　などと言いながら、鵺は……笑った。
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　その顔で分かった。

　鵺ぬゑは自分と互角に戦える異能──俺おれと戦う事を、楽しんでいる。

　つまり今、鵺の行動原理は単純に次の鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨのためだけじゃない。

　戦うこと、そのものなんだ。

（手段と目的がくっついた、ってとこだな）

　もし仮に戦う理由が無くなっても、もう止まらないな。アイツは。

　そしてその気分、今の俺……妖よう刕とうの静せい刃じには、分からなくもないぜ。

　刀は何かを斬きらなきゃ、床の間で飼い殺しにされちまうモンだからな。

「斬るぜ」

　それだけ言うと俺は、ずらり。空の緋ひ色いろを映す妖刕を、抜く。

　ばきっ、ばきばき……ばきばきばきっ。

　一いつ旦たん圧縮された全身の筋きん繊せん維いが、生ゴムを増ぞう殖しよくさせていくように体内で膨ふくれあがっていく。

　潜在能力開放オープンアクト──33％──67％──みるみるうちに上がる──98、99……[image: １００]％……！

　ベリベリッ、と、黒套コクドの下に着ていたシャツが破けていき……おいおい、これが俺か？　というプロレスラーみたいな大だい胸きよう筋きんが襟えり元もとから露あらわになっていく。

　──リリッ、リリッ、リリッ──

　初っぱなから、鍔つばが残り時間１分の断絶警報インデイケーターを響ひびかせる。

　ようやく馴な染じんできたバーミリオンの瞳ひとみが、ありとあらゆる斬り方を表示ガイドし始める。

　よし、よし。

　どう料理するか。

　そう思うと、にやり、と自分が頰ほおを引きつらせるように笑うのを感じてしまう。

「妖よう刕とう。お前は危険だじょ」

　鵺ぬゑが、オッドアイの目で俺おれを睨にらむ。

　とうとう、あの鵺にまで危険指定されたか。

　だが感かん慨がいにひたってるヒマは無ねえ。なんたってこっちは、あと１分しかないんだからな。

　──ドンッ！

　と、石段を壊すぐらいの勢いで蹴けって──

　俺は鵺に、突っ込んでいく。

　自分の体で、静せい刃じと祈いのりを隠すような位置を動きながら──

　バッ、と、上空に妖刕を一いつ旦たん自分の頭上に放る。ブーメランのように回しながら。

　そしてレイジングブルを抜き、バスバスバスッ！

　カスール弾２発、加えて殲魔女弾マツキバスターを発砲した。

　鵺はそれを厭いやがり、バッ、とスレスレで弾丸を避よける。

　カンのいいヤツだ。銃口を見た時点で楓かえでの林に跳とびやがった。

　鵺は楓の枝を渡り、俺たちとすれ違って斜面を下っていく。極超短波増幅砲メーザー・ピアスは来ない。

　俺もそれに応じて、階段を駆け下りていく。

　──リリッ、リリッ、リリッ──

　妖刕の断絶警報インデイケーターが鳴り続けている。それで空中の妖刕の位置が分かる。

　驚きよう愕がくの表情で階段を上がってきた子どもたちに、

「お前ら！　俺の体を盾たてにして、アイツから身を隠せ！　絶対、俺の陰から動くな！」

　そう叫んで──

　弾が切れたレイジングブルを捨てると同時に、今度はＭ１８８７をバスンッ！　バスンッ！　とスピンローディングしながら楓の林に発砲していく。

　散弾が楓の幹で木片を散らし、鵺は姿勢を丸めて更さらに後退する。

　すげえ。散弾を躱かわしてるぜ、鵺ちゃんよ。全部見えてるんだな、一発一発の弾子が。

　だが、こっちも見えたぞ。

　下っ腹の水着みたいな形の毛の中に一発、どうしても避けられなかった弾がメリ込んだのが。

「──美う味めえだろう、鵺ェ！」

　撃ち尽くした散弾銃も捨て、俺は自分の頭上から落ちてきた妖刕を手に取る。数秒、使用を節約できた形に──なってるな。

「おらよッ！」

　そしてそれを手に取った勢いを殺さず、その場でバックスピンして──ザクンッ！　元から石段側に傾いていた、楓かえでの木を斬きる。こっちへ倒れるように。

　更さらに、返す刀で大きな石いし灯どう籠ろうを叩たたき倒した。これも、石段側に倒れるように。

「うわぁっ……！」

「きゃあっ！」

　静せい刃じと祈いのりは驚おどろいてるが、いま倒したものはバリケードだ。お前たち２人を守るためのな。

　鵺ぬゑは石段を下ったところに姿を現したが、駆け上がっては来ない。

　距離……20ｍは、ある。

　だが、それは極超短波増幅砲メーザー・ピアスには不十分な間合いだぜ。

　その瞳ひとみがちょっとでも赤い光を強めれば、俺おれは駆け込む。そして、発射までの数すう瞬しゆんの溜ための時間で鵺の首を刎はねる事が出来る。

　そういう距離なんだ、これは。なぜそこに立った、鵺？

「鵺よォ。居鳳いのうヶが浜はまじゃ──死に神がどうのとか言ってたな。お前の方だったんじゃねえか？　死に神が取り憑ついてたのは」

　少し様子を見ようと、俺が話を振ると──

「くひひっ」

　鵺は額に汗を滲にじませて、強がるように笑いを返してきた。

「刀は人を殺あやめる凶器。妖よう刕とう使いは殺さつ戮りくの徒と。死に神は……お前だったんだじょ」

「お前の死に神が、俺ってことか？　観念したんなら、おとなしく首をよこせよ」

「くひひっ……ぶわぁぁぁかァ」

　さらに俺から距離を取った鵺が、邪じや悪あくな笑いと共に──

　極超短波増幅砲メーザー・ピアスが来るか？　いや、そういう感じじゃない。何かを……待っている？

　そこで楓の林から、ガサガサッ……！

「──うわああああああぁーーーっ！」

　鵺めがけて、俺が捨てた散弾銃を鈍器のように振りかざした──

（……静刃……！）

　12歳の静刃が、飛び出してきた！

　あのバカ……！

　鵺の手のひらが光っている。そこに空気の歪ひずみが見える。表示ガイドによればあれは『煽セン芭バ』。

　指向性対人地雷のように、手を向けた方向だけに圧力波が飛び出す式しきだ。

　鵺は静刃の方を向く。あの静刃を殺すつもりだッ。

　あれは間違いなく致命傷を与える。あの何の防御力もない、子どもの静刃には！

　俺は刀を咥くわえ───ドンッ！

　また石段を砕く勢いで蹴けり、ロケットのように少年静刃に飛びついて左腕で抱だき留めた。

　そして鵺に背を向けた時、

「きひひっ」

　鵺ぬゑの笑い声が、聞こえた。

（──この流れを、読んでやがった……！）

　そして俺おれの背中と後頭部で──バスンンンンンンンンッッッッ!!

　ジープの体当たりみたいに強きよう烈れつな一撃が、弾はじけた。

　俺は義眼と本物の目玉が飛び出さないよう、瞼まぶたを力一杯閉じる。

　衝しよう撃げきは体内を駆けめぐり、ブチブチッと喉のどから下っ腹まであちこちでいろんなモノが──骨、腱けん、血管、神経、内臓や腸、アァ、考えたくもねェ──壊れ、捻ねじれ、ちぎれた音が聞こえた。

　吹っ飛んだ俺が、楓かえでの木にぶつかる。

　だが自分の額と左ひだり膝ひざをぶつけて、腕の中の静せい刃じは抱だき続けて守る。

　跳はね返った俺は右足で地面を蹴けるようにして、なんとか石段を上方へと避難する。

　そこは石段の踊り場のようになっている中腹辺りで、すぐ横には駐車場があった。

　だが、静刃を駐車場に逃げさせてはダメだ。石段を更さらに上まで避難した祈いのりと、はぐれさせてはいけない。２人まとめて、俺が移動しながら盾たてとなって守らないと。

　俺は泣いている静刃を石段に立たせ、上へと向かわせる。

「そ、そこの瓦が礫れきの陰に隠れろッ！　俺の体を盾にしろッ……！」

　ベロベロと血を吐き、下した顎あごを真まっ赤かにした俺が妖よう刕とうを握り直した時──

　──リリッリリッリリッリリッ──！

　断絶警報インデイケーターが、速度を早めた。

　残り30秒……！

「う……うおおォォッ……！」

　全身を駆けめぐる激痛に堪たえながら、俺は下方の鵺へと振り返る。

　その、鵺の右の瞳ひとみが──

　──紅あかく……

　光ってる！

（来るッ、極超短波増幅砲メーザー・ピアス──！）

　俺は、バッ！

　左腕を広げて、こっちを見上げる鵺から子供たちを守ろうと身を挺ていした。まるで少年少女を守る、特撮番組のヒーローのように。

　メーザーは必殺の攻撃。そして発射までの時間は与えてしまった。

　だが撃つなら撃て。この黒套コクドを貫つらぬけるかどうか、やってみやがれ！

　だが──

　──鵺の照準が、おかしい。俺より上を狙ねらっている。

　それに気づいた俺が、妖刕をバックミラーにして背後の静刃と祈を見ると──

　──！

（バ、バカ野郎……！）

　さっき倒した石いし灯どう籠ろうの陰にしゃがんでいる祈いのりはともかく、静せい刃じが。

　その祈よりずっと上まで、背中を向けて逃げていってしまっている。

「は、離れるなッ！　戻れッ！」

　叫ぶが、ダメだ。静刃は戻ってこない。あれじゃあいい的だ。

　ニィ、と鵺ぬゑが笑って極超短波増幅砲メーザー・ピアスを放った、その時──

　──バシッ！

　鵺の鼻っ柱を、見えない何かが叩たたいた。

　パッ！　と、メーザーが緋ひ色いろの空を駆けて──静刃には、当たらない。

　鵺は顔を殴なぐられたようになって、照準が狂ったのだ。

（──！）

　あの光景、見覚えがある。

　うちに棲すみ着いたアリスベルを見つけた晩に、祈が使った超能力ＰＫ。確か、パルス・ニードル。

（超能力者ＥＳＰの技……！）

　妖よう刕とうに映る祈が、額を鵺に向けて力んでいるのが分かる。

「～～～んんッ！　んっ！」

　祈の声と共に、バシッ！　バシッ！　その見えない打撃が続く。

　あの技を、この時代の祈が使っているのだ。運動神経が悪くて役に立たないと思っていたが、ここ一番で──お手柄だぜ！

　大したダメージは与えられていないようだが、鵺の動きをしばらく止めてるぞッ……！

「……うおおおおおおッ！」

　俺は絶叫して、駐車場に駆け込むと──

　そこに停とめてあった古いＳクラスのベンツ、Ｗ１２６のリアバンパーを摑つかみ、ズル……ズルズルッ……と、石段まで引っ張ってくる。

　このでかい角張ったベンツを、バリケード材にするために引きずってきたと思ったか？　鵺よォ。俺はそんなに優やさしくないぜ。

　俺はその場にしゃがむと、左のテールランプ辺りを下から抱かかえるように摑む。

　そして、潜在能力開放オープンアクト[image: １００]％の力を余すところ無く──全身で、発揮する。

「～～～～～～～ッ……！」

　そして、トランクに側頭部を付けて……グッ…グググッ…メキッ……！　トランクの板金に額をメリ込ませ……表示ガイドによれば１・７トン以上あるベンツを、持ち上げていく……ッ！

（アイツを、殺すッ……！　そして、子供たちを……未来を、守るんだッ……）

　バツンッ、バツバツンッ、と俺の額や首筋で血管が破は裂れつしている音がする。

　バキッ、バキバキッ、と俺おれの奥歯が割れていくのが分かる。

　口から、鼻から、血が流れ出す。もう赤鬼みたいな見た目になってるだろうよ俺は。

　完全に頭上に掲げたベンツを、

「う……うおおおおおおおおおあああぁぁぁ！」

　がすんっ、がすんがすんっ！　巨大なサイコロのように転がして──

　それが、ずがんっ！　と石段の上の鵺ぬゑを巻き込み、半ば瓦が礫れきとなりながら共に階下へ転がり落ちていく。

　うまく──いった。いきすぎたぐらいだ。最終的にはこんな力ちから業わざで、鵺を撃退できるとは。

　いや……一いつ瞬しゆん見えたが、鵺はベンツを押し止とどめようとしていた。

　だが、それが出来なかったんだ。

　戦いが続いて、向こうも──自分が思っている以上に、消しよう耗もうしてた。そういう事なんだろう。

　だが、絶ぜつ界かいは解けてない。

　鵺はまだ、力を保てているって事だ。残念ながら。

　ゼェ、ゼェ、ゼェ、と、血をあちこちから垂らしながら息をする俺は──

　──石段を、上り始めた。全身ズタボロだ。痛くない所を探す方が難しいぜ。

　その途中で、妖よう刕とうの使用限界時間が来た。これで、終わりだ。

　潜在能力開放オープンアクトのパーセンテージが、少しずつ下がっていく中……

　その惰だ性せいの潜在能力開放を使って、腰を抜かして震ふるえていた祈いのりを左ひだり脇わきに抱かかえる。獰どう猛もうな方の俺は、女の子を抱える際はお姫様抱だっこじゃないんだな。

　そうして、少しでも鵺から遠ざかろうと──逃げる。

　静せい刃じも上がっていったのであろう石段を、無数に並ぶ鳥とり居いをくぐり、上へ、上へと。
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　人間よ。

　人間たちよ。

　愚おろかしく、醜みにくく、貧しく、弱き、不幸なものたちよ。

　お前たちはなにゆえ、無む為いに抗あらがうんだじょ？

　お前たちは何をやったって、どうせ報むくわれる事はない。

　それが、弱きお前たちの定め。逃れることのできない、お前たちの運命。

　お前たちにできることは──

　強きものを妬ねたみ、憎しみ、ただ鬱うつ々うつと何もせず一生を送ることだけだじょ。

　そんなお前たちからこそ、それはそれは美味な嫉しつ妬とのパフェが生まれるんだじょ。

　鵺はそんなお前たちの負の感情を食べて、世に夢と希望を与える魔法少女を生み出す……

　それはそれは尊とうとい、益えき獣じゆうなんだじょ！

　だからみんな、自分のダメさを嘆なげき悲しめ。

　どんどん負の感情を実らせ、無む為いに死んでいけ。

　なのにあの、弱者が立ち上がろうとする姿──

　原はら田だ静せい刃じ。妖よう刕とうの静刃。お前お前。お前だよ。お前のその、ド根性っぷり。熱血っぷり。

　──そいつは、いけないじょ。

　挫くじいてやらないといけないじょ。子供たちがそれ見てマネしたらどうするんだじょ。物事に努力して挑戦して、賢かしこくなったり、愛されたり、豊かになったり、強くなったり……幸せになったりしたら、どうするんだじょ！　リア充じゆうなんか公害だじょ！　許されざる存在だじょ！

　だから、妖刕の静刃。

　お前はここで死ぬべきなんだじょ。

　弱者が強者に勝ってはならないんだじょ。

　それは、不自然な事なのだから。

「……静刃なら……どっちでも、いいんだじょ……！」

　クソ重い車を、なんとか押しのけて……石の階段に、戻るじょ。

「どっちを殺しても、いいんだじょ」

　時間とは、自然の一部。

　自然は、生き物。

　歴史とは、時間の流れとは──物理現象ではなく、生化学的なものなんだじょ。

　だから歴史も生き物のように、壊されると自己修復をしようとする。

　つまり12歳の静刃を殺すと、高校生の静刃は死にやすくなる。

　ＳＦ映画みたいにパッと存在が消えるなんて事はないけど、歴史が矛む盾じゆんを自己修復しようとするんだじょ。なもんで『本来いなかった高校生の静刃』は、病気にかかりやすくなり、車に轢ひかれやすくなり、通り魔に遭あいやすくなり──戦えば、討ち死にしやすくなるんだじょ。

　なもんで、１発目ではガキの方の静刃を殺そうとしたけど……しくじったじょ。

　もう１匹のガキ。あのＥＳＰ。鬱うつ陶とうしいヤツだじょ。

　ＥＳＰってのは、魔女、魔法少女、妖あやかし、大体の異能と相性が悪いんだじょ。さっきのあの、見えない槍やりみたいな打撃。あれも防げなかったんだじょ。

　まずは静刃のどちらかを。

　次に、あのＥＳＰの雌めすガキを。

　順々に、確実に殺すんだじょ。

　なぁに。妖刕なんか、もう恐れることはないじょ。

　鵺ぬゑは頭の中で計ってたじょ。アイツが戦える残り時間は、もう無い。

　アイツはもう、正真正銘ただの手負い。何にもできない、死に損ない。役立たずなんだじょ。

　びょお、びょお、びょお。
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　──静せい刃じが暦こよみ鏡かがみに消えてから、１時間以上が過ぎた。

　鵺ぬゑに殺された少女たち──アリスベル、ビビ、矢や子こ、キリコは、それぞれ意識の戻り具合に差があるものの、確かに甦よみがえっていた。

　意識が比較的ハッキリしているのはビビだ。アリスベルと矢子は、まだクラクラしている。特に殺され方が酷ひどかったキリコは、朦もう朧ろうとしているが……脈拍や呼吸はある。

　私は彼女らに事の次第を語りつつ肩を貸し、あるいは背負って、一箇か所しよに集め……

　燃え尽きた後の、鳳おおとりを眺ながめている。

　鳳の破片は無数の火の玉と化して、風船のように宙へと舞い上がったのだ。

　火の玉たちはまるで意思を持っているかのように集まっていき、戯たわむれるように夕暮れの空へ高く舞い上がっている。

　私たちは無言でそれを眺め……ただ、呆ぼう然ぜんとしている。

　すると火の玉は太陽を追うように、西へ、ゆらいだ。

　そして、ひとかたまりになったまま流れ始める。

　地球の自転から置いていかれ始めたように、揃そろって、西へ。

　キラッ……と、光の塊かたまりからはぐれた輝きが１つ、２つ、西へ向かう軌道から外れた。

　それらは南北にズレた軌跡を描えがき、どこへともなく空を翔かけていく。

（欠片カラツトに……戻っているのだ……！）

　鳳は、死ねない。

　燃え尽きて死ぬと、それこそ鳥のように空へ上がり──

　空で欠片に戻り、散らばりながら飛んでいく。

　そしてまた長年を経て人々がそれを集め、伝承を忘れた頃ころに甦らせるのか。

　火の玉を見上げていたビビが──

「結局……結局……ウソだったんじゃない……！　あんたを信じて、ここまで来たのに……」

　その光を追うように、砂浜をヨロヨロと歩く。

「何よ……何なのよ！　バカ、バカぁー！　じゃあ、あたしはこれからどうすればいいのよ！　教えなさいよ！　教えてよ！　教えてよォーーーッ！」

　ビビの叫びが、浜に響ひびく。

　だが答える者はない。

　この私も、何も言えない。

　だが──

　１つだけ、分かっている事がある。

　それは、これは終わりではない、という事だ。

　私はこの目で見た。たった今。

　鳳おおとりの死は、再生でもある。

　これは終わりであり、始まりなのだ。

　そうして続く。

　いつまでも続く。

　そう、それは血で血を洗う争いと共に。それに関与する貘ばくと共に。私の食する恋と共に──

　続くのだ。

　不死の魂たましいを持つ、鳳のように。

「続くのだ……」

　──恋と闘争は、続く──
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　大きな狛こま犬いぬの間を抜け、注し連め縄なわをくぐり、大鈴を鳴らさないよう気を付けて拝殿に入り込む。

　中には既すでに隠れていた静せい刃じが、両りよう膝ひざを抱かかえて泣いていた。

　よし、これで合流できたな。

　俺おれは……気がついたら折れていた自分の鼻を、左手で摘つまんで──ゴキュッ、と、直す。

　ぼたぼたぼた、と、詰まっていた血が鼻から板の床に落ちる。

　ひでえ血のにおいだ。

　静刃や祈いのりのトラウマになるな、こりゃ。

　だが静刃と祈は、俺から逃げたりはしないでくれている。

　自分たちを守る者と悪者の見分けはついてるみたいだ。そこは面倒がなくて助かったよ。

（……寒い……血を失いすぎたか……）

　瑠る姫きに吸血クチナシでやられた時より酷ひどい出血だ。

　何もしなくても、このまま死にそうだぜ。

　準潜在能力解放セミオープンアクトに切り替わった、妖よう刕とうが──

　アラートと共に、目標方ターゲツト向指示ロケーターを出してくる。鵺ぬゑだ。この拝殿へまっすぐ進んできている。

「アイツめ、ここに勘かん付づいたか」

　姿を隠せば少し時間を稼かせげるかと思ったんだけどな。そんなに甘くはないって事か。

　向こうにはメーザーが２発残っている。体も……表示ガイドの移動速度から考えて、そこそこ元気そうだぜ。

　こっちには……

　もう１秒も使えない妖刕と、放ほっといても失血死しそうな俺。残りの武器は右の義眼として携帯してるキリコボールだけだ。しかしこれは非殺傷兵器。詰んだな。

　……とも思った、けどな。

　俺おれはまだ、子供たちを守りきる事を諦あきらめてない。諦めない理由があるんだ。

　ここへ来て、思い出したんだ。あの成層圏で鴉からすにフタを外された、古い記憶──その一部を。

　俺は覚えていたんだ。そっちの静せい刃じだった頃ころの、この神社の拝殿での出来事を。

　断片的にだが……覚えてるんだよ。この後のことを。俺は。

　あの時、俺を守って戦ってくれた『左さ全ぜん』は……俺自身だった、って事だ。

　そして──

（左全は……死ぬ。ここで）

　鵺ぬゑのメーザーを防ぐ方法は無く、俺はここで撃たれて死ぬ。それを俺は目撃してる。

　それは残念だ。無念だ。

　でも……

（──静刃）

　お前が、切り抜けるんだ。

　祈いのりを守って、生き延びるんだよ。きっと。いや、必ず。

　後は任せるぜ。それと、教えておいてやるとするか。ひょっとするとその辺の情報がうまいタイミングで思い起こされて、危険を回避できるかもしれないしな。

　と、俺は体育座りで震ふるえる静刃の元に歩み寄った。

　さっき鵺との戦いで俺の足を引っ張った静刃は、

「……ご、ごめんなさい……ぼくが、余計なことをしなければ……何もしなければ……こんなことには、ならなかったのに……」

　殴なぐられるとでも思ったか、怯おびえた声で言ってきた。

　アホウ。自分で自分を殴るワケねーだろ。それに今は、お前を殴る元気すらねえよ。

「静刃。ゲームは好きか」

　俺はもう知らないフリをやめて、静刃の名を呼ぶ。

　血が床に落ちる。俺の出血は止まらない。もう、生きていられる時間も残り少ないのだ。

　静刃は……震えながら、頷うなずいた。

「よし、よし。いい子だ。これから、どんどんやれ。パズルとかじゃなくて、戦うやつをやれ。殴るやつ、斬きるやつ、撃つやつをやれ。それがいずれ、お前の命を守る。それともう１つ──これからの人生、女に、近づくな」

「近づいたら、どうなるの」

　静刃が聞いてくるので、俺は苦笑いした。

（その結果が、ご覧らんの有あり様さまだよ）

　で、一応、女性差別的な事を言ってる事を祈に断っておこうと思ったら、あー……祈。またパンチラしてやがる。でもまあこれはスカートが破けてるからしょうがねえかもな。

　俺はもうどうせ死ぬので、防御も回復も無関係だ。黒套コクドの金具を外し……

　祈いのりのスカートの破けた部分に、被かぶせてやった。

　それで俺おれの右肩から先が無い事に気づいたらしい祈と静せい刃じに、俺は──まあ、見せておいてやるか。この話は、警告なワケだし。

　と、妖よう刕とうの鍔つばで作った眼帯を外し、義眼を取る。

　よく覚えておけ、静刃。男は、女を死んでも守ろうとする──女に近づくと、

「──俺みたいになる」

　そう警告してから……

　あとは、事後処理役になってくれそうな祈の方を向いた。

「祈。最後の手段だ。このボウズを使う。お前は後で、コイツの長期記憶ＬＴＭを封印シールしろ」

　俺が妖刕の表示ガイドに従ってＥＳＰの話をしたもんだから、祈は驚おどろいてる。

「む、難しいんだよ。そういう催眠術ヒプノテイズムは。既視感デジヤヴも残るし、逆に、人格に強い影えい響きようが出ちゃうことも多いの。記憶に、ひび割れた蓋ふたをするようなことなの」

「なら、ひび割れが完全には割れねえように一生見張れ。おい静刃、これを持て」

　俺の鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨは妖刕で幕を開けた。

　幕を下ろすなら、それが勝利であろうと敗北であろうと、妖刕でだ。

　と、俺は妖刕を静刃に押しつけた。

　本来、俺以外の人間が持つとやたら重くなる事のある妖刕だが──

　──静刃は、それを普通に手で受け取れた。

　そりゃそうだ。俺以外の人間に持たせたワケじゃねえんだからな。

　妖刕の刕は刀三つ。

　その一番上の刀を、取り替えるぜ。

　ガキでも静刃は静刃だ。妖刕を３分丸々使えるだろう。

「なんで……僕が、こんな物を持つの？　これは何？」

「こいつは、お前に本気を出させる刀だ」

「本気……？」

「男には、本気で、死んでも戦わなきゃならねえ時が１つだけある──女を守る時だ。だから女は危ねえのさ」

　その言葉に、静刃は祈の方を見た。

　俺はその静刃に、言葉を続ける。

　恐らく、俺の最さい期ごの言葉を。

「静刃。今が、その時だ」

　戦え、静刃。

「戦える仲間も全滅した。俺もこの出血だ、もうじき死ぬ」

　アリスベル、貘ばく、ビビ、キリコ、矢や子こさん、そして俺のカタキを取ってくれ。託したぞ。

「やっぱり片腕・一刀だけじゃ……お前らを守ってここから逃げ切る事は、できなかった。すまねえ」

　最後にそう謝って、子供たちに頭を下げる。

　本当に済まなかった。

　男が、女子供を守れなかった。それは恥ずべきラストだ。

　だが、赦ゆるせ。俺おれは命を以もつて、死を以てそれを償つぐなう。

　この命と引き替えにして、あの必殺の極超短波増幅砲メーザー・ピアスを１発は消費させてやる。

　そう決意した、その時──意外な事が……！

　──パッ──

　と、紅あかい閃せん光こうが拝殿に飛び込んできたのだ。

（……メーザーだ！　仕掛けるために、撃ってきやがったッ……！）

　この奇き襲しゆうは予想していなかった。

「伏せろッ！」

　俺は叫んで子供たちを押し倒し、自分の体を屋根にするようにして守る。

　ガラガラガラガラッ……！　と崩れ落ちてきた拝殿の屋根が、俺の背中に降りそそぐ。

　俺は静せい刃じも祈いのりも傷ついていない事を確かめ、なんとか瓦が礫れきを押しのけて──顔を上げる。

　もう──今の俺は、壊れて柄つかや鍔つばの取れた方の妖よう刕とうでの準潜在能力開放セミオープンアクト……それも機能不全に陥おちいっているのか、３％までしか上がらない状態の俺だ。

　何も、できない。こうして子供たちを瓦礫から守るので精いっぱいだった。

　顔を上げると──見える。

　真まっ赤かな空の向こう、鳥とり居いの上に猫のようにしゃがむ鵺ぬゑが。

　そして──見ている。ヤツも、俺を。

　既すでに赤く光っていた鵺の右みぎ眼めが、さらに光を強めていくのが分かる。

　極超短波増幅砲メーザー・ピアス。

　すぐさまの２発目か。これも予想外だぜ。

　だが、ヤツは俺を見ている。

　それなら、いい。

　撃て。それで撃ち止めだ。そうなれば……！

「──ッ！」

　キラッ、という真しん紅くの閃光が見えた次の瞬しゆん間かん、瓦礫に背中をぶつけるようにして──

　俺は、真後ろに倒れた。

　それに祈が息を吞のむ。

　ぱたぱたぱたっ、と俺の胸や顔に、いま飛び散った自分の血が降り注ぐ。

　胸……を、撃ち抜かれたんだな。それが分かる。

「……ああ……視える、視えるよ……！」

　俺おれの耳に、静せい刃じの声が聞こえてくる。

　左ひだり眼めだけでその姿を探すと──

　静刃は妖よう刕とうを下段に構え、膝ひざを震ふるわせていた。

「あ、あいつを……僕が、殺すの？　殺せる……殺し方が、分かっちゃうよ……！」

　その右眼は緋ひ色いろに輝いている。バーミリオンの瞳ひとみだ。

　静刃には『表示ガイド』が視みえているんだ。

　やった。機能してるぞ。妖刕が。

　後は静刃が動くだけだ。いける。勝てるぞ。

　その勝機を作るために、援護してやらないと。

　と、俺は左手でスフェリクル・ユニット──義眼を構える。

「……こ、殺せッ。殺せる。殺さない方が、難しいッ……」

　力なく言いながらも、俺はついほくそ笑んでしまう。

　そしてこの体に残る、あと僅わずかな力を使って──

　俺は義眼にしていた投擲ハンドフラツシユ閃光弾グレネードを、鵺ぬゑの方に投げつける！

　それが鵺の手前５ｍほどで炸さく裂れつする。白い光が辺りを覆おおい──これも成功だ。

　静刃に注目していた鵺は、閃せん光こうを直視してた。

　──今だ、行けッ！

「……いやだっ。あいつは、人の形をしてる……！　それを殺すなんて……！」

　閃光の中、明らかに立てている静刃の声は──

　戸惑ってる。

　マズい……！

「こッ、このクソガキっ……！　やれ！　殺せッ！　もう時間が無い！」

「いやだ！」

　光が収まって見えてきた静刃は、刀を抜いてすらいない。

　何やってやがるんだ！

　鳥とり居いの上では、閃光に萎い縮しゆくしていた鵺が……顔を上げ、胸を張り、立ち直ってしまう。

　いや、それだけじゃない。胸が……どんどん膨ふくらんでいく。空気を吸っている。どこまでも。

　あれはきっと──吼こう破はと同じような、咆ほう吼こう技わざ……！

「びょおおおおおおおおおおおおおオオオオオオオオオオオオオーーーーーーっ！」

　人間を怯おびえさせるために調律されたかのような、鵺の不快な吼ほえ声がこだまする。

　とっさに俺は左耳を左手で覆うが、右耳の鼓こ膜まくは破れそうだ。

　祈いのりも耳を手で覆い、顔を伏せ、涙目になっている。

　だが、静刃は──

　その声を真っ正面から喰くらって、恐怖に弾はじかれるように──バッ──！

　──妖よう刕とうを、抜いた。

　鵺ぬゑ。お前、最後の最後で、しくじりやがったな。

　その威い嚇かくでようやく、静せい刃じが──キレたぜ。

　男ってモンはな。追い詰められて、さらにそこで脅おどされるとこう思うのさ。

　──『ナメんじゃねえ！』──ってな。

　白はく刃じんが緋ひ色いろの空を映して煌きらめく中、静刃は、

「う……うおおおおおおおおおおおおおオオオオオオオオオオオオーーーーーーッ！」

　叫んだ。鵺の叫び声を打ち消すように。

　これは──未熟だが、吼こう破はだ……！

　その体から、バキ、バキバキ、と、筋きん繊せん維いが圧縮されていくような音が聞こえてくる。髪が逆立つのも見える。その相そう貌ぼうが、どこか冷徹さを感じさせるものへと変わっていく。

　がしゃ、がしゃ、と瓦が礫れきを踏み越えた静刃は──もう死に体の俺おれを見捨てている。

　そして明らかに、祈いのりだけを守る位置に立った。

　そうだ。それでいい。静刃。

　男はイザとなったら──女子供を優先して、守らなきゃいけないもんだからな。

　鳥とり居いからジャンプして地面に降り、境けい内だいを四つんばいで駆けてくる鵺に──

　すらっ。静刃は、妖刕を脇わき構がまえに引く。

　もう、その膝ひざや剣先は震ふるえていない。

　キレイな構えだ。

　ようやく、妖刕と心を通わせ始めたって感じだな。

　バキバキ、バキバキ……ッ、と、静刃の肩や背中、手首や首筋からも、さらに筋繊維が圧縮されるような音が響ひびいてきた。

　あの力の籠こもり方なら、十分だ。

　十分、斬きれる。相手が何者であっても。

「……へっ、へへ……ざ、ざまあみろ……お、俺たちの、勝ちだ……ぜ……！」

　倒れたまま、俺は笑って成り行きを見守る。

　咆ほう吼こうしながら飛びかかる鵺に、静刃はもう怯おびえる様子も一切無く──

　──ドォォォォォォォォォォォォォォンッッッッッッッッッッッッッッ！──

　空気を破は裂れつさせるような音を上げて、フルスイングの薙なぎ切りを放った。

　対する鵺は突進の速度を巧たくみに調節し、ある種のフェイントのような体たい捌さばきを見せ──

　静刃の横薙ぎを、紙かみ一ひと重えで躱かわす。

　──バカが。

　妖刕はそんな甘いもんじゃねえ。

　俺おれには表示ガイドで視みえていたが、あれは『炸さく牙が』。

　刀身の先端速度を瞬しゆん間かん的に超音速まで上げ、衝しよう撃げき波はでブッ飛ばす荒技だ。

　敵が斬ざん撃げきを躱かわそうが受けようが関係ねえ。その撃力を表す式しきも表示されたが、要は新幹線に撥はねられたのと同じ衝撃を喰くらうんだ。

　鵺ぬゑの機動力を見た妖よう刕とうは、瞬間的にその技を選せん択たくして静せい刃じに提案したんだろう。

　静刃の前方、角度にして扇形に60度ほどの空間が──

　瓦が礫れきごと、鵺ごと、それこそ炸さく裂れつ弾だんでも喰らったかのように何もかも消し飛んでいる。

　後方には炸牙の影えい響きようは見られないが、静刃も真後ろに吹っ飛んで……倒れている。

「……」

　俺は首を起こしてそっちを見るが……大だい丈じよう夫ぶ、静刃は気を失ってるだけだ。

　あれは炸牙の衝撃というより、妖刕を使った事による後遺症だな。

　俺も初めてビビと戦った後は、気を失ったもんさ。

（しかし……すげえ裏技もあったもんだぜ）

　と、俺は上体を起こす。

　裏技ってのは──炸牙ではなく、さっき俺が使った『避よけ襖ぶすま』という防御技のことだ。

　極超短波増幅砲メーザー・ピアスで撃たれる瞬間、妖刕が表示したのだ。体を特定の角度に傾けるようにと。

　表示の通りの位置まで傾けた瞬間、俺は撃たれたのだが……メーザーは、俺の肝臓と膵すい臓ぞうと胃の間にある隙すき間まを通過して、背中に突き出た。人間の胴体には僅わずかに、重要臓器の無い点が存在する。そこをわざと撃たせたってワケだ。

　その結果、俺は、胸を撃ち抜かれてもなお、死なずに……立ち上がれる。

　とはいえもちろん胸に風穴が開いたワケだから、重傷には違いないんだけどな。

（何でこんな技を知ってんだよ、お前ら）

　妖刕に頭の中で語りかけると、

『これはUnited States──アメリカでは、割とメジャーなスキルです。ＦＢＩ捜査官が拳けん銃じゆうで撃たれる時、最後の最後に使う技でして。でも、元々は戦国時代の日本人が胸に矢を受けても死なない場所と角度を研究して編み出した技なのです』

　金髪の方の刀精の声が、脳内に聞こえてきた。

　どう研究したのかはコワイから聞かないでおこう。どうせ人体実験だろ？

『そうです。当時、罪人の胴を──』

　あーもう。やめろやめろ。頭で思った事に一々答えるんじゃねえよ妖刕。

「……」

　俺は、フラリ、と歩く。九死に一生を得たな、こりゃ。

　祈いのりは倒れた静刃のそばに座り込んで、なぜか赤面しながら手当てを始めている。

　俺は足を引きずりながらそこに歩み寄り、瓦礫の中で祈から取れていた黒套コクドを拾い、改めて羽織る。生き延びたワケだから、生命力を回復してもらわないといけないしな。

　そして、カチャ……と、静せい刃じの妖よう刕とうと鞘さやも拾い上げた。そして納刀し、杖つえにして歩き出す。

　静刃はこれから、この妖刕の事をしばらく忘れて生きる。

　祈いのりが、記憶を封印するからだ。

「………」

　絶ぜつ界かいが、解けていく。

　周囲の光景は、神社の裏の林に戻っていく。祭りの音が、少し遠くから聞こえてきている。

　林の向こうには車道を挟はさんで河川敷があり、河口近くの広々とした多た摩ま川が見える。

　俺おれは落ち葉を踏んで、仰あお向むけに倒れていた鵺ぬゑの所へ向かった。

　絶界が保てなくなったということは、多分──と思った通り、鵺は──

　……死んでいた。

　真まっ赤かな楓かえでの枯れ葉のベッドに、両手両足を広げて横たわり……まるで、熟睡してるように。

　だが、その体は微動だにしない。

　妖刕も『死亡確認』と表示をする。

　さすがの妖あやかしも、カウンターで入った炸さく牙がの直撃にはかなわなかったワケだ。

　祈がちょっとこっちを向いたのが分かったので、

「見ない方がいいぜ」

　背中越しに呟つぶやき、一応、片手でホトケを拝んでおいてやった。

　死んじまったら敵も味方もないからな。

　だが悪いな鵺。手を合わせる事は出来ねえんだ。お前に片腕を持ってかれちまったからな。

　まあ、これも自じ業ごう自じ得とくだと思え。

「あ、あの、左さ全ぜんさんもケガを……」

　振り返った俺に、祈が語りかけてくる。

　俺の事も介かい抱ほうしてくれようってのか。そっちの静刃と同時に。同じ人間を同時に介抱とか、こんなの史上初の出来事なんじゃないかな。

「……いや、俺は行くところがあるんでな。急いでるんだ」

　俺は……ヒビ割れた腕時計を見る。

　さすが国産の時計はまだ動いていて、俺がこっちへ来てから85分が過ぎた事を示していた。

　予想された、暦こよみ鏡かがみが閉じる時刻まで……あと、８分か。

　そんな短時間で、居鳳いのうへ──元の時代へ、どう帰りゃいいんだ。ヘリでも強ごう奪だつするか？

　半ば諦あきらめムードの俺は大きく息をつき、車道へ向けて坂を下り始めた。

　そして祈とすれ違いながら、

「精神科学開発センター……だったか？　防衛省のお迎えが来たら、あの鵺の死し骸がいを片付けてもらいな。葬そう式しきぐらいはやってやれ。悪党だが、えらく長生きしたそうだしな」

　そう告げて、その場を去っていく。

　この時代の愛らしい祈いのりも、これで見納めか。

　祈は……この時期、既すでに防衛省に所属するＥＳＰだった。

　おそらくこの戦いは、祈の証言によって記録に残るんだろう。

　そしてあの静せい刃じは異能の人間とされて、政府に目を付けられ──

　いずれ、居鳳いのう高へ入れられる事になる。

　その原因を作ったのは……妖よう刕とうを握らせた、俺おれ。

（つまりあれもこれも、俺が自分で蒔まいた種だったってワケか）

　俺は苦笑いし、痛む足を引きずり坂を下っていく。歩くのすら一苦労だ。

　今度こそ、もう小学生とケンカしても勝てないぐらいの状態だな。

　バイクの運転もしんどそうだが……何とか、頑張らないと。２年半後へ帰れなくなる。

「──誰の葬式をやるつもりだじょ？」

　その声に──

「──ッ──！」

　俺は、楓かえでの林を振り仰あおぐ。

　坂の上では、

「……さっきのはマジで死んだかと思ったじょ。いや、マジで死んだじょ」

　鵺ぬゑが、立ち上がっている……！

　なぜだ。

　さっき、死亡を確認してるのにッ……

「──殺した程度で勝ったつもりかや？　鵺は妖あやかしじょ。甘く見るな」

　居鳳いのうヶが浜はまで俺が言ったセリフを返してきながら、鵺は右みぎ眼めを光らせ始めた。

　あれは……極超短波増幅砲メーザー・ピアス……！

「生き返ったら──死んでた間で『緋ヒ箍コ來リ』が１発冷却再さい装そう塡てんされてたのは、儲もうけもんだったんだじょ」

「い、生き返った……？」

　俺は妖刕を抜くどころか、杖つえにして立っているので精いっぱいだ。

「フヒッ。鵺は居鳳ヶ浜でフェニックスに願ったんだじょ、『命をもう１個よこせ』っとな！　それを８回やって不死に近づこうとしたけど、『同じ願いは複数回叶かなえられない』と言われてそこで打ち止めになったんだじょ」

　──ギンッ！

　という音と共に、鵺はその場でのけぞった。

　祈が──震ふるえながら、鵺に額を向けている。超能力ＰＫの打撃技だ。

「お前は……縊くびり殺してやるんだじょッ！」

　だんっ！　と跳とんだ鵺ぬゑが、両脚で祈いのりの肩と顔を上から蹴けりつけた。

「きゃっ！」

　と声を上げて倒れた祈の上に、そのまま鵺が立つ。

　そして──

　──俺おれを、睨にらみ付けてくる。

「殴なぐり殺す、蹴り殺す、絞め殺す──妖よう刕とうの静せい刃じ。お前は、何殺すにしようか？　そうだじょ、喰くい殺してやるんだじょ」

　来る……鵺が……ッ！

　妖刕は──ダメだ。１秒も使えない。黒套コクドも生命維持で精いっぱいだ。

「鵺は貘ばくと違って、食しよく糧りようの消化にも慣れてるじょ。どれ、強い男のキモを食わせてみい」

　対抗する手が、もう俺には無い……ッ！







【　Episode 12　刻ときの結晶　】




「──妖刕の静刃。まずその鬱うつ陶とうしい妖刕を棄すてて、ただの静刃になるんだじょ。お前の刀でお前をアンコウみたいに吊つるし切りにしてやるじょ。黒服の中のも手放せや」

　ぐぎっ、ぐぎぎっ……と、鵺は獣けもののようなツメを生やした足に力を込めていく。

　その足は気絶した祈の顔を踏みつけており、そのまま引き裂さきかねない勢いだ。

「わ、分かった。妖刕を捨てる。だからその足を離せっ」

　俺は杖つえにしていた妖刕を放り、服の中に納めていた妖刕の残ざん骸がいも捨てた。

「きひっ。静刃。お前のハラワタを引きずり出して、生きたまんま喰らってやるじょ」

　鵺が右みぎ眼めを紅あかく光らせて笑い、べろん、と舌なめずりした──

　その、次の瞬しゆん間かん。

「──？」

「……？」

　俺と鵺は、同時に同じ方を向いた。

　この小山の斜面、楓かえでの林に向かって……

　海のように広い──多た摩ま川の河口付近を回り込むようにして、何かが飛来しようとしている。彗すい星せいのように、水すい蒸じよう気きの尾を曳ひいて。数は、１つ、２つ、３つ……６つ。

　近づいている。その未確認飛行物体は赤い金属盤で、細長い盾たてのような形をしている。

　あれは──

「ＵＡＶドローンビット……？」

　つい口をついて出たが、あれはキリコが開発した兵器。自律飛行するＰパＡツＤドの一部だ。

　そのビットたちにエスコートされるようにして、河口から回り込んできたのは……

「……！」

　鵺ぬゑが、言葉を失う。俺おれもだ。

（……クリムゾン・ベル……！）

　それも、俺と成層圏へ行った時より各所が蛍けい光こうカラーにピカピカ光っていて、パワーアップしてるように見える。

　背部には航空機搭載レーダーみたいに環かん剱けんが装着され、その環剱の上では黄こ金がね色いろの光の粒がグルグル回っている。荷電粒子砲メビウスだ。だが、まだ撃てるような大きさじゃない。

　妖よう刕とうにつま先で触れて、視力を高めると──

「──！」

　ネコミミっぽい集音機を付け、赤いメガネ形のＨＭＤを掛けたパイロットは……やっぱり、

「……アリスベル……！」
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　鵺。

　私、今、モーレツに怒ってますよ。

　殺されて怒らない人間はいませんからね。

　ＵＡＶビットが鵺にレーザーサイトを当てると、鵺は坂を上へと後退していきます。

　これで静せい刃じ君を人ひと質じちに取られる事もなくなりました。

　ＨヘツドＭマウントＤデイスプレイ内に映し出された拡大映像では、小山の山頂付近まで退ひいた鵺は──

　──右みぎ眼めを緋ひ色いろに光らせ、こっちに狙ねらいを付けています。

　私が暦こよみ鏡かがみで過去に渡る前に貘ばくが警告してくれた、極超短波増幅砲メーザー・ピアスですね。

　ですが、私に狙いを定めるのが少し遅かったようです。

　私の荷電粒子砲は、まだ砲撃までに時間がかかると考えたのでしょう。

　ですがそれは読み間違いですよ、鵺。

　こちらはもう、砲撃可能。

　光弾はみるみるうちに、環剱の上でバレーボールほどの大きさになっています。

　クリムゾン・ベルが環剱を適切なスピードで逆回転させる事で、荷電粒子砲は装そう塡てんの時間が３割も短縮されているのです。

　更さらに、クリムゾン・ベルは鵺ぬゑを撃ちやすい角度に環かん剱けんを傾けていきます。

　女騎士同士が長大なランスでお互いを突き合うような、その射程の交こう錯さくの瞬しゆん間かん──

「──荷電粒子砲メビウス──」

　……パッ……

　音もなく、光弾がＰパＡツＤド背部から発射されます。

　一拍遅れて、小山側から──反撃の極超短波増幅砲メーザー・ピアスが夕空に放たれて──

　私の光弾とすれ違おうとした深しん紅くの光の帯は、恒こう星せいの重力に囚とらわれた彗すい星せいのようにシュルシュルと吸収されていってしまいます。光弾の、中へ。

　荷電粒子砲とは、力を吸収し散さん逸いつさせる攻撃。

　あらゆる攻撃を無力化する、空飛ぶ盾たてでもあるのです。

　観念なさい、鵺。

　これを撃たれたら最後。

　撃ち合いとなれば、荷電粒子砲に勝てる射撃式しきはこの世に存在しないのです。

　そして私の光弾は、もう何も出来なくなった鵺に……

　静かに、命中しました。

　続けて、ビキニみたいな形に生えていた鵺の体毛がマイクロビキニのように小さくなるのが見えます。なかなかモーレツな光景です。

　ビビが『服ふくビリ』と称していたこの追加ダメージは、何が何でも残るものなのですね。

「……着陸シークエンスへ移行して下さい。脚部ユニット、ダッシュホイール、ギヤダウン」

　インカムマイクを通じ、クリムゾン・ベルにそう伝えると──

　ブーツみたいな脚部ユニットから、インラインスケート状の車輪が出てきました。飛行機が滑走路に降りる前に車輪を出すような感じで。

　私は、鵺を警戒するように円陣を組んで滞たい空くうしていたＵＡＶドローンビットたちを、その母艦であるクリムゾン・ベルへと呼び集めます。

　そして、一列になって還かえってきたＵＡＶビット群と雁がん行こう編隊を組み──

　低空飛行して人目を避けつつ、静せい刃じ君のいる小山へ飛びました。

（──魔女と先端科学は、どちらが強いか？）

　鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨでは決戦の度たびに、そのような問いかけをしながら戦ったものですが……

　それは今にして思えば、狭きよう量りようだったと気づかされますね。

　魔女と科学を組み合わせれば、もっと強くなれる。そう、このように。

　それが新しい、そして真の答えだったのです。

　そしてそれはきっとＥＳＰも、魔法少女も同様。

　だから、私たちは戦うだけではなく……戦いがあったとしてもその後は共に手を取り合い、お互いの力を合わせていくことでもっと強く──

　そして、もっと素晴らしい存在になっていけるのです。

　私は今、そう信じています。

　その時が来るまで──私たちはずっとずっと、共同戦線コミユニテイであるべきだとも。
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　クリムゾン・ベルが、夕空を優ゆう雅がに旋回している。

　そして神社の側からは見えない河川敷の上を低空飛行し、こっちに近づいてきた。

（まさに、ワンマンアーミーって感じの勇姿だな）

　あの戦闘機みたいなクリムゾン・ベルに、天下無双の荷電粒子砲メビウスが搭載されてるとか。

　戦国時代よろしく日本刀を振り回してる自分が骨こつ董とう品ひんに思えてきたね。

　と、俺おれは──拾い上げた妖よう刕とうに、苦笑いする。

　そしてお姫様を迎えるため、顔をグローブでゴシゴシ拭ぬぐい、胸の風穴も黒套コクドで隠した。

　バサッ──という風圧が吹き付けてきて、落ち葉が舞い上がる。

　クリムゾン・ベルは、航空パワード・スーツ。だが航空機とはいえ操縦者の足があるから、滑走路が無かろうと、斜面だろうと、木々の間にでも問答無用で着陸できるらしい。というか、着陸してきた。マクロスのバルキリー、そのガウォーク形態みたいな感じで、俺のそばに。

　ホオズキの殻からみたいにＰパＡツＤドのアーマーを寄せて、降り立ったアリスベルは……

「遅くなってすみませんでした。クリムゾン・ベルのセットアップに少し時間が掛かりまして。こっちの時代へ来てからも、静せい刃じ君の行き先を探すのに手間取ったのです。探索式デイテクトを用いたり、神か奈な川がわ県警の無線を傍ぼう受じゆしてそれっぽい盗難バイクの行方ゆくえを追ったり……」

　こんな時代のこんな所に来たってのに、涼しい顔だ。

　というか、俺に会えたのが嬉うれしいような表情さえ見え隠れさせている。

「さすが、赤いヤツは強いんだな」

　俺がクリムゾン・ベルの赤い装甲板を見ながら言うと、

「？」

　アリスベルは小首を傾かしげて、ツインテールと前髪を簾すだれみたいに揺らしている。

　あーあ、もう。カワイイ仕草だなあ。こんな兵器乗りこなしといて。

「キリコに怒られるぜ。ロボットアニメの基礎知識、知っとかねえと」

　まずは元気なフリをするため、軽口で迎えるが──

「……静刃君っ、腕と目だけじゃなく、体も負傷して……！」

　やべ、一いつ瞬しゆんでバレた。

　顔を上げると、アリスベルはクリムゾン・ベルを装備したまま口元に手をやって驚おどろいてる。

「い、いつもの事だ」

　俺は誤ご魔ま化かすように左手を振り、

「それより、そこに子供が２人いる。俺おれと鵺ぬゑの戦いに巻き込まれたんだ。２人とも気を失っているが、大した傷は無い。並べて寝かせてやってくれ」

「は、はい。静せい刃じ君……すぐに貘ばくも来ますからね。それまで気を確かに、頑張ってください。手当てしてもらいましょう」

　心配そうにこっちを見ながらも、駆動音を上げつつ──

　アリスベルは、気を失っていた祈いのりの方へと歩み寄った。そして、

「対象接触30cm前までマニュアル、そこからはオートで。パワーローダー・マニピュレーター、バイラテラルから、オート時にはコンプライアンス制御してください」

　クリムゾン・ベルに語りかけて、機械の腕で祈をそっと抱だき上げている。

　すげえ……操縦、上じよう手ずだな。ＰパＡツＤドの制御システムをよく理解してるみたいだし。女だけどメカに強いのかな、アリスベルは。ていうかＰＡＤにも敬語で喋しやべるんだなお前。

　などと１個しかない目を丸くして見ていると、

「えっ……この子は……？」

　アリスベルも目を丸くして、祈を見てる。

「貘も来てる……って言ってたな。ここが２年半ほど前の時代だって事は把は握あくしてるか？」

「え、ええ」

「この子どもたちは、この時代の祈と俺なんだよ。説明はまぁ、後でしてやる」

　そう言いつつ俺は時計を見て、こっちに来てから95分が経過した事に眉まゆを寄せる。

　──暦こよみ鏡かがみ消失までの時間を、回っちまってるぞ。

「だが……どうするアリスベル。多分だが……もうお前も帰れないぞ。２年半後に」

「そうでしょうね。監視用に、居鳳いのうに１台ＵＡＶドローンビットを置いて来ましたが──もう、暦鏡は消失したようですし」

「助けてもらって言うのも何だが……何で来た。鳳おおとりはきっと、お前の願いを叶かなえたぞ。願いの叶った時代に残れば──」

　落ち葉のフトンに子どもの静刃と祈を寝かせたアリスベルは、

「──静刃君」

　俺の言葉を遮さえぎって、腰に手を当てた。

　そして眉をキリッと吊つり上げた顔で振り返る。

「私はあなたに助けられたから、助け返そうと思ったのですよ。当然の事をしたまでです」

「アリスベル……」

　俺とお前が出会った、あの日──

　あの桜の林でビビと戦った時も、お前、同じ事を言ってたよな。

　義理堅がたい、生き真ま面じ目めな子だ。

「……それにしてもだよ。鵺みたいな危険な敵を追って、過去まで来るなんて」

「私がキリコと戦った時、自分の命を顧かえりみず助けに来てくれたのは誰だれでしたか？」

「それはアレだ、俺おれは男だからだ。女を助けるために戦うとか、そういうのは男の仕事だろ」

「静せい刃じ君？　男が男がって、何でも背負わないでください」

　ちょっと頰ほおを膨ふくらませて、からの……

「今の時代は、女だって戦うんですよ」

　にっこり、と笑うアリスベルの美少女顔に……

　俺は、言葉を失ってしまう。

　あー、ダメだこりゃ。逆らえねえ。

　分かった分かった。この口ゲンカ、俺の負けだよ。

　俺は妖よう刕とうの静刃。プラズマ魔法少女、ＰパＡツＤド、次元使い、妖よう怪かい……なんでも叩たたッ斬きってきた。都市ひとつ丸ごと殺さつ戮りくできると謳うたわれたそんな俺にも、手も足も出ない相手がいる。

　それは同じクラスの、隣となりの席の、かわいい女の子。

　古来どんなに強きよう靱じんな戦士でも、撃げき墜つい王おうでも、プロレスのチャンピオンでも──男ってやつはみんな、女には弱かったんだろうよ。俺もご多分に漏もれず、ってこった。




　ＵＡＶドローンビットが空から舞い降りてきて、クリムゾン・ベルの背面に合体していく。翼つばさや尻尾しつぽみたいなノリで左右対称に並んでいったが、後から７枚目のビットが河口側から飛んできた。そのビットをサーフボードみたいにして乗ってきたのは──

「貘ばく……っ」

　アリスベルも言っていたが、やっぱり来てくれてたんだな。貘も、過去こつちに。

　ビットの作る気流で枯れ葉が舞う中、２ｍぐらいの高さから飛び降りてきた貘は、

「詰めが甘いぞ、静刃」

　シリアスな表情で、くたばった鵺ぬゑの方へと歩いていく。

　俺もその後をフラフラついていくと……

　いない。

　鵺が。

（──しまった。逃げたか）

　足あし下もとには……バラバラと、黄色い宝石が落ちている。

　貘が青い欠片カラツトになった時の、黄色バージョンみたいな石だ。

　拾い上げると、内部にサラサラと流れる砂のような遊色がある。

　と、いうことは──

「鵺は報復を怖おそれて、肉体をアクアステルに変えて魂たましいを逃がそうとしたのだろう。近くに獣けものの形をした置物やヌイグルミはないか」

「ケモノの形……？」

「私たちは、そういった形状の物体にしか魂たましいを移せないのだ。鵺ぬゑのアクアステル化は私の式しきと原理が少し違ってな。10年は魂を保存できるが、魂の容いれ物まで数ｍしか移動できない」

　貘ばくが周囲を見回す中、心当たりのあった俺おれは──

　気絶している祈いのりの傍かたわらに、しゃがんだ。

　そのスカートのポケットの膨ふくらみが、ギク、と焦あせったように微動してる。

　クリムゾン・ベルから降りてきたアリスベルと共にそれを見ていると、貘もやってきて……祈のポケットに手を入れ、中から……

　さっき射しや的てきで取った、アンゴラウサギのヌイグルミをつまみ上げた。

　じーっ……と、３人の視線が集まる中、アンゴラウサギは……

「………」

　ストラップから垂れ下がったまま、つぶらなお目々で虚こ空くうを見てる。
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　そこで唐とう突とつに、半はん獣じゆうモードの貘がキシャーッ！と犬歯を剝むいてコワイ顔をした。

　すると、「ひい」とアンゴラウサギはその長い耳で目を覆おおう。

　やっぱりそこに魂を逃がしていたんだな、鵺は。

「さてどうしてくれようか。お前の欠片カラツトを祭りの夜店で売りさばこうか。ヌイグルミのお前を、洗せん濯たく槽そうで溺おぼれさせようか。なんといっても、私はお前に２度殺されているのでな」

　立ち上がってニッコリと微笑ほほえむ貘に──

「……まいったじょ……」

　鵺ぬゑはグッタリと耳や手足を垂らし、とうとう観念したようだった。

「腹ぁ切らすんなら介かい錯しやくはするぜ。どこが首かよく分かんねえけどな」

「とりあえず、鵺のアクアステルを集めますね。ある種、身柄のようなものですし」

　と、俺おれとアリスベルは鵺の欠片カラツトを64個拾い集め……

「鵺。今後は一度殺した私たちのために働け。その命尽きる前に皆がお前を赦ゆるせば──アクアステルを返してやろうぞ。さもなくば、お前は死ぬのだ」

　無期懲ちよう役えきと死刑を組み合わせたような判決を、貘ばくが下している。

　俺とアリスベルは顔を見合わせ……他ほかの被害者のみんなにも意見を聞きたい所だが……今は聞けないワケだし、とりあえず鵺の断罪は貘に任せる事にした。

　それから──アンゴラ鵺を手に、くるり、と振り返った貘が、

「静せい刃じ、よくぞ戦い抜いた」

　俺の右みぎ頰ほおをそっと撫なでてきた。

「ここまで傷ついた体で……全く、なんという男だ……いや、男とは本来皆こういう存在なのかもしれないな。現い代までは皆、この平へい穏おんの時代にその男らしさを秘めているだけ……」

　半はん獣じゆうモードでも、美人の貘は美人のままなので──

　少しウットリと俺を見つめてきたその表情に、俺は少しドキッとしてしまう。

　おいおい。元気だな、俺の中の『男』とやらよ。

　だがよしとけよ、コイツは人間じゃない。俺に雑種融ゆう合ごうの趣味は無いぜ。

　と、少し失礼な事を考えつつも……俺は、貘に頭を下げておく。

「済まなかった、貘。俺が過去に突っかけたせいで、結局お前まで来る事になっちまったな」

「案ずる事はない。なにせアリスベルが強引にあのＰパＡツＤドを駆って、お前のいる過去へと飛び入ってしまったからな。お前たちが行ったなら、私も行かなければ──」

　貘はそう語りながら、楓かえでの木の下を歩き……くるり、と振り返ってきた。

　そして少し謎なぞめいた、悪戯いたずらっぽい笑顔でこう付け加えるのだった。

「──腹が減ってしまうからな」




　消失してしまった暦こよみ鏡かがみを、改めて鵺に作らせたいところだったが……アンゴラ鵺には暦鏡は作れないし、そもそも暦鏡とは過去へのトンネルしか開けられないものとのことだ。

　つまり俺たちは、鵺に勝つことはできたが──『過去の世界に取り残される』という大きな代だい償しようを払う事になったのだ。

　だがそれに落ち込むヒマもなく、その後の俺たちはけっこう忙しい１日を過ごした。

　まず小山を河川敷へ下り、クリムゾン・ベルともども産業道路の鉄橋下に隠れ、この時代の静刃と祈いのりのために救急車を呼んだら……道には救急車ではなく、自衛隊の小型トラックが来た。なるほど。２年半前のこの辺から、俺おれは国に目を付けられ始めたんだな。

　俺がクリムゾン・ベルの上で貘ばくに応急処置をしてもらう間、アリスベルが買い出しに行ってくれて……とにかくまた腹が減っていた俺はビッグマックを持てるだけ買ってきてもらい……16個、１人で平らげた。

　その光景にアリスベルはドン引きしてたが、自分だってイチゴ大だい福ふくを20個買ってきて食べていた。五十歩百歩だと思うぞ。

　俺たちの食事中に、アリスベルが買ってきたＯＬみたいな服を着て人間モードに戻った貘はどこかへ行き──軍用車みたいなハマーＨ２に乗って帰ってきた。

　俺たちはそのハマーに乗り込み、ホイールモードにしたクリムゾン・ベルを牽けん引いんして公道を南下する。

　これもどこからか手に入れてきたシャネルのサングラスを掛けた貘は、

「──私たちではＰパＡツＤドのメンテナンスが出来ない。クリムゾン・ベルはしばらくガレージに温存しておこう」

　と、後部座席の俺たちに運転席からミラー越しに言ってくる。

　しっかりしてるな、貘は。今後どう行動すればいいのか、きちんと計画があるようだ。

　俺はもう疲れ果てて、車内でウトウトしている状態だ……もう、何も考えられない。

　ここは貘に任せよう。

　俺の隣となりできちんと膝ひざを揃そろえてお嬢様座りしてるアリスベルも、少し眠そうだ。

　インパネの時計を見れば、まだ夜も浅いのに──と思い至って、俺はある事に気づく。

　この眠さは、未来から過去へ渡った際、時刻も異なっていたせいなのだ。

（──ある種の、時差ボケみたいなもんか）

　と、俺は黒套コクドを毛布のようにかぶって……眠りに、落ちる。




　夜、車内で目を覚ますと、ハマーは居鳳いのう高の裏で停車していた。

　秋の虫が鳴く校舎裏の林に３人で侵入し、暦こよみ鏡かがみのあった所を見てみたが……

　待機していたＵＡＶドローンビットが木陰から出てきただけで、そこにはもう何も無かった。

　──未来には、帰れない。

　改めて、それを思い知らされる。

　暗がりの中……夜よ目めが利きくらしい貘が、何やら落ち葉の下に埋めて隠していたらしいモノをせっせと回収していた。




　この時代では空あき家だった我が家だが、門もガレージも鍵かぎはそのまま使えた。

　ハマーとクリムゾン・ベルをそこに入れ、玄関の鍵も開ける事ができ……

「シーツは無いんだが、ベッドと毛布はあるハズだ。悪いが、２人ともマットレスの上に直接寝てくれ」

　とにかく休みたかった俺おれがそう言うと、時差でおねむのアリスベルは、将来の自分の部屋がある２階へと上がっていった。

　だが、貘ばくはそれを見送ると──

「……よし、静せい刃じ。ちょっと来い。早ければ早い方がいい事だからな」

　俺の左腕を摑つかみ、どこかへ連れていく。

　家の電気は使えないので、暗がりの中を引っ張られて行った先は……風呂場だ。

　なんでこんな所に来たんだ？　と俺が暗がりで小首を傾かしげていると──ちい。

　貘がタイトスカートのジッパーを下ろす音が聞こえた。

「お、おい。貘。なに脱いでんだ」

「不衛生にならないようにするから安心しろ。だが、お前は上半身裸になれ」

　暗がりにちょっと光る貘の碧あおい目が、たくし上げたらしいブラウスで一いつ瞬しゆん見えなくなる。

「ハダカにって……な、何するつもりだよ」

「手術だ」

　──手術？

　と、眉まゆを寄せる俺の前で下着も脱ぎ、ハダカの上に医療用のエプロンをしたらしい貘は……

「これとこれを、お前に繫つなぎ直す」

　すでに浴室に持ち込んでいた、あれとあれを持ち上げて見せてきた。

「うッ……」

　それらを見せられて、俺はさすがにマジ引きしてしまう。

「こら静刃。その態度は何だ。これはお前が親おや御ご様さまから分け授かった、大切な血肉なのだぞ。それにこういったものは、戦場にはよく転がっているものだ。男なら見慣れておけ。それともまた、妖よう刕とうに男気を借りるか？」

　貘がバカにするように言ってきたので……俺は苦笑いして、服を脱ぐ事で回答に代えた。

　まあ、ほとんど何も見えない暗がりでよかったよ。




　俺は、曇くもりガラス越しの月明かりしかない風呂場で横になり──

　貘による手術を、受ける。

　鍼はり麻ま酔すいをかけてもらったお陰で、痛みは無い。

　だが、薬品や器具を順次作りつつ、防ぼう腐ふ・消毒・滅菌の式しきを合間合間にかけつつになるので片方３時間ずつの大手術になるそうだ。

　カチャ、カチャ……

　と、正座した貘が金属製の器具を使って──

　まずは、右腕の方から施術を始めてくれている。夜よ目めが利きく貘には、灯あかりは要いらないらしい。

「で、どうする静せい刃じ」

「何がだよ」

「戦役は終わった。これから、妖よう刕とうをどうする」

　クイッ、と、縫ほう合ごう糸しのようなものを引っ張る音がする。

「どうするも何も。もう俺おれは妖刕の一部、刀の１つになっちまったしな」

「……それでいいのか。今後も」

「いいワケないだろ。いずれ別れられる方法が見つかったら、別れるさ。でもな……」

　俺は少し闇やみになれてきた左ひだり眼めを向けて、裸エプロンの貘ばくに言う。

「しばらくは共生する。また昔のビビみたいに襲おそって来るやつがいるかもしれないし、妖刕と別れるために妖刕を頼る事態になるかもしれない」

「皮肉な事だな」

　カチャ、カチャ……

　と、貘が施術を続ける。その他ほかに音は無い。静かだ。

「お前はどうするんだ、貘。鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨが終わって、これから」

　逆に俺が尋たずねると──

「うむ……それがな……」

　貘は少し、困ったような声になる。

「まだ、アリスベルと共にいなければならないようだ」

「……？　そういや今さらなんだが、お前とアリスベルは、どういう関係なんだよ」

「私はアリスベルの味方をする、一種の契約を結んでいてな。それは鳳おおとり復活と共に契約解除となるはずだった。ところが鳳は、この過去──現時点から見ると、まだ復活前でな。契約が解除されていないのだ」

　なんだか複雑な話だが、要はまだしばらく味方でいてくれるってワケか。

「２年半後に帰る方法については、私に心当たりがある。まずは実験などで時間がかかるが、その後でお前たちに手伝ってもらう事もあると思う」

　貘がそう言った辺りで……動かせる感覚はまだ無いものの、右半身に重みが戻ってきたのが何となく分かってきた。繫つながってきたんだな。右腕が。




　明け方までかかった手術は、両方とも終わり──

　俺は右眼に眼帯をし、右腕を包帯で吊つった状態で風呂場から出た。

　ちなみに、水圧は弱かったが水道は一応使えた。

　なので俺は、貘に介護してもらいながら体も一応洗えている。

「──とても腹が減ったが、手術は成功だ。まずは骨、腱けんと筋肉、神経、動脈と静脈、皮ひ膚ふを外科的に繫げた。明日以降は順次、薬理的、魔術的な施術で接合を仕上げていく。右腕と右眼、合わせて七日七晩はかかるぞ。よく寝ておけ」

　自身もシャワーを浴びた貘ばくが、朝日で明るくなりつつある脱衣所に平然と出てくるので……

「わ、分かった。ありがとうな、貘」

　俺おれはコクコク頷うなずきながら、脱衣所を後にする。

　一晩かけて、エログロ両面でちょっと刺激の強いものを色々見ちまったな。

　いかがなものかと思うぜ。青少年の教育に、こういうの。

　気分転換に外の空気を吸いたいところだが……荒れ放題の庭に出るのも気が進まない。ので、２階のバルコニーから外階段を伝って屋根の上に出る。

　転げ落ちないよう妖よう刕とうを咥くわえ、バランスを保ちつつ上がった屋根には──

　アリスベルが、朝日の中に立っていた。

　その足あし下もとには、カモメが何羽かアリスベルを怖がらず留まっていたが……俺の気配を感じてバサバサと飛び立ち、空高くにいる群むれへと合流していく。

　南の空──遠い香港ホンコンの方角を見ていたアリスベルが、俺の方へと振り向く。

　そして、俺の腕が１本から２本に増えている事に驚おどろいたような、ホッとしたような目をした。

　俺は少し苦笑いして妖刕を抱かかえ、アリスベルのそばに腰を下ろす。

「貘は……鳳おおとりに、私の願いを伝えてくれたそうです」

　静かに、アリスベルが語る。

　アリスベルの、願い。

　両親の復活。

　それは、鳳の能力で叶かなえられる願いだった。

　実際、俺はあの居鳳いのうヶが浜はまで南の空へ飛んでいった２つの光を見ている。あれはきっと、その願いを叶えに飛ぶ光だったのだろう。

　どのような形でなのかは分からないが、アリスベルの両親は甦よみがえったのだ。

　死者を甦らせる能力が鳳にある事は、居鳳ヶ浜で実証されてるしな。

「それを貘に聞いた時は、やり遂とげたという思いでいっぱいだったのです。未来の世界では、お父様とお母様は生きている。そう思うと……今も、胸がいっぱいです」

　アリスベルは故郷に思いを馳はせるように、目を閉じる。

「でも……今け朝さ、ふと思ったのです。今までの私にとっては鳳が、そして戦いが全すべてだった。その鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨが終わって、これから私は……どう生きていけばいいのか……」

　再び開かれたアリスベルの目は、不安げなものだった。

　その感情は──分からなくもない。

　願いを叶える。アリスベルはただ一直線に、そのために生きてきた。

　そのために戦い、戦い、少女時代の全てを犠ぎ牲せいにしてきた。

　その甲か斐いあって、願いは叶ったが──

　アリスベルは、その先を考えた事がなかったのだ。

　それは、今まで歩いてきた道が急に無くなってしまったような感覚なのだろう。

「じゃあ、お前も俺おれと同じスタートラインに立ったわけか」

　妖よう刕とうを抱かかえたまま、俺は朝焼けの水平線を見ながら言う。

「同じ……？」

「これからどう生きていくか。それを探す、スタートラインだよ」

　俺は──

　元々、自分が生きる道を探す事から逃げてた。

　過去を怖おそれて、未来に向かう自信すら失っていた。

　そしてただ無難に無難に、何もせず──時間だけ流れさせて、歳としだけとっていたんだ。

　だが、目覚めの時は来た。

　アリスベル。

　お前の、おかげで。

　お前と出会ったあの夜、俺は過去に、そして未来に立ち向かう事を宿命付けられたんだ。

「これから、どう生きていくか……」

　アリスベルが、俺の言葉を繰り返す。

「ああ。それを探し、見つける場所へ──戻ろう。アリスベル」

　文系、理系、芸術系……世の中にはいろんな人がいて、それぞれ自分に合った学校に通う。

　俺たち異能の人間は──

「戻ろう。２年半後の、居鳳いのう高へ。帰ろう。Ｘ組へ。俺と一緒に、みんなと一緒に、またあの学校で勉強しよう。そこで一緒に学ぼう。探そう。これから、どう生きていくか」

　──居鳳高。

　ビビがいて、キリコがいて、矢や子こさんがいて、セアラ先生や八や九く藻も先生がいる……

　あの教室へ、帰るんだ。

「貘ばくは未来に帰る方法に心当たりがあるって言ってた。それを手伝って、未来へ帰る。それが今の俺たちの目標だ」

　俺がそう言うと、キラッ──

　アリスベルの胸から、例の流れ星が青空に転げ出る。

　そしてアリスベルは、

「はい」

　ようやく、笑顔を見せてくれた。

　こっちまで笑顔になってしまうような、モーレツに可愛かわいい笑顔を。




　貘は朝イチでドコモショップ居鳳店に行き、半パカの携帯を３台買ってきた。

「この時代はまだ、スマホよりガラケーが主流だったんだな……」

「ニュース記事も興味深いですね。政権与党も違いますし……」

　などと微妙に未来人らしい会話をしつつ、俺おれとアリスベルは番号やメアドを改めて教え合う。

　一方、貘ばくは携帯で電話をかけ……

「よし、では成約。即日入居する。夕方までに家具を揃そろえておいてくれ。北欧人のインテリアコーディネーターが間に合わない？　ではイケアで間に合わせておいてくれ。ベッドはキングサイズを各寝室に……」

　何やら、通話してる。どうも横から聞いてる分には、不動産業者とらしい。

　そして、ぱたん。

　ちょっと気取った手つきでケータイを閉じ、

「買ったぞ」

　と、俺たちに流し目してきた。

　ひょっとして……と、俺とアリスベルは顔を見合わせる。

「ここでは居鳳いのう高の者たちが勘かん付づかぬとも限らないからな。引っ越すぞ」

「……何を買ったんだよ」

　一応聞くと、

「分ぶん譲じようマンションだ」

　やっぱり……！

「東とう横よこ線せん沿線で、渋しぶ谷や区くにある。居鳳へのアクセスも横よこ浜はま経由で悪くはない」

「し、渋谷にマンションって……幾らしたんだよ」

　聞かない方がいいかもと思ったがつい聞いてしまった俺に、

「諸経費込みで、５億５千万円だ」

「ちょっ……！」

　手術は平気だった俺が、これには卒倒しかける中──

「貘っ。そんな高いモノを、私に断りもせずに……！」

　なんだかムダ遣づかいする亭てい主しゆに怒る嫁さんみたいなノリで、アリスベルが言っている。

　しかし貘は涼しい顔で、スッ。

　小さく、野球の塁るい審しんがやる『セーフ』みたいな仕草をした。

「２人とも案ずるな。不動産とは投資だ。私の記憶によれば、この部屋は２年半後にはむしろ値上がりし、今の買かい値ねと同じ売うり値ねで売れるのだよ」

　どうもコイツは２年半、タダでそこに住むつもりらしい。その分の家賃は丸々節約できる。

　富める者はこうして、さらに富める者になっていくんだなあ。

　でも、未来人が投資って……貘お前それ、ちょっとズルくないか？

　ていうか、どうせやるなら大おお儲もうけできそうな物件を買えよな。なんでそうしないんだ？




　３時頃、ハマーで乗り付けた渋しぶ谷や区く代だい官かん山やまのマンションは……36階建て。

　都心にあるのにゆったりした構えで、駅徒歩１分。スーパーや薬局、小こ洒落じやれたレストランが併設されてて暮らしやすそうだ。建物内には屋内プールまである。

　億ションってヤツだな。見み紛まがうことなき。

　居鳳いのうの我が家は、広かったが……超絶古いし、どこをどう改築したのか分からない状態だし、横よこ須す賀か市の外れの居鳳、そのさらに外れに建ってるから実は激安物件だ。

（こんなガチの金持ち地区、歩いた事もないぜ……）

　貘ばくは「少し早く着いてしまったから、２人で近くを散歩してこい」と言い残して、ベッドやテーブルを運び込む業者を監督しに行ってしまう。

　なのでジャマしないように、俺おれとアリスベルはマンションの周囲を散歩するが……

　周囲にはその億ションを取り囲むように、ブティックやヘアサロンが乱立している。

　……オシャレすぎる。

　アリスベルは元々がお嬢様だから違和感無く歩けているが、俺は場違い感バリバリだよ。

　服は貘が買ってきてくれたユニクロセットでごまかせてるが、眼帯して、腕吊つって、包帯で巻いた日本刀片手に歩くべき街まちじゃないぞ。絶対。




　街を２人で見物していると、貘から「すき焼きの食材を買ってこい」と電話が来て……

　俺とアリスベルは２人で、マンションの１階にあった綺き麗れいなスーパーマーケットで買い物をした。なんか同どう棲せいしてるみたいで気恥ずかしいな。２人でああだこうだ言いつつ食料品を買うとか。

　それから並んで入った居住区ザ・タワーのエントランスは……

　マンションというより、超高級ホテルのような感じだ。

　足あし下もとはホワイトマーブルやローズピンクの大理石で、ロビーにはガラスのオブジェがある。

　居住者共用のテラスを眺ながめつつ待ったエレベーターに入ると、内部が木目調。

　しかも中にベンチがあるよ。

「お金持ちはエレベーターに座って乗っちゃうのか。参ったな」

「私のお父様が所有していたビルのエレベーターにも、よくベンチはありましたよ」

「……お、おう」

　などと庶しよ民みん＆お嬢様な会話をして33階に上がったエレベーターホールは、34階まで吹き抜け。

　異能には物もの怖おじしない俺でも、ここまで連打されてきた億ションの凄すごさにはクラクラで……

　フローリングの木のニオイがする部屋に入城するなり、妖よう刕とうを杖つえにして座り込んでしまう。

「おかえり静せい刃じ、アリスベル」

　女社長みたいなシャネルのスーツ姿で俺たちを迎えた貘は、ここがよく似合ってる。

　アリスベルに続いて部屋に上がると、内装が……これまた洒落しやれてる。

　俺おれの家みたいにレトロな感じでもなく、瑠る姫きの絶ぜつ界かいのように絢けん爛らん豪ごう華かでもなく、スッキリとしたデザイン性の高い北欧系の家具でまとめてる。これは貘ばくの趣味なんだな。

　俺は板張りの、とても広いベランダに出て──

　地平線の果てまで続く、東京の街を眺ながめる。地上はまるでミニチュアだ。




　ＩＨクッキングヒーターのキッチンで、アリスベルが料理をして……

　その晩は、みんなで鍋なべを囲んですき焼きを食べる事になった。

　昨日は春だったが、今は秋。鍋物の美お味いしい季節だからな。

　俺はダイニングルームで、アリスベルが小皿に取り分けてくれたすき焼きをいただく。

「……貘。この家、即金で買ったのか？」

「私は銀行口座を71口座持っている。その中には向こう２年半チェックしなかった口座が複数あってな。その１つに繫つながるカードで買ったのだよ」

「カードで家買うとかって……すげえ話だな。限度額いくらなんだよ」

「限度額は無い。私のクレジットカードは、プラチナカードの上に位置するブラックカードというものだ」

　怖こえェー……

　ぶっちゃけ、異能系のトンデモ話より貘のブラックカードの方がコワイね。

「というわけで２人とも、聞け。食べながらでいい」

　貘は自分も形だけよそってもらった食材を前に、顔をキリッとさせた。

　そして、

「私たちは今、時空幾き何か学がくで言う不連続体──時間漂流者となった。鵺ぬゑは実行してしまったが、時間跳ちよう躍やく系の魔術は禁きん忌きにして至難の業わざ。魔学史上その実じつ践せんの記録も少なく、何が災わざわいするか分からないものだ。自分たちが過去に居いるという事実の意味については、保守的に考えた方が無難だろう」

　なんか難しい事を言い始めたな。

「──時間とは自然の一部。過去への移動とは、一種の自然破壊なのだ。従って、ＳＦ映画のような言い方をすれば……我々は歴史に与える影えい響きようを最小限にしなければならない」

　いきなりマンション買ってるヤツがどの口で言うんだよ、と思った俺は、

「せっかく来たんだ。ケチ臭くさいこと言わないで、たとえばこの時代の貘とかにあれこれ教えてやるべきじゃないか？　いつ何が起きるから気をつけろ、とか」

　妖よう刕とうをイスに立てかけたまま、左手で箸はしを使い、ゴハンを食べる。

「過去への過か干かん渉しようが自分に何をもたらすのか、静せい刃じ──お前は身を以もつて知っているハズだ」

　貘の口調は、厳しい。

　まあ、確かに……

　そもそも俺おれが異能の世界に首を突っ込むハメになったのは、過去に渡ってきて出しゃばった、その自じ業ごう自じ得とくだったワケだしな。

「運命とは綱渡り。今我々が生きているのは、細い綱の上を運良く渡りきれたからに過ぎぬ。そのバランスを崩すと、次は渡りきれなくなる可能性がある」

　そう語る貘ばくに、

「でも、すでに私たちは過去に干かん渉しようしていますよ。行動を控えても、バタフライ効果は起きてしまうのではないでしょうか」

　アリスベルまで、なんか難しい事を言い出した。

　やばいぞ。これは俺だけ会話から置いてけぼりにされるパターンだ。

「バタフライ効果は否定すべき迷信だ。干渉が些さ少しようなら、何ら問題ない。時間とは自然の一部。自然には自己修復力──運命のバランスを取ろうとする力があるのだ。木の枝を少し曲げたり揺らしたりしても、木そのものに大した影えい響きようは無い。ただ、枝や幹を折るような大きな影響を与えてしまうと、木そのものの形が変わってしまう。それと同じだ」

　イヤな予感が的中したな。もう何の話か、俺には分からん。

「おい２人とも。素人しろうとにも分かるように話してくれよ。つまり俺たちはどう行動すればいい」

「うむ……静せい刃じ。つまり、ちょっと映画を見たり食事をしたりの日常生活を送る分には、過去だからといって気兼ねする事はないのだ。だが、勝てると分かっている競馬で大おお儲もうけしたり、起きると分かっている交通事故を止めて人を助けたり、そういう事はできない。そうすると、運命が自然にバランスを取ろうとするせいで……埋め合わせに何かで大損したり、助けた人の代わりに別の人間や──自分が死ぬ事になるのだ」

　ああ……だから貘は、大幅に利益を出す不動産じゃなくて、ここを買ったのか。

　２年半住んでも、売り払えば損得どちらにも振れない事を知っていたから。




　それから数日、俺はシャネル好きなボディコン女医さん・貘による治療を受けながら……

　まずは壊れた体のあちこちを回復させるため、マンションで療養に努めた。

　ヒマだがゲームもマンガも過去の物が売られてるから面白くない。ので、ただゴロゴロしてひたすら肉を食べる日々だ。とうとうアリスベルのローストビーフも食べることができたが、これは本当に絶品で、食べても食べても飽あきなかった。

　そのお陰もあってか……

　３日目には右腕が動かせるようになってきて、５日目には右みぎ眼めの眼帯も取れ、１週間後には元通り両腕と両眼が使えるようになった。

　その間、ふと思い出して──

　俺は破けたところが自然回復しつつある黒套コクドのポケットをまさぐり、２年半後にキリコから義眼のキリコボールとセットでもらったマイクロＳＤを確認した。

　それには小型のキリコスフエリクルボール・ユニツトの設計図データが入っていて……俺おれは貘ばくとの相談の結果、そのマイクロＳＤを京きよう菱びし重工のキリコお嬢さんに現金や依頼書と共に郵送することにした。

　それは２年半後、高１に成長したあの静せい刃じが使い、勝利の決め手となる武器。

　そいつを送りつけた謎なぞの人物とは──

（──俺自身、だったんだな）

　代だい官かん山やま郵便局でそれを発送しながら、俺は苦笑いする。

　貘曰いわくこのマイクロＳＤは『存在の環アズ・ネバー・ワズ』というややこしい物で、月が地球を回り続けるように、グルグルとこの２年半を往復し続けるのだそうだ。

　当然、最初はキリコが書いた設計図であり、いつかはこの武器を使わずに俺が鵺ぬゑとの戦いを切り抜ける運命が来るのだそうだが……その辺の話は聞いてるうちに頭がこんがらがってきて、ギブアップした。あの月と同様、何らかの理由で発生して、いずれは遠ざかってしまうにせよ──設計図は、今はその歴史の円軌道を巡まわり続けるのだ。




　過去へ渡ってきてから、10日が経たち──

　暦こよみはもう、12月になろうとしている。

　昼過ぎ、俺とアリスベルが近所のモンスーン・カフェから帰ってくると……

　家では貘が、ノルウェー製の白いデスクについたままウトウトしていた。

　うたた寝するその顔は……彫刻のように美しい。

　本当にコイツは、とんでもない美人に化けたもんだよな。

　だが、普段しっかり者の貘がうたた寝とは珍しかったので、

「おい貘。どうした。どこか具合でも悪いのか」

　少し揺さぶって、起こす。

　すると、

「あ、いや。く、空腹で、な」

　目を覚ました貘は、机の上に向き直る。

　俺とアリスベルも机の上を見ると、そこには不思議なものがあった。

　高さ20cmほどの、アクリルの棒で骨組みだけを作ったピラミッドだ。

　底辺は正方形で、てっぺんを合わせた５つの頂点には青いピンのようなものがついている。

　その内部では、

（蝶ちようの、標本……？）

　ルリタテハだろうか。大きな青あお紫むらさきの蝶が机にとまっている。

　だが、不思議な光景だ。

　まるで羽ばたこうとした瞬しゆん間かんで一時停止した３Ｄ映像のように、躍動感がある。

　ちょっと横から見てみたりもしたが、その蝶ちようを固定するピアノ線などは見えない。

「なんと。この僅わずかな体積を短時間止めるだけで、こんなに式力ちからを費消してしまったか」

　そう呟つぶやいた貘ばくは針式アナログのストップウォッチを止め、そのピラミッドのてっぺんのピンを抜く。

　すると、ヒラリ。

　蝶が、飛んだ。まるで再生ボタンを押したかのように。

「こ、これは……今のは、『刻ときの結晶』ですか……!?」

　アリスベルが目を丸くして、室内を飛ぶ蝶を見上げている。

「うむ。私も識しっていただけで実じつ践せんしたことはなかったのだが、想定より遥はるかに大きな式力を使わされた。おかげで、途中で少し失神してしまったよ。とにかく、腹が減って減って……な。しかし、ふむ、ふむ……この式しき、一定程度は効率化が可能かもしれないな」

　疲れた様子の貘は、サラサラ。

　万年筆を使い、優ゆう雅がな筆跡でノートに数式を書いている。

「……刻の結晶？　何の術だよそれ」

　この２人の会話には早めに参加しておかないと、専門用語が出てきて分からなくなる。

　ので、俺おれは早めにその単語を拾って聞いておく。

「俗に言う、コールドスリープだ。ＳＦの世界では大昔から夢見られてきた技術だよ。ただ、これは一定空間内の生化学反応を極端に遅らせる方式に依よる。映画『２００１年宇宙の旅』にあるような人工冬眠ハイバネーシヨンや、ハインラインの『夏への扉』のような冷凍睡眠ハイパースリープではない」

　貘の話に──

　今回は珍しく、俺はすぐピンと来る。

　コールドスリープは、宇宙モノのゲームにも出てくる。何十年もかけて星から星へ渡る時に人を凍らせてしまい、老化させずに運ぶ手法だ。

　この蝶は、その動物実験みたいなものだったのだろう。

　見たところ、そのコールドスリープを解かれても元気に飛び回っているが──

「俺たちを……これで２年半寝かせて、未来へ帰すって事か」

　俺がそう言うと、アリスベルも貘の方を向く。

　貘は頷うなずき、

「そのつもりだ。この式の影えい響きよう下かでは、お前たちの心臓は２時間37分に１拍しかしなくなる。過ぎ去る２年半は、本人たちの感覚的には２時間となる」

　スッ、と人差し指を横向きに出し、そこに蝶を留まらせている。

「お前たちは２年半後まで『刻の結晶』で眠るのだ。式は鳳おおとり復活の翌朝に目覚めるように組む。目が醒さめたら、私と共に居鳳いのうへ戻り……普通に居鳳高へ登校するといい。そこにはビビ、キリコ、矢や子こ、皆がいるのだよ」

　貘の話に対して──

　俺おれとアリスベルに、異存はない。他ほかに方法なんて無さそうだしな。

「私はその間、お前たちの見張り役になろう。となると、今のうちにしっかり食べておかねばならないな」

　貘ばくはそんな事を呟つぶやき、ふぅ、と１つ、見とれてしまうような溜ため息いきをつくのだった。




　そんな話を聞いた、翌日の夜。

　ＮＨＫ教育テレビを見てるアリスベルと貘を家に置いて、蔦つた屋や書店にいた俺は……

「静せい刃じ」

　広げたＶＯＧＵＥ──ファッション誌で顔を隠すようにした女に、横から話しかけられた。

　千鳥柄のハンチング帽にサングラス、タートルネックの薄いセーター、長い脚によく似合うMiss Edwinのスキニーパンツ……という、何やら変装っぽい姿の……貘だ。

「あれ？　お前、アリスベルとテレビ見てたんじゃないのか？」

「うむ。アリスベルはドラマを見ている。小一時間はもつだろう。ちょっと話に付き合え」

　そう言われて……

　俺は、向かいのＡＳＯというレストランに連れ込まれた。

　貘と顔見知りらしい女性店長に案内されて、俺たちは見事な欅けやきをたたえた中庭を眺ながめられる席についた。そこで俺はエスプレッソ、貘はアメリカーノでコーヒーをもらう。

「何だよ貘。ナイショ話って事か？」

「静刃にしてはカンがいいな」

「静刃にしてはとは何だよ、この」

「──お前は女とキスをした事があるか」

　唐とう突とつに、そんな事を貘が訊きいてきたので。

　俺は咽むせてコーヒーをソーサーに吹きながら、

「ゲホゲホッ！　そ、そんなのあるわけ……」

　と言いかけて、目を逸そらす。

　というか、目が泳いでしまう。

　あ……あるんだよな。

　忘れようったって忘れられん。

　ビビと戦った後に、いきなりされてるんだ。それ。

　俺が赤くなって口ごもっていると、

「ほう。お前も案外、隅すみに置けない男だな」

　貘はこういうことにはカンがいいらしく、俺の態度から『ある』という答えを読み取ってる。

　いつも飄ひよう々ひようとしてる癖くせに……何だか、妙に嬉うれしそうだな。

　妖あやかしとはいえ、貘も女ってことかな。男女の話になると、ウキウキしてる感じすらあるよ。

　一方の俺おれは不器用な男。

　妖よう刕とうのせいで日々着々と武骨度が増してる事もあり、言葉が出てこない。

「ではリード役はお前に任せる」

「何のだよ」

　ようやく俺のノドから出たのは、苛いらついた声だ。

「アリスベルはしたことが無いそうだ」

「だから何が言いたいんだよッ」

「静せい刃じ。未来に帰りたければ、アリスベルとキスしろ」

　……

　………

「──は……っ？」

　何っ？

　何。

　どういう事、それ。

「そんな鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔をするな。アリスベルと、キスを、するのだ。静刃よ。お前がアリスベルとキスすれば、２年半後に帰れる。しなければ、帰れない」

「ど……どういう理屈だよ！」

「企業秘密だ」

　何の企業なんだよ貘ばくカンパニィーっ!!

　だ、だいたい俺と、あの美少女のアリスベルが、そんな、そ、そんな。

　……そんな！

　想像するだけで、また声が出なくなっちまうよ。

「デートは私がセッティングする。あくまで自然に、キスまで持ち込むのだ。キスをしようと思っている旨むねは、アリスベルに言ってはならないぞ」

「言えるか！」

「これは軍資金だ」

　相変わらずマイペースな貘は、怒鳴られてもキリッとした表情のままだ。

　そして俺のコートのポケットに、茶封筒に入ったなにがしかの現金を突っ込んできた。

　もうほんとコイツ、誰だれかなんとかしてくださいよ……！

「決行は明日、12月１日。アリスベルの誕生日だ。以上」

「──おいッ！」

　少年がお姉さんから現金を渡されつつ、何やら言い争ってる……という俺たちの遣やり取りに、ウェイトレスさんがちょっとこっちを向いた。

　そして別れ話系の痴ち話わ喧げん嘩かだと思ったのか、慌あわてて目を逸そらしてる。

　ああ、誤解ですよウェイトレスさんッ……いやまあ、痴ち話わってとこまでは合ってますけど。

　机に突っ伏してしまう俺おれの前では、

「良くない予感がするのだ。どうしてもシッポは摑つかめないのだが、何者かがジリジリと距離を詰めてきているような感覚がする。私たちは急いだ方がいい。たとえ少々勇み足でもな」

　貘ばくが独り言のように、そんな漠ばく然ぜんとした話をするのだった。




　──翌日が来た。

　刻ときの結晶も暦こよみ鏡かがみも使えない俺は、翌日というものから逃れられないのである。

　今け朝さは緊張のあまり６時に目が覚めてしまい、部屋から出てリビングをウロウロしちまった。

　しらばっくれて逃げようかなーとも思ったが、アリスベルも６時半にリビングへ出てきた。

　待ったナシの、逃げ場ナシだ。

　髪を結うリボンを手に出てきた、黒髪ロング状態のアリスベルは──

「せっ……静せい刃じ君ッ。お、おはよう、ございます……っ！」

　俺の顔を見るなり棒でも飲んだようになって、キヲツケの姿勢。

　しかも何だ。

　お嬢様然とした清せい楚そなワンピースを着て、薄化粧もちゃんとしてる。

「あー……お前、貘に何か聞いたのか？」

　弱った俺が尋たずねると、

「い、い、い、いいえなになにも？」

　うわぁー聞いてるなこりゃ。

　そそくさと俺の前を通過したアリスベルは、貘が普段使ってる鏡を覗のぞく。

　そして片方の赤い紐ひもリボンを口に咥くわえ、ツインテールをきゅっ、きゅっ、と結っていく。

　それからウォークイン・クローゼットに戻り、こっちがいいか、やっぱりこっちにしようか、的にワンピースコートとファーティペットを全身鏡の前で自分に重ねるようにして選んでる。

（……貘めッ……）

　俺はダイニングに引っ込み、困り果てる。

　どこまで話したのかは知らんが、アリスベルのあれは完全にお出かけモード。

　俺が今日デートに誘う、という事までは把は握あくしている模様だ。

　ていうか何、あの行く気まんまんっぷり。

　俺なんかとデートするからって、なんでそんなにおめかしするんだよ。

（アリスベル。お前は俺の事なんか……男としては、何とも思ってないくせに……！）

　俺にはそれがハッキリ分かってるんだ。

　お前の笑顔は、可愛かわいい。美しい。だがそれは断じて、俺への好意を伝える笑顔ではない。

　お前は誰だれか他ほかに好きな、心に決めた男がいるのかもしれない。いや、きっとそうなんだろう。

　俺おれには女心なんかよく分からないから、そのぐらいしか理由なんか想像できない。

　だからこの件、俺は……正直、辛つらい。

　共に戦うだけなら、そういった感情を交えずに過ごせるからいい。でも、お前が可愛かわいければ可愛いほど、俺には男と女としてそばにいる事が辛くなってしまうんだ。

　だからデートなんか……

　ましてや、キスなんか。

　よく分からんが２年半後に帰るために、お前の気持ちに逆らってムリヤリしたって……絶対、辛い思い出しか残らないだろう。傷つけるだけだろう。

　──だが、そうしなければ帰れないという貘ばくの話も……

　冗談には、聞こえなかった。だから悩んでしまうんだ。

　貘は天然だし隠し事もするが、冗談とそうでない事はきちんと区別して話すヤツだ。

　どういう理屈なのかは分からないが、あの話は本当なのだろう。




　などと悩んでいる間に時は流れ……

　お出かけ着で定期的に俺の視界に見切れてくるアリスベルに耐えかねた俺は、

「──外行くぞ。来い、アリスベル」

　９時半頃、玄関に向かいつつ背中越しにそう告げた。

　その瞬しゆん間かん、ざわ……！　室内のムードが『ついに山が動いた！』的にざわつく。といっても２人（アリスベル・貘）と１匹（アンゴラ鵺ぬゑ）しかいないんだが。

　見ればコート掛けには貘が用意したと思われる、男物のＰコートがある。

　俺がそれを羽織っていると、アリスベルがガチガチの足取りでやってくる。

　うわー。右足と右手、左足と左手が同時に前に出てるよ。

「貘は来なくていいですからね」

　バックリボンのパンプスを履はくアリスベルは、リビングの貘に釘くぎを刺している。

「私はジャマなどしない。そんな自じ虐ぎやく趣味は無いからな」

　体調でも悪いのかソファーベッドに横たわったまま変な事を言う貘を置いて……

　俺はアリスベルと共に、外へ出た。

　昨日貘が少し不ふ穏おんな事を言っていた事もあり……俺は一応、包帯で隠した妖よう刕とうを持っていく。

『アリスベル攻略のヒント』とかいう表示ガイドが出てうるさいが、攻略も何もない。

　アリスベルはそもそも最初から、攻略不可能キャラってやつなんだよ。

「……貘は何て言ってたんだ」

　ベンチつきのエレベーターで降りつつ、俺がアリスベルに尋たずねると──

「えっ、あの、その……」

　アリスベルはそれまで以上にテンパった様子になる。

「せ、静せい刃じ君に、その……外出に誘われるだろうから、その時は一緒に歩いてやれと。あと、２人で過去の世界を楽しんでおけ、と」

　うーん。

　謎なぞ解きするにしても、情報が少なすぎるな。

　マンションを出ると、下のモールはクリスマスのイルミネーションでキラキラと輝いている。

　２０１０年は、まだ電球がＬＥＤじゃないんだな。

「つっつまり、べっ別に、静刃君と歩きたくて歩いているわけではないですからね、貘ばくが命令したからです」

「分かってる。俺おれだって女子と２人歩きなんかしたくねーよ」

　売り言葉に買い言葉でそう言うと、アリスベルは、ほむっ、と膨ふくれて……

　ぷい！　と横を向いた勢いで、ぺしっ！

　俺の顔面に片方のツインテールをぶつけるという、斬ざん新しんなビンタを放ってくるのだった。




　貘から『渋しぶ谷やへ行け』とメールで指令があったので、俺はアリスベルと東とう横よこ線せんで渋谷へ出た。

　着いたら着いたで、行くあてもないから……

　とりあえずセンター街の方へ、スクランブル交差点を歩く。

　アリスベルも、ついてくる。

　12月に入った渋谷の町は、クリスマス一色になっている。

　賑にぎやかで、華やかで、ここは……俺には居心地の悪い町だ。人が多すぎるし。

　特に話す事も無いし寒いから、俺は交差点の先にあるスタバに入っていく。

　アリスベルは黙ってついてくる。

「……」

「……」

　胃がキリキリしてきた。スタバ超混こんでるし。なんかもう帰りたいんですけど。
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　どうしようどうしよう。

　どうしましょう。

　静刃君と２人だと思えば思うほど、私は緊張して、ヘンな事を言わないようにと──無口になってしまいます。

　きっと、すごく無愛想な印象を与えてしまっているに違いありません。

　静刃君も、最初から……もう、私の事を突き放し気味の態度です。

　何が原因なのかは分かりませんが、静刃君はきっと私の何かが気に入らないのです。

　どうしたらいいんでしょう。

　でも、オロオロしたり、泣いたりしてはいけないのです。

　そうしたら、私は静せい刃じ君から見て面倒な女になってしまう。

　それは避けなければ。ああ、でも、ではどうしたらいいんでしょう。
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　──そろそろ、だろう。

　私は港みなと区く台だい場ばへハマーで向かいながら……

　かちゃり、と、恋レン函カンに飾られたハート形のエンブレムをひっくり返す。

　これは静刃の治療や刻ときの結晶の実験で多大な式力ちからを費消し、今や飢き餓が状態にある私にとって、ある種の自殺行為。

　恋函による恋心の収しゆう奪だつ機能を、一時停止する設定なのだ。

　この栄養失調状態でそれを止めるという事は、瀕ひん死しの病人から点滴を抜くような行為だ。

　だがこれも、より大きな恋心を収しゆう穫かくするための投資のようなもの。

　私よ、今は耐えろ。耐えるのだ。

　車載のＦＭラジオから、恋の歌が流れる。

　はしたない事に、それを聴きく私の口こう腔こうには唾だ液えきが分ぶん泌ぴつされていく。

　静刃とアリスベルを２年半も眠らせる『刻の結晶』には、莫ばく大だいな式力が必要になる。それは今までのようなつかず離れずの淡い恋心ではまるで足りない。ケタが２つほど違う。

　となればここは──

　２人をくっつけた上での、激しく燃える恋心を穫とる。それしかないだろう。

「──ここで、キスを収穫する。ここが、キスの使い所だ」

　そう独りごちた私に──

「お前はお前で、ホントに悪女だじょ」

　アンゴラウサギのヌイグルミとなった鵺ぬゑが、ダッシュボードから呟つぶやいてくる。

「これはこれは。お前に言われるとは心外だぞ」

　恋函の機能停止で少し苛いらついていた私は、少しトゲのある言い方で返す。

「鵺には分かるじょ。お前はこのままだと、あと半日やそこらで餓が死しするんだじょ？」

「……当たらずしも遠からずだ」

「それに確かに何者か、手て強ごわそうなヤツが迫ってきちゃいるけど──貘ばく。お前、焦あせったじょ。この作戦は失敗に終わるじょ。静刃とアリスベル、あんな調子でうまくいくワケがないじょ。２人とも、恋の仕方が分かってない。あれじゃケンカ別れになるじょ」

　片目にハート形のミニ眼帯をしたアンゴラウサギは、耳を左右に広げて『やれやれ』のジェスチャーを見せてくる。

　鵺の話は、もっともだ。この作戦は分の悪い賭かけ。それは分かっている。

　──でも。

「鵺ぬゑ。私は信じているのだ」

「何を信じてるんだじょ」

　そう、私は。

「──愛を信じている」
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　俺おれは……貘ばくに言いくるめられ、流されて、アリスベルを誘った。

　だが、こうして２人で居いると……今け朝さアリスベルを誘った理由が実はそれだけじゃないって事が、ヒシヒシと分かってしまう。自分で、自分に。

　俺はアリスベルと、２人の時を過ごしたかったんだ。

　それはアリスベルが可愛かわいいからだけじゃない。あの鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨを戦い抜いた仲間として、俺はアリスベルとの間に特別な絆きずなを感じているんだ。それは何か、運命のようなものにさえ思える。

　だが──

　アリスベルは俺の事を好きでもないのに、デートに応じている。貘に命じられたから。

　その温度感の違いは、辛つらい。この世に、こんな辛い事があったのかってほどに。

　だがそれでイラついて荒れるのは、無様な事だろう。

　などと考えてたら、ぐぅ。

　無様な事に、俺の腹が鳴った。

　完全にアリスベルにも聞こえるボリュームで。

「……」

　赤くなってアリスベルの方を見ると、くすっ、くすくすっ。笑ってる。

「しょ、しょうがないだろ。スタバは何というか、しっかりメシ食うムードの店じゃないから。食い物を何も頼まなかったんだ」

「私もお腹なかが減ってますよ」

「じゃあ、何か食べにいくか」

「はい」

　デート開始から１時間半経過で、やっと始まった会話は……食う話だ。

　なんだか俺たちらしいなぁ。こういうところ。

「あの。私、昨日楽しみでワクワクして徹夜……あ、いえ、ちょっと気まぐれに調べまして。このすぐ近くに、ミューズ・パンケーキというパンケーキ屋さんがあるのですよ」

「パンケーキ屋さん？」

「そこにイチゴ大だい福ふくパンケーキという品があるのです。それを食べてみたいのですが……！」

　と、アリスベルは目をキラキラさせて携帯の画面を見せてきた。

　す……すげえ。

　ハート形をしたパンケーキの上に、イチゴ大だい福ふくが丸々載ってるぞ。これはいかがなものか。

　だがこりゃ断ると環かん剱けんが出るな。まず間違いなく。

「じゃあ行くか」

　甘かん味み処どころみたいな店か。それなら、煮に込こみ雑ぞう煮にとかそういうものがあるかもしれない。それを腹に入れて、しかる後に豆寒天マメカンでも所しよ望もうするとしよう。




　確かにすぐそばにあったビルには『味の八番街』という俺おれにも馴な染じめそうな名前のゾーンがあり、安心感が高かったのだが……

　そこに属しているミューズ・パンケーキは、

「お２人様ご案内ですー！」

　メイドみたいな衣装のウェイトレスさんに導かれて入った店内に、女子、女子、女子。女子だらけ。どこかの異能学園を彷ほう彿ふつとさせる空間だった。

　それもそのハズ、店内は少女マンガの世界みたいな内装で、スイーツな香りが充満していて……女子力が高すぎるのだ。極限まで女子力を高めた店には、カップルすら来なくなるんだな。通常、片方は男なワケだから。

　壁かべ紙がみや調度品はアンティークのデザインを元に現代風に作られており、案内された半個室は……フリフリのフリルがついたクッションの置かれた、ラブチェアー席。

　がちゃっ、と向かいの席に妖よう刕とうの包帯巻きを置きつつ、俺は壊れ気味の苦笑を隠せない。

（こんな店に、日本刀片手に入る客とかって……）

　前ぜん代だい未み聞もん、どころか空前絶後だろうよ。

　席の構造上、アリスベルは俺の隣となりに着席。これにて退路もなくなった。

　しかもこの席、２人掛けにしちゃちょっと狭い。

　ので、俺とアリスベルはほとんど腰や肩をくっつけた状態で座らざるを得ない。

　俺とアリスベルの関係を誤解したらしいウェイトレスさんは『どうですかお客さま、この席気が利きいてますでしょう？』って顔でウインクしてくるが……俺は顔を伏せる。恥ずかしい。

　一方アリスベルは、グッとウェイトレスさんにサムズアップしてる。なんなのそれ。

　だがここでへこたれて何もノドを通らないような俺ではない。女だらけの中に男１人というシチュエーションには悲しいかな慣れもある。しっかり食べておこう。

　と、メニューを開いて白いテーブルに広げると……ごち。

　覗のぞきこんできたアリスベルと、側頭部がぶつかった。やっぱり狭いよこの席！

「わ、私はイチゴ大福パンケーキを。あっ静せい刃じ君、ドリンクセットがお得のようですよ」

　アリスベルは今の身体接触に少し赤くなりつつも、ニッコニコ。

　念願のパンケーキにロックオンを済ませてる。

　俺おれはメニューをめくり、めくり……あれ……この店、パンケーキしか売ってないぞ？

　マジかよ。それで満足いくのか。女子は。

　雑ぞう煮にも雑ぞう炊すいも豆寒天もないメニューに出鼻を挫くじかれた俺は、

「じゃあこの、『秋冬のパンケーキ』にする。コーヒーとセットで」

　やむなく、そうウェイトレスさんに注文をし……

　そのパンケーキしかないメニューを、改めて呆ぼう然ぜんと眺ながめる。

（……？）

　俺はそのメニューの写真に、何か引っかかるものを感じる。

　丸形から型抜きしたらしい、ハート形のパンケーキ。

（ハート形の、パンケーキ……）

　祈いのりが作ったハート形のハンバーグ。

　あれも、俺の脳裏に連想されてくる。

　ハート形の、食べ物。

　後は何だろう。チョコレート。あれも、よくハート形にされるよな。

　引っかかる。この形と、その意味と、このデートそのものの仕掛け人……貘ばくの事と……いや、なんでここで貘の事を思い出すんだ？　なぜ俺は、そんな事が引っかかるんだ？

　眉まゆを寄せて考えていると……さっそくパンケーキが焼けたらしく、

「お待たせいたしましたー！」

　と、ウェイトレスさんが再び元気にやってきた。

「……っ……」

　運ばれてきた２皿は、うへー、お花柄の皿だよ。そこにふんわり載った巨大なパンケーキはブ厚く、フルーツやクリームを挟はさんで２段重ねになっていて……

　さらにその上に、アリスベルのケーキにはイチゴ大だい福ふくが、俺のにはモンブランが載っている。

　それらには当然のようにストロベリーとバニラのアイスが添えられており、全体を取り囲むように生クリームがメガ盛りになっていた。

「す、すげえなこれ。何カロリーあるんだ……」

「えーっと、メニューによれば共に７千キロカロリーですね」

　成人男性に必要な３日分のエネルギーが、これ一発で取れてしまうのか。

　それを平然と食べちまう女子はすげえな。

　俺は取り分けたナイフとフォークで、生クリームをよけて食べ始める。

　アリスベルは、ぱくぱくとハートを切って食べ、

　……ふにゅぅー……

　と、蕩とろけるような顔をした。

「美お味いしいです……！」

　その光景に、また俺おれは──

　今度は、貘ばくが、ハート形のチョコレートを食べてた姿をダブらせて思い出してしまう。

　引っかかる。

　このイメージ。なんだろう。

　それは何か、俺たちに関かかわる大きな意味を持っているような気が──

「静せい刃じ君のはどうですか？」

　──アリスベルに聞かれて、俺は我に返る。

「あ、ああ、美う味まいよ」

　まだモンブラン部分しか食べてなくて、パンケーキ部分に到達してないけどな。

　ようやくパンケーキを切って食べると、うぅ、挟はさまれてるイチゴが温かい。これは無いだろ。

「しかしなんだ、すごい女子力だなこの店。居いづらいぜ」

　温おんイチゴをナイフで搔かき出しつつ、俺がボヤくと……

「そうですか？　私は居心地がいいと思いますけど」

「そりゃお前は女子だからな。お前とかビビ、祈いのりとか矢や子こさんはフィットするだろうよ。あ、でもキリコはどうかな……」

「ふふっ。あのシリアルを持ち込んで食べちゃいそうですね」

[image: ]

「……この時代にも、みんなはいるんだよな」

「ええ。でも存在していても、私たちとは知り合っていないのです」

「Ｘ組のメンツ的にも、なんというか特殊な形で孤立してるんだな。今、俺おれたち」

「そうですね。Ｘ組でいえば２人っきりです」

「２人っきり、か……」

「２人っきり……」

　──２人っきり。

　アリスベルが何気なく言ったその言葉を、俺とアリスベルは妙な感じで繰り返してしまう。

　そしてそれが割と自爆発言というか、２人にとって気まずい事だと感じ始める。

　そう。今の俺たちは……

　通常２人がデートなんかしていようものなら茶々を入れてきそうなビビや祈いのりと、離れ離れになってしまっている。

　ここには、俺とアリスベルしかいないのだ。

　そう思うと、何だか急にドギマギした空気が流れ始める。

　テーブル上のパンケーキを見下ろしていたアリスベルは、チラッ。

「せ、静せい刃じ君。この時代にはジャマ……いえ、共同戦線コミユニテイのみんなはいないので……」

　モジモジと、横目遣づかいに俺を見てきた。

　その頰ほおは、俺が皿の上でよけたイチゴみたいに赤くなっている。

「ん？　何だ？」

「あ、いえ。その、えっと。そのイチゴを食べないのなら、私に下さい」

　何かをごまかすように、アリスベルは苦笑いして俺の皿を示してきた。

　食べ物を粗そ末まつにしたくなかった俺は、予備のフォークを使ってイチゴをぷすりとやり……

　そのフォークをアリスベルに渡そうとする前に、アリスベルが一いつ瞬しゆんお口をアーンするようなそぶりを見せた。が、それははしたないと思ったのか、すぐ口を閉じる。俺も一度は反射的にイチゴを差し出しかけてしまっていたが、やめた。何このギクシャクした２人。

　そんな中、アリスベルが……チラッ。俺を上目遣いに見た。

　よく分からんが、食べさせてもらう方式でもいい覚悟が決まった感じだ。

「じゃあ、ほら。アーンしろ」

　と俺が言うと、アリスベルは、ぴん！　と背筋を伸ばし、頰を一層赤くして、巣穴の近くに外敵がいないか確認するプレーリードッグみたいに店内を見回した。

　ここが半個室で、他ほかの客には見えないことを確認したアリスベルは……

「……」

　目を閉じて、こっちにお口をアーンしてきた。

　ビックリするほど歯並びのいいその口に、生温かいイチゴを運ぶと……ちゅう。クリームに吸い付くように口がつけられてから、ぺろ、と、ラズベリー色の舌と唇くちびるがそれを迎えた。

　そんなアリスベルの唇くちびるを見ていると──

　俺おれに、言いようのない緊張感が湧わいてくる。

　──キス──

　その愛らしい唇に俺の口を付ける行為を、いやが上にも想像してしまう。

「おいしかったです。静せい刃じ君。お返しに、静刃君にも……じゃあ、これをあげますね」

　と、アリスベルは──

　少し意を決したような手つきで、自分の皿からラズベリーを一ひと掬すくいスプーンで取った。

　そして、ニコニコ。

　天使のスマイルで俺にスプーンを差し出してくれている。ジャムソースが垂れないように、ちゃんと左手を下から添えつつ。

　え、これ、俺もお口アーンやらなきゃいけないのか？

　しかもそのスプーン、さっきアリスベルがパンケーキ上のアイスを食べるのに使ってたやつなんだが……

　そいつに俺も、口をつけるのかよ。

　アリスベルは育ちがいい子だから、スプーンを新品に替えるのが面倒という理由で流用したワケではないだろう。つまり意図的に、それを使ったのだ。

　これは、小学生みたいに「お前の使ったスプーンで食べるなんてキタナイだろ」と拒絶するのも……何か違う。そういう空気だ。

　アリスベルは……

　ひょっとして、俺に少しは好意を持ってるのだろうか？　男性として。

　だってそうじゃなけりゃ、こういう事はしないだろう。

　今まで感じられなかったそれが、なんとなく感じられてきて……

　俺の顔が、赤くなっていく。

「……」

　今度は俺がプレーリードッグ状態になって周囲を確認し、ぱく。

　アリスベルのスプーンから、ラズベリーをもらった。

「……どうですか？」

「……甘あま酸ずっぱいな」




　会計を済ませてミューズ・パンケーキを出た頃ころ──

　貘ばくからメールが来た。

『まだキスしてないな？』

　という題名だったので、アリスベルに見つからないように素早く読むと……

　次は、港みなと区く台だい場ばに行けと書いてある。

　台だい場ば、か。海辺は嫌いじゃない。行けというなら行くさ。

　渋しぶ谷やじゃ行くアテもなくて途方に暮れてたところだしな。

　そう思った俺おれは、アリスベルに振り返って尋たずねる。

「他ほかに、この時代の渋谷で行きたい所あるか？」

「いいえ、私はもう……」

「じゃあちょっと移動するぞ」

「どこにですか？」

「台場だ」

「お台場ですか」

　その意外性のある行き先に、アリスベルは少し目を見開いたが……すぐ、楽しそうな笑顔になって「はい。お供しますね」と素直についてくる。

　なんというか……従順だな。アリスベル。

　アリスベルって本来、こういう子だったのかもしれないな。

　他に女子がいなくて俺と２人っきりだと、少し下がって俺についてくるタイプ。

　ちょっと昔むかし気質かたぎの、古き良き日本女性って感じだよ。




　台場は都内とは思えないほど土地に余裕があって、大きな施設が多い。

　アクアシティ、デックス、フジテレビ、ラクーン台場……土と地ち勘かんはないものの、俺とアリスベルはその中の１つ、パレットタウンという所をブラブラする事にした。

　そこではトヨタのショールームやヴィーナスフォートを見物し、エステーラというクラブの出店ではザラメの塗まぶされたリーフパイを食べたりもした。

　その間、俺とアリスベルは──

　妖よう刕とうを抜くことも荷電粒子砲メビウスを放つこともなく、誰だれにも邪じや魔まされず自由で……なんというか救われた時を過ごせた。

　そんな中、Francフラン francフランとかいう雑貨屋にアリスベルが入っていくので、俺もついていくと……デザインセンスのいい女性向け雑貨が店内を埋め尽くしていた。

　当然、ゲームソフトも映画のＤＶＤも無いので、俺は少し退屈だ。でも、アリスベルが楽しそうにインテリアやら食器やらを見ているのは……見てて、楽しい。

「何だこれ？　ブタが描かいてあるシリコンのシートみたいだが」

「これは落としぶたですよ」

「まず落としぶたから分からん」

　などと、会話もそれなりに弾はずむ。

　普通の高校生同士みたいな話をしていると、夢の中にいるような心地だ。

　死闘に次ぐ死闘、絶ぜつ界かい、成層圏、鳳おおとり……悪夢のようだったあの鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨから、今、俺たちは解き放たれているのだ。

　２人でクリスマスリースを眺ながめたり、ヘンな形をした加湿器にツッコんだりしてる内に──

　俺おれとアリスベルは、フィルム式のカメラなどの光学機器を扱ってるフロアに入っていた。

　そこでアリスベルが、高いところに陳列されてあったある物に気付き、手を伸ばす。

　しかしアリスベルは身長[image: １５５]cmなので、背伸びしてもギリギリその手が届かない。

　俺もそれは見るなり気付いていたので、

「アリスベル、これ……買ってやるよ」

　と言いつつ、ひょい。

　アリスベル越しに、それを取った。

　２人の身長差に、アリスベルは少し赤くなって……

　俺を、すぐそばから見上げてきた。

　その目が俺を『男』として見てるようで、気恥ずかしい。

　かつてアリスベルが俺に『女』扱いされて恥ずかしがっていた気持ちが、少し分かるな。

「で、でも静せい刃じ君。それはそんな、安いものでもありませんし……」

　遠えん慮りよするアリスベルの横から、俺はその箱を持ってレジの方に向かう。

「だってお前今日、日付的には大事な日だろ」

　俺にそう言われたアリスベルは、

「……！」

　知っててくれた！　と思ってるのが丸わかりの嬉うれしさ50％、驚おどろき50％の表情になった。

　ぶっちゃけ、俺も昨日貘ばくから聞いたんだけどな。12月１日はアリスベルの誕生日、って。

　でも２年半後から来た以上、今日が12月１日だからって……個人的にはそれがアリスベルの誕生日とは考えづらいんだがな。歳とし取らないわけだし。

　ただまあ、女子的には何はどうあれ誕生日は誕生日らしい。そんな顔をしてるよ。

「これ……さ」

　ちょっと言うのが恥ずかしくなって、言いよどんだが……まあいいか。言おう。

「お前を初めて見た時、お前が持ってたのを覚えてるんだ」

「初めて会った時の事……そんな細かい事まで覚えてくれてたんですね」

　覚えてるさ。

　これは、シュタイナーの双眼鏡。迷彩色のミリタリーモデル。

　あの夜、ビビとキリコの戦いを観測していたアリスベルが持っていたものと同じものだ。

　それを外してこっちを向いたアリスベルと、俺が初めて交わした視線。

　あの瞬しゆん間かんの事は、きっと一生覚えてる。

　あの一目惚ぼれしたような感覚と共に、写真のように覚えてるんだ。

　だが、そんな事は言えない。だから俺は誤ご魔ま化かすような笑顔になる。情けない話だ。

「なんか最近、これ壊しちゃったみたいだったからさ」

「そうなんです。握りつぶしてしまって」

　アリスベルは黒目がちな瞳ひとみで、恥ずかしげにこっちを見上げてくる。

　軍用の双眼鏡を……握りつぶす……ま、まあいいや。

　俺おれは貘ばくがくれた軍資金を叩はたいて、レジで双眼鏡を包んでもらい──

「ちょっと外の空気を吸うか」

　不景気のせいか人のいない円形屋外広場、パレットプラザに出ていく。

　アリスベルもついてくる。

　そして……広場の中央、巨大なクリスマスツリーのそばに立った。

　俺は妖よう刕とうを隠す包帯のスキマから、さっきアリスベルがトイレに行ってる隙すきに買っておいた緋ひ色いろのバラを添えて、

「ほら。お誕生日おめでとう」

　と、双眼鏡の入った袋を渡してやった。

　それほど小こ遣づかいに余裕があったワケでもないので、あげれたのは１輪だけだったが──

　アリスベルは目をまん丸にして、花の出現に驚おどろいていた。

「静せい刃じ君……ありがとうございます。モーレツに素敵です」

　貘からの命令メールで買ったものだし、バラなんてキザだとも思ったが……

　アリスベルは心底喜んでくれてるな。

「お前、イチゴ好きだろ。イチゴはバラ科だから、お仲間の花だよ」

　照れ隠しにそんな事を言う俺の前で……

　アリスベルは、こくこく。何度もうなずいて、ちょっと涙ぐんでさえいる。

　なんか気恥ずかしいな。モーレツに。

「家族以外の男性に誕生日を祝ってもらうなんて、生まれて初めてです」

「何歳の誕生日なのか、ちょっとよく分かんないけどな」

「それは、えっと……この時代で考えると、13歳の誕生日です」

　ＳＦ的サバ読みを行ったアリスベルは、ニッコリと微笑ほほえむ。

　それらのアリスベルの言動から、俺は──

「……」

　急に、今までにはない感覚を受け取っていた。

　それは……

　今までは感じ取る事のできなかった……そう、確かに、好意のような──

　──いや、浮かれるなよ静刃。こんな美少女が、この冴さえない俺に好意なんか発するワケはないじゃないか。

　いや、でも、今、俺は感じたんだ。

　急に配達を許された手紙のように、アリスベルから届いたそれを。




　夕焼けの中──

　もうひと遊びしたら帰ろう、というムードが俺おれとアリスベルの間に流れ始めた頃ころ。

　貘ばくからメールが来た。

　今度は『かんらんしゃ に のれ』との事だ。

　漢字変換ができてないそのメールに眉まゆを寄せつつ、たまたま『パレットタウン大観覧車まで[image: １００]ｍ』と書かれた案内板を見つけた俺は……

　２人っきりだとよく言うことをきくアリスベルを引き連れて、そっちへ歩いていく。

　すると、

「……？」

　ライブハウスZepp Tokyoでアイドルのライブが終わったところらしく、人波が溢あふれてきた。

　その人波の向こうに──

　俺とアリスベルは、ほぼ同時にある少女を見つける。

　それはボディーガードみたいな女２人に警護されつつ、黒塗りのベントレー・アルナージに乗り込んでいく２人の少女。ライブを見た、その帰りらしい。

　片方は年齢より色っぽい黒髪の美少女で、もう片方は──

（……ビビ……！）

　間違いない。顔つきや仕草で分かる。

　あれは、この時代のビビだ。

　今より少しあか抜けない感じがするが……12歳の頃のビビに違いない。

　俺共々それに驚おどろいていたアリスベルは、人波に押されて──

「あっ……」

　俺とはぐれそうになる。

　人と人の間から、アリスベルが伸ばしてきた手を──俺は、握る。

　そして肩を抱だき留めるように引っ張り出し、人の流れから出ていく。

「今の……ビビだったな」

「はい、私にもそう見えました」

「２０１３年に土産みやげ話ばなしが出来たな」

　俺は笑顔でアリスベルを見下ろし、

「そ、そうですね」

　アリスベルは苦笑いして俺を見上げてくるが、その表情は硬い。どうした？

　１分、２分、青あお海み駅に向かう人の流れを避よけるように歩き……俺はその理由に、気づく。

　アリスベルの手を、俺が握りっぱなしにしていたのだ。

　つまり結果として、アリスベルは俺おれと手を繫つないで歩く事になっている。

「あッ……」

　つい声が出てしまった俺に、アリスベルは顔を伏せたまま、

「……静せい刃じ君……」

　何の否定なのか首を横に振り、ツインテールをＳ字に揺らしてから──ぎゅ。

　俺の手を、むしろ強く握った。放さないで、と言うように。




　パレットタウン大観覧車はそこからすぐの所にあり、下から見上げると巨大感があった。

　パレットの名前通り、ゴンドラは色とりどりだな。

（しかし……観覧車なぁ……）

　なんで貘ばくは、こんな中途半はん端ぱなアトラクションに俺たちを誘導したんだ？

　絶叫マシーンってワケでもないし、楽しみ所のよく分からない乗り物だろ。観覧車ってのは。

　だが、俺がその入口に並んだ事にアリスベルは「モー…レ…ツ！」と口から心臓が飛び出しそうな表情をしてる。

「どうした？　お前、高い所ダメだったっけ？」

「い、いえ、いえいえ。大だい丈じよう夫ぶです乗りますっ！」

　なにこのアリスベルのテンパりよう。

　形のいい眉まゆをツリ上げて、決死の表情で俺を見上げてるし。

「……」

「………」

　と、２人して無言で行列に並んで待つことしばし……

　最後の軍資金でチケットを買い、俺とアリスベルは観覧車のゴンドラへ乗る滑走路みたいなゾーンに踏み込んだ。

　案内係のお姉さんがアリスベルを先導し、

「ではカノジョさんから先に、こちらへどうぞ」

「か、カノ、ジョ……！」

　ギクシャクとピンク色のゴンドラに乗り込んでいくアリスベルは、ごちん。入口のドア枠にツインテール頭をぶつけてるぞ。緊張してるみたいだ。

　やっぱり苦手なのかな。観覧車が。

「ではカレシさんはこちらです」

「……」

　誤解されてるな、俺たち。

　いやまあ、それは行列に並んでる間じゅう手を繫いでた俺たちのせいなんだろうけどさ。

　夕焼けの中、俺もゴンドラに入り──ドアが閉まる。

　ゴンドラは巨大なホイールの外周に吊つり下げられてるワケで、俺おれが踏み込んだ重さで揺れる。というか、傾く。ここは少しスリルがあるな。

　まあ、ビルから普通に飛び降りた俺が怖がるようなモノじゃないが。

「……」

　中は……想像以上に、狭い。

　ゴンドラ内には内ない壁へきぎわに座席が対面するように設置されてあり、アリスベルはその片方にお嬢様座りしていた。膝ひざをきっちり揃そろえて固まり、ツンツン睫まつ毛げの目でこっちを見てる。

　あんまり傾けてもいけないので、俺はアリスベルと対面する側に腰を下ろす。

　ずん、と妖よう刕とうを杖つえのように突くと──

　それを合図にしたかのように、ゴンドラ内にあったスピーカーからアナウンスが始まった。

『──本日は、パレットタウン大観覧車をご利用下さり、ありがとうございます。当観覧車は直径[image: １００]ｍ。１９９９年にはギネスブックにも掲載された、世界最大級の観覧車です。それでは、大観覧車による16分間の空中散歩をお楽しみ下さい』

　解説のアナウンスは……あれ？　思ったより、早く終わったな。

　あとはドラマみたいな、ムード出しのＢＧＭだけが続いてる。何これ。

「上がってきたな」

「そ、そうですね」

　観覧車とは遠目には静止しているように見えるが、乗ってみると意外と速く回っている。

　ジリジリとゴンドラが上がっていくと、海や高速道路が見えてくる。

　円弧を真下から４分の１ほど進んだ所では……前後のゴンドラが見えなくなり、眺ながめが特に楽しめる。

　台だい場ばはもちろん、左右を見回すと新しん宿じゆくや羽はね田だ空港も見える。ゆりかもめ、東京ビッグサイト、カジノ・ピラミディオン台場、人工浮島線フロートライン、ホテル日につ航こう、東京武ぶ偵てい高、湾わん岸がん警察署……

　何か景色に違和感があるな、と思ったらスカイツリーだけじゃなくてゲートブリッジも造りかけだ。この時代にはまだ、どちらも出来てなかったんだな。

　そう思うと、俺の心に何ともいえない寂しさが湧わいてきた。

　──帰りたい。２年半後に。

　人は位置だけじゃなくて、時間にも望郷の念を抱いだくものなんだな。

　そんな気分でいると、未来の事が思い起こされてきて──

「こうして上昇してると、２人で行った成層圏を思い出すな」

　俺からは思い出話なんかが出てくる。だが、

「え、ええ……」

　アリスベルはこの狭いゴンドラの中で、ガチガチに緊張したままだ。

　高所……いや、閉所恐怖症のケでもあったのかな？

　俺おれが眉まゆを寄せていると、アリスベルが息を吞のみ──

「──！」

　きゅぅぅぅーーーっ！　と、真まっ赤かになって固まってしまった。

　名付けて顔面緊急サイレン状態。

　その視線は、俺の背後、ナナメ上……外……？　を、見てるな。

　俺がそっちを振り返ると──

「……ッ……！」

　さっきは角度的に見えなかった、俺たちの１つ先のゴンドラの中身が──

　頂点に近づいてきた事で、斜め上で丸見えになっていた。

　その中では、大人おとなの男女がくっついて──抱だき合い、顔と顔を思いっきりくっつけている。

　──キスしてる。

　人がしてるのを、初めて生で見ちまったよ。

「……！」

　俺がアリスベル側に振り向くと、ごんっ。

　目をまん丸に見開いたアリスベルは何を思ったのか頭を引いて、ゴンドラの内ない壁へきに後頭部をぶつけてる。

　その瞬しゆん間かん、観覧車は頂点に達し──

　そこからゆるやかに、降下を始めた。

（か、観覧車ってヤツは……）

　こ、こういう乗り物でもあったのか。

　よくよく考えてみれば、仲のいい男女が狭いゴンドラに２人して入って、世間様の目の届かない所まで持ち上げられちまえば……自然と、そうなるよな。

　──今の俺たちもまた、そういう状況のまっただ中にいるってことか。これは。
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　意識が、薄れてくる。

　もう、もたない。

　静せい刃じとアリスベルが……あの観覧車に乗ったのは見えたが……

　だめだ、餓うえで目が霞かすむ。この車が、私の棺かん桶おけになるのか。

　２人の恋を燃え上がらせるために、恋心の横おう奪だつを止やめた所まではよかった。

　それは瀕ひん死しの私から点滴を抜くような行為。それにもしばらくは耐えられるかと思ったが、それが失策だったようだ。私は……この賭かけに、負けたのだ。

　私は迫り来る何者かの影に怯おびえ、最後の最後で焦あせりすぎたのか。

「……貘ばく？　おいおい、貘、死ぬのかや？」

　鵺ぬゑの声が聞こえてくるが、それに応こたえる力ももうない。私は息をしていないらしい。

　──恋レン函カン──

　私はそれを、恋心を吸収できるモードにできていない。恋心を放したままにしている。

　あのハート形のバルブを半回転させて開く、それっぽっちの力すら今の私には無いのだ。

（ああ、恋心……）

　それを奪うばうのはキスの瞬しゆん間かん。そこまでこの命が保もてば、私の勝ちだと算段していたが──

　命は保っているものの、空腹で腕が動かない。瞬まばたきすらもうできない。

　ああ、恋心の横おう奪だつをやめた途端、ここまで私が急速に弱るとは。

　こんなにも私の命が、恋に依い存そんしていたとは。

　……静せい刃じ、アリスベル。

　ひょっとすると、これは私に下された神罰なのかもしれぬ。

　お前たちの恋心を弄もてあそび、横取りし、喰くらってきた罪深き私の──

　──その罪を罪と思う事すらできぬ妖あやかしに下された、罰なのかもしれぬ。

　今、私には残された願いがある。

　鳳おおとりに祈ることもできぬ今、神に祈ろう。

　それは今日まで恋を喰らい生きてきた私の、罪滅ぼしのような願いだ。

　神よ。

　私がもうそれを、喰らえぬとしても。

　願わくば、２人の恋を叶かなえ給たまえ。

　静刃よ。

　男おの子よ。

　踏み出せ。抱だき寄せて、口付けよ。愛せよ。

　女めの子よ。

　その愛を、愛を以もつて受け止めよ。

　長く、甘い、口づけで──

　結び給え。この物語を。




　──さらばだ。
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　お父様。お母様。

　私は、アリスベルは今、大変な所にいます。

　長い戦いを共に過ごした、お人と──

　過去の世界に、２人っきり。空の上で、２人っきりでおります。

　否いなやはないのです。

　ここでたとえ静せい刃じ君と私の間に、何があろうとも。

　ただひとつだけ、逃げ出してしまいそうなほど怖いのは──

　それからのこと。それから、私たちは今まで通りではいられなくなってしまいそうで。

　ああ、勇気が欲しい。

　逃げ出さない、勇気が欲しい。

　今ちょうど窓の外に降り始めた初雪のように──

　静刃君。

　あなたの口づけを受けて、心を空に舞わせる。その勇気が欲しい。




　──大観覧車による空中散歩はいかがでしたでしょうか。


お忘れ物のないよう、また、お足あし下もとにご注意下さい──






　ああ、あのアナウンスがまた始まってしまった。

　観覧車は地上へ向けて、もう降りてしまいつつあります。
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　ゴンドラの外を雪が舞い始めた頃ころ、あのアナウンスが再び流れてきた。

　普通の男女はキスを済ませて、降りる準備をする時間帯ってことだ。

　この観覧車ってやつは、男女の時間を区切る大仕掛けな時計でもあったんだな。

　だが、このままじゃ時間切れになる。地上まであと１分を切っただろう。

　俺おれは──

（何事にも、タイムリミットがあるもんだぜ）

　──立ち上がる。

　びっくう！　と、アリスベルが背筋を伸ばした。

「アリスベル」

「はっはい！」

「立て」

　そう言うと、しゃきん！　軍人みたいにキヲツケの姿勢で立ち上がってるよ。真まっ赤かな顔で。

　ああ、地上の建物がもうほとんど──真横に見える。

　時間が無い。

　アリスベルも──さっき、先を行くゴンドラの中の光景は見たワケだし、この態度って事は、もう分かってるんだろう。俺が何をしようとしているのか。

　アリスベルは、僅わずか１歩先にいる。

　１秒、１秒と、残り時間が無くなっていく。

　それでも……

　俺おれは、最後の１歩を踏み出せない。

　分からないからだ。

　そこに愛があるのかどうか。

　アリスベルが俺を愛しているのかどうか分からない。

　分からないのに、ムリヤリそんな事をするなんて。

　いくら未来に帰りたいからって、そんな事。

（──いや……違う）

　違うんだ、本当は。

　未来に帰りたいからじゃない。

　キスしろって言われたからじゃない。

　俺は初めて会った時から、アリスベルの事が、きっと──

　それを確かめたいんだ。

　自分の、アリスベルへの想おもいを。それが、本当にあるのかどうか。

　確かめたいんだ。

　アリスベルの、俺への想いを。それが、本当にあるのかどうか。

　キスできれば、両方が一度に確かめ合える。

　キスってそういうものなんだ。きっと。

　だから、俺は──

　一歩、前に出た。

「……ひゃぅ……」

　いっぱいいっぱいの表情で、信じられないほどか弱い声を上げた──アリスベルを、内ない壁へきに追い詰めた形になる。

　俺たちの体重が片側に移り、ぎし、と、ゴンドラが揺れて──

　俺の胸と、アリスベルの柔らかい胸が合わさる。

　そこに抵抗は無かった。ただ、自然にお互いの背と肩に手を回しただけだ。
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　……これは……？

　私は死の間ま際ぎわ、幻げん覚かくを見ているのだろうか？

　助手席に……巨大な……

　チョコレートケーキ、が……？

　その香りに目が醒さめる。

　網もう膜まくに、ウェディングケーキのように巨大なチョコレートケーキが映る。夢ではない。

　私はそれに倒れるようにして、口を寄せ、舌を伸ばし──

「……あっ……あぁ……！」

　幼よう獣じゆうだった頃ころのように、涙して食べる。

　あまい。

　美う味まい……！

　天国にいるようだ。ああ、私は──救われた。

「──このぐらいでいいんだじょ。食べすぎはデブのもとだじょ」

　ガチャン、という音に涙目で振り向くと、そこには恋レン函カンのハート形バルブを閉じる──

　ティッシュで作ったエプロンをした、アンゴラウサギの鵺ぬゑの姿があった。

　……鵺。

　お前が、私を助けてくれたのか。

　その恋函のバルブを開けて、恋心のチョコレートケーキを生成させて。

「勘かん違ちがいするんじゃないじょ。お前が死んだら、鵺も野垂れ死ぬ事になる。それがイヤだっただけだじょ」

「鵺……」

「ったく。参ったもんだじょ。あの２人の恋心の量。ハンパないじょ」

　ホールのチョコレートケーキを前に、鵺はその小さな手で……

　初雪の向こうの大観覧車へ、器用に中指を立てるのだった。
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　妖よう刕とうは自分の座席に置き去りにした。もう妖刕には頼らない。アリスベルの胸から流れ出る、いつもの流星のようなエフェクトがうるさかったしな。

　それに人間、大切な事は自分で考えるべきだろ？

　今、俺おれの顔の１センチ先に、アリスベルの顔がある。

　イチゴみたいな甘い息の香りが、俺の吐息と混じり合っている。

　前髪と前髪が触れ合う距離。鼻と鼻が、くっつく距離。

　潤うるんだ瞳ひとみで俺を見るアリスベルの心は、この土ど壇たん場ばでまた分からなくなってきている。
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　でも、そんなの。

　どんな男女でも、きっとそうなんだ。

　相手の気持ちが分からなくて、だから確かめたくて。

　それでするキスだって、あるんだ。きっと。

「アリスベル」

「……」

「イヤだったら避よけろ」

「？」

　それが何の事か一いつ瞬しゆん分からなかったらしいアリスベルとの──

　最後の１センチを、俺おれは一気に詰める。

　アリスベルは──

　避けなかった。

　そして……やがて、目を閉じた。




　ああ。

　アリスベル風に言えば、モーレツな気分だ。

　２０１３年の春の夜、俺は、お前と目が合った。そして、お前を助けようと走った。まるで運命に弾はじかれたかのように。それが全すべての始まりだった。

　あの時、運命を感じた理由が分かった。

　それはきっと、ほら。２０１０年。

　こうして今、俺たちが、あのとき出会う前から──

　キスしてたからなんだ。







【　Allure　緋ひ色いろの挑戦者　】
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「さあ、そのぐらいで離れろ。もうお腹いっぱいだ」

　ギクシャクと微妙に距離を取りつつも、隣となり合って歩いてきた静せい刃じとアリスベルに……今のは我ながら上う手まい事を言ったな、私は。

　夕ゆう闇やみの中、静刃はまずアリスベルを乗せてから、

「台だい場ばにいたんなら、そう言えよな貘ばく」

　ボヤきながら、妖よう刕とう片手に後部座席に乗り込んできた。

　その２人に、鵺ぬゑがダッシュボードから「Booo!!」と鼻を鳴らしてブーイングしてる。

　帽子を被かぶり直し、サングラスを掛け直した私は──

　バックミラー越しに、お互い恥ずかしそうに視線を逸そらす静刃とアリスベルを盗み見る。

「さあ帰るぞ。静刃、アリスベル」

「……渋しぶ谷やにか？」

「ああ。そして、未来にもだ」

　そう言ってハマーのエンジンを掛け……

　東京湾わん岸がんアンダー出口交差点を左折し、レインボーブリッジへ走らせる。

　……なんとなく。

　なんとなくの直感なのだが、ここから先は今まで以上に急いだ方がよさそうだ。良くない、予感がする。




　アリスベルが生じさせた恋心は、私を飢き餓がから救ってもなお莫ばく大だいな余裕があった。

　これなら刻ときの結晶で２人を２年半眠らせる事もできる。

　式しきに用いるピラミッド・ピンを代だい官かん山やまの自宅マンション、その寝室の四よ隅すみと天井に打ったが……それでも十分、体力は余っている。

　私自身も２年半、余裕を持って過ごすことができそうだ。

「静刃、アリスベル。ここと、ここに座れ。そうだな、ピラミッドに近い形になるように──背中合わせで、体育座りだ」

　と、私は静刃とアリスベルをベッドの上に座らせて、背中と背中をくっつけさせた。

　少し不安そうにピンを見上げる静刃とアリスベルに──私は最後の説明をしていく。

「よいか、静刃。アリスベル。この５本のピンで囲まれた角かく錐すい状じようの空間は、これから２年半、『刻の結晶』となる。お前たちは琥こ珀はくに閉じこめられた古代の生物の如ごとく、その体組織をほぼ変えることなく過ごす。感覚的には、約２時間の仮眠のような微睡まどろみの後に目を覚ますのだ」

　さて──

「私はその間、この部屋を守る。外敵、天災、あらゆる物事から、全ぜん身しん全ぜん霊れいを以もつてお前たちを守る。それでもどうしようもない場合は、起こす。式力はムダになってしまうが、刻ときの結晶は途中でキャンセルする事も何ら問題なくできるものなのだ」

　──しばしの別れだ。

　静せい刃じ。

　アリスベル。
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　──背中合わせ。

　この座り方は、今の俺おれたちを象徴しているようだ。

　アリスベル。

　どうしてなのかは分からないが、お前の心は──

　すぐ、俺から離れてしまった。それが分かる。

　不思議な事なんだが、俺にはもう、お前の愛が感じられないんだ。

　俺がお前の愛を感じられたのは、あのキスまでの半日ほどだけだった。

　アリスベル。

　今はもう、お前は、俺を愛していない。

　俺にはそれが分かる。

　だから俺は、お前を諦あきらめなければならない。

　お前への想おもいを、断ち切らなければならない。

　この２年半前の思い出は──この時代に置いていくよ。

　さようなら、アリスベル。
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　すみません。貘ばく。ずっとあなたを頼ってしまって。

　あなたは、あなたが立たち花ばな家の長女に味方する契約にある化け生しようだと言う。

　あなたは、あなたが私たちを助けるのは自分のためでもあると言う。

　でも、私は──心から感謝しています。

　ありがとう。貘。

　そして……

　静せい刃じ君。

　今……背中越しに、静刃君の体温が伝わってきている。

　私はそれだけで、幸せです。

　静刃君。静刃君。静刃君……

　あなたと一緒なら、私は何も怖くない。

　対流圏に再突入した時も、鵺ぬゑと戦った時も、そう思った。

　ああ。許されることなら。

　私はやがて、やがてあなたの──
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　全すべての始まりは、恋だった。

　その後、金糸のように紡つむがれたものも、恋だった。

　私はそれを、織り成す妖あやかし。今こ宵よいも恋心の力で式しきを用いる。

「──刻ときの結晶──」

　その力が、仮想ピラミッドの中に充みち始め……

　３分、５分と時が過ぎ……

　静刃とアリスベルが、眠りに落ちていく。

　２時間の、あるいは２年半の、眠りに。

　私の罪も、これでおしまいだ。

　２年半の後、私とアリスベルは契約を満了し、別れる。

　そしてアリスベルは、新たな日々の向こうで……

　やがて魔ま剱けんのアリスベルとなり、自立していくのだろう。

　そう、何もかも、やがて。

　やがて……

　………

「！」

　……っ……！

「──貘ばく。コイツはヤバいじょ。鵺ぬゑも気づいたじょ。コイツらを捨てて逃げろだじょ」

　私の鼻び孔こうを、あの香りがくすぐってくる。

　忘れようにも忘れられない、あの──

　クチナシのような、香り。

　それは７年に１度しか生産されないシャネルの『ガーデニア』を下地に、自身のイメージに合うよう調香師パフユミユゼに造らせたという、世界に２つと無い香水によるもの。

　そして、その香りを台無しにする──火薬のニオイ。

（……神崎・Ｈ・アリア……！）

　そうか。この数日、私たちを狙ねらっていたのは、双剣双銃カドラ……！

　全身の血が凍るような思いで、振り返ると。

　いつの間にか、彼女がそこにいた。

　私より20cmほども小さい、小柄な彼女の手が握る──白銀のガバメントが今、私の顎あごに真下から突きつけられている。

　私も鵺も、気づけなかった。ここまでの接近を。

　極限まで鍛きたえ上げた優秀な人間は、私たちをも欺あざむくというのか。

「言っとくけどこれ、法ホ化ー銀リ弾ーだから。化け物系のモンスタラス超能力者・ステルスが厭いやがるタイプのやつよ。まあ、化け物狩がりはあたしの相あい方かたの方が実績あるけどね」

　アニメ声優のように愛らしい、しかし底知れぬ強さと自信に満ちた声。

　助けを求めるように、目だけでアンゴラウサギの鵺を探ると……

　そのクリーム色のボディーに、赤いレーザーサイトのドットが浮かんでいる。

「ヘタな動きしないで。もうそっちのモンスターもレキが狙ってるわ」

　──神よ。

　運命の神よ。

　これで終わりにはさせてくれぬのか。

　ああ。分かっている。分かっているとも。

　続くのだ。生きる以上、それが定めだから。

　新たな者が現れ、新たな敵と見まみえ、続くのだ。終わることなく。




　恋と闘争は──続く。





── Love & Warfare Continues ──









　　　あとがき




　本作『やがて魔ま剱けんのアリスベル』には様々な異能が登場しますが、今回はそれらの中から『魔女』『魔法少女』『ＥＳＰ』について少々解説させていただきます。

　なぜこの３つを一緒に解説するのかというと……

　実は、これらが同族異種ともいえる異能だからなのです。

　１巻でアリスベルも言っていましたが、魔術などの超常の技はその危険性ゆえ、世界各地で秘密主義のもとに研究されてきました。そのため、似たような技をそれぞれ開発したとしても発動プロセスに違いがあったり、作法や用語がバラバラだったりしています。

　そういった言わば文化的な違いによって『魔女』『魔法少女』『ＥＳＰ』は区分されています。

　魔女はヨーロッパに源流を持ち、今ではグローバルスタンダードとなった女性魔術師の流派。魔法少女とはアニメに影えい響きようを受けたスタイルの、日本土着の先天的異能少女の呼称。ＥＳＰは科学的なアプローチで超常の力を操る、新しい異能の一派です。

　これは、格闘技の種類のようなものと考えると分かり易やすいかもしれません。世界には多様な競技がありますが、それぞれのルーツや本場はバラバラ。同じ殴おう打だ技わざでもプロレスのナックル、空手の正せい拳けん突つき、ボクシングのストレートは似て非なるもの……といった感じです。

　さて、居鳳いのう高ではそういった異能の違いも分かってもらえるのですが、外の世界ではそうはいきません。超常の力は秘ひ匿とく・隠いん蔽ぺいされがちなもののため、一般人が目にする事は希まれなのです。そもそもの存在すら疑われているレベルなので、細かな違いなど分かってもらえるワケもありません。

　なので一般社会では、その有るか無いか分からない異能を一ひと括くくりにし、世間的に最も通じる言葉──『超能力』と呼んでいます。異能について何も知らない人々には、アリスベルの荷電粒子砲メビウスもビビの変身も祈いのりの予知も全すべて『超能力』として混同されてしまうわけです。

　この状況は海外でも同様で、近年、異能とそれを扱う人間は国際的にStealthステルス（能力を隠し、潜ひそんでいる者たち）と総称されています。この呼び方は日本でも治安維持にあたる職種の人、裏うら稼か業ぎようの人、宗教関係者など、実際に異能と接触する機会のある人々が使っています。

　特に異能と敵対する可能性のある人々は、自分に異能が無くても超ス能テ力ル者スに対抗できるよう準備と研究をしてきました。近年僅わずかながら流通している対超能力者弾ステルスキラーや超能力者用の手て錠じようはその代表的なものですし、静せい刃じの妖よう刕とうもその一つといえるかもしれません。

　彼ら非異能力者たちの研究から、異能が自分たちで認識していた違いとは異なる観点による『超能力者の分類The classification of stealth』も行われました。アメリカペンタ国防総省ゴンが作成し、今では国際的に共用されているこの分類について、次のページで簡単にご紹介します（キャラクター例には、世界観を共にしている『緋ひ弾だんのアリア』の登場人物も参考として記載しておきます）。

【Ⅰ種超能力者Class I stealth】

　糖やアルコールといった既き知ちのもの、気や魔力といった未知のものを問わず、体内に有するものを主な契機として超能力を用いる者。（アリスベル、貘ばく、鵺ぬゑ、矢や子こ、白しら雪ゆき、メーヤ）




【Ⅱ種超能力者Class II stealth】

　熱や電気といった既知のもの、神や精霊といった未知のものを問わず、体外に有するものを主な契機として超能力を用いる者。（ビビ、セアラ、パトラ、ヒルダ）




【Ⅲ種超能力者Class III stealth】

　体内・体外を問わず、空間に存在する未知の力を主な契機として超能力を用いる者。（祈いのり、瑠る姫き、ジャンヌ、カツェ）




【Ⅳ種超能力者Class IV stealth・混成Ⅳ種超能力者Mixed class IV stealth】

　Ⅰ～Ⅲ種に当てはまらない、またはⅠ～Ⅲ種のうち複数の性質を混成している超能力者。




（静せい刃じのように魔的な道具を用いてのみ超常の力を発揮する者は、この分類上は超能力者という事にはなりません）




　非異能の人間たちが作ったこの分類には、異能たちも「なるほど」と思う物があったらしく……今では自ら自分たちをⅠ種、Ⅱ種などと呼んだりしています。何となくですが、居鳳いのう高のクラス分け（Ⅰ～Ⅴ・Ⅹ）もこの国際分類をなぞっている所がありますね。

『魔女』『魔法少女』『ＥＳＰ』といったスタイルの違いや、『Ⅰ種』『Ⅱ種』『Ⅲ種』といった性質の違い──『やがて魔ま剱けんのアリスベル』ではそういった違いを持つ異質な者同士が垣かき根ねを越えて出会い、ぶつかり合い、時には手を取り合い、混ざり合っていきます。格闘技でいえば、私の大好きな総合格闘技ＭＭＡの世界です。




　この巻ではとうとう作品の垣根さえも越えて、新たな、恐るべき敵が登場してしまいました。

　リングに上がられたからには、総合格闘技と同じ。

　相手がどんなスタイル、どんな種類のチャンピオンであっても、受けて立つべしというのが私やアリスベルの信条です。貘は……ちょっと逃げ腰でしたけどね（笑）。




　それではまた、今しばらく物語の続きをお待ちいただければ幸いです。





２０１３年５月吉日　赤あか松まつ中ちゆう学がく
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